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「おおー。義よし人ひとさん、ガタイいいですねー。筋肉もムキムキだ」

「佐さ藤とうくんの方がよほど均きん整せいの取れた体と思うけどね」

　脱衣所で義人さんと翔しよう也やがお互いの体を褒ほめ称たたえていた。

　義人さんはブーメランパンツを穿はいて、股間の辺りがこんもりとしている。

　翔也は普通にトランクスだ。

　いや、なんていうか……。

　もう、超どうでもいいよ……。男の体とか。

「都つ筑づきくんもいい体になってきたな。鍛えている効果が出てきたか？」

「はぁ……」

　気のない返事になってしまった。

　いや。まあ。いいんだ。

　ここを抜ければパラダイスが待っているはずなのだ。

　世界統合から一カ月が経ったあと、記憶を取り戻してから俺は理り恵えとの約束を果たすこととなった。




『うん。あ、そうだそうだ。全部終わったら、今度、みんなでプール行かない？』




『もちろん温水プールだけどね。少し遠めなんだけど、大きなプールがオープンするんだって。まだできてないけどね』




　それがようやくオープンしたのでみんなで来た、というわけだ。

　で、愛あい子こや暎えい那なちゃんの保護ということで義人さんがついてきて、翔也が血の涙を流す勢いで「昼飯一週間とかもうナシでいいから、僕を連れて行きやがれくださいお願いします！」と頼み込んでくるので、一緒に来ることになった次第である。

「ＹＥＳ、ロリータ！」

「ＮＯ、タッチ！」

　しかも、なんか意気投合してるし。

　……プールに行くまではむさ苦しいことこの上ない。

「秋あき原はらさんの提案だったっけ？」

　義人さんとのじゃれあいをやめた翔也がそんなことを訊いてくる。

「ああ、ここがオープンしたら一緒に行こうってな」

「ほんと、よくできた幼おさな馴な染じみさんだよなぁ。お前には勿もつ体たいない。というか、家が隣同士の幼馴染とかなんてギャルゲだ。その設定は」

「設定言うな！」

　理恵だって幼馴染ということを悩んでいたのだから。

　なんとなく、以前起こったことを思い出す。
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　カーテンの隙間から秋の朝日が部屋に差し込んでくる。

　ベッドの傍に置いてある携帯を手に取って時間を確認。七時と少し前。いつもよりも少し早いが、特に眠気が残っているわけでもない。

　そんな早い朝を満喫しようとカーテンを開けたところで――。

　窓ガラス越しに侵入者と目が合った。

「あ」

　相手は俺に見つかって少しの間ぽかんとした表情をしていたが、特に気にすることなく窓を開けて部屋へと入ってくる。

「今日は早いね、武たけちゃん」

　毎朝の侵入者である理り恵えが感心したような表情をこちらに向けた。

「たまたま目が覚めただけだよ」

「……でも、最近あたしが起こすよりも先に起きてることが多いよね」

　そうかもしれない。このところ、理恵が起こしに来るよりも前に起きてる気がする。

「目覚ましのお役ご免かな？」

　理恵は寂しそうにそんなことを呟いた。

「目覚ましの役目って……。なんだ、それ」

「あたしの……日課？」

　そんなことを言われてもな……。

「楽しい日課ってわけじゃないだろ……。とりあえず、顔洗ってくる」

「はいはい。いってらっしゃいー」




　　　　　◆




　楽しい日課じゃない、か……。あたしとしては楽しいんだけどな。武ちゃんの寝顔見たり、起こしたときの反応を見たりするのが朝の楽しみなのに。

　なんだか日課ができなかったせいで落ち着かなくなってくる。朝、時間がなくて髪をブラッシングできなかったみたいな気持ち悪さ。

　……すぐには戻ってこないよね？

　思いついたらすぐに決行。武ちゃんのベッドに飛び込んで体を埋める。少し汗くさいかも。でも、嫌じゃない……。

　……いけない。朝からこんなことをしているのはおかしい。これでは変態さんだ。武ちゃんがあたしのベッドに飛び込んで匂い嗅いでたらちょっと引くもんね……。

　気恥ずかしくなって慌ただしく立ち上がり、自分の心を誤魔化すように武ちゃんの部屋を歩き回る。

　改めて見ていると、パソコンとか本棚とか色々あるなぁ。ついつい何があるのか気になって、本棚を物色してしまう。

「え、えええ、ええ、え、え、え、えっちな本とかあったりしないよね」

　あったらどうしよう。

　いや、でも、高校生の男の子は持ってて当然みたいなことを友だちが言ってたような……。

　でもでも、持ってたらなんかやだな。

　ひとつひとつ手に取って開いていく。友だちは、彼氏がブックカバーを使ってそういう本を隠していると言っていた。それが本当だとすれば、どんな背表紙でも安心はできない。

　でも幸いなことに、その手の雑誌は特になさそうだ。……隠してる可能性は高いけど、これ以上はやめておこう。

「これが最後……」




　そして、あたしはその本を手に取ってしまった。




　　　　　◆




「武ちゃん！　起きて！」

　眠っていた意識が、深いところから急速に引き上げられた。誰かが俺の体を揺すっている。

　……って、まあ、ひとりしかいないんだけど、今日はえらい激しいな。

　体を起こして俺の目を覚ましにきた理恵を見る。穏やかな表情に制服姿。帽子も頭に乗っていた。普段通りと言える。

　ただ――。

「まだ、外暗くないか？」

「えっ、そう……かな？」

　部屋の外を見る。カーテン越しに光が入ってきていない。天気が悪いのか？

　しかし、どうも違うっぽいぞ。

「六時……」

　時計を見て、指し示している時間が口に出た。

　特に何か早く行かなきゃいけないような予定があったわけでもなかったと思ったけど。

「なんで、こんな時間に……」

「朝、起こさないといけないみたいだから……」

　俺が尋ねると、理恵はそう答えた。

「起こさないといけない？」

「うん。あ、ほらほら。もう起きたんだから着替えた方がいいよ」

　理恵はそう言い残して部屋を出て行く。階段を下りる音が静かに響いた。

「なんだったんだ？」

　答える者は誰もいない……。







　そんな意図のよく見えない一幕があったその日の登校。

　普段、俺の隣には夏なつ海みが陣取っていることが多いのだけど、

「夏海ちゃん。譲ってもらえるかな？」

「え……？」

　理恵が俺の隣を主張すると夏海が戸惑いの表情を浮かべた。そこへ春はる姉ねえが夏海の耳へ口を近づけて、何事か伝える。

　すると夏海は、

「う、うん……。理恵ちゃんがそう言うなら……」

　と言って、潔く俺の隣を理恵に譲った。

　いつもなら理恵は春姉の隣を歩くことが多いのに……。

　それから理恵は俺の隣に来て、特に何か喋るでもなく静かに歩く。

　やはりおかしい。何かがおかしい。朝からおかしい。

「何かあったのか？」

「何が？」

　そう尋ねても理恵は首を傾かしげるだけだ。

　そして、流されるままに歩いていると途中で咲さきが合流する。

「おっはよ――っ！　……って、あれっ？」

　満面の笑みで元気のよい挨拶をする咲。しかし、すぐに訝いぶかしげな表情となった。違和感に気付いたらしい。

「本日は秋あき原はらさんが武たけ紀のりくんの隣？」

「うん。そうだよ。幼おさな馴な染じみだからね」

　咲の疑問に、泰然と構えて理恵が答える。

　そう言われた咲は嫉妬するでも騒ぎ立てるでもなく、目をぱちくりさせていた。

　結局、そのまま学校へと着いてしまったわけだが、理恵の意図には気付けずじまいだった。







　いつもと違うことが起こっても、学校の授業は普段通りに進行する。ようやく二時間目が終わると、休み時間ということもありクラスメイトたちは教室内でお喋りに興じ始めた。何人かは寝ていたり、予習したりしている。

　三時間目の授業は数Ⅱか。俺も予習しておこう。

「ゆうき、悪い。ちょっと教えて欲しいところがあるんだけど」

　隣の席に座るゆうきに教えを請こう。

「いいだろう。どこだ？」

「八十二ページのとこ。今日は当てられそうなんだけど、そこはいまいち不安でな。答えはわかるけど、理屈が理解できないから……」

「なるほどな。だとしたら、まず三角関数の定義を証明するとしよう」

　ゆうきはわかりやすく懇切丁寧に教えてくれる。説明を聞いて完璧に理解できたわけではないが、少しずつわかってきた気がする。

「そういうことか。なんとなくモヤモヤしてたんだけど、ようやく合が点てんがいった」

「理解できたようなら何よりだ」

　やっぱりゆうきは頭がいいよな。頼りになる。

　教えてくれたお礼をしようとしたところで――。

「武ちゃ――――ん！」

　いきなり俺を呼ぶ大声が。騒がしかった教室が一瞬で静まりかえる。

　クラスメイトたちは一斉にそちらを向いた。俺も声のした方へと振り返る。教室の出入り口に理恵がいた。というか、あの声で『武ちゃん』なんて呼ぶのはひとりしか思いつかないが。

　振り向くと教室の扉のところに理恵がいた。そして、震えながら教室に入ってくる。

「げ、げげ現国の教科書忘れちゃったんだ。た、たたた武ちゃん、貸してくれないかな？」

　顔を赤くしつつ、その声は少しだけ震えていた。

「ああ、別に構わないけど……」

　俺は机の中から現国の教科書を取り出して理恵に手渡す。

　理恵は現国の教科書を受け取ると、

「ああああ、あり、がとうっ！」

　と言って、そそくさと教室を出て行った。

「え？　何？」「教科書借りに来ただけ？」「珍しいな……」「別にあんな大声出さなくてもいいんじゃないか？」「まあ、どうでもいいか。それで横よこ岸ぎしの駅で――」

　そして、静まりかえっていた教室は再び活気づく。先程の出来事は、とりあえず気にも留めなくなったようだ。

「なんだ、あれは？」

　ゆうきは気になったらしく、しげな表情を浮かべたまま、理恵の去っていった方を見つめる。

「彼女は、学校では君のことを名字で呼んでいたと思ったが」

「うん、まあ、そのはずなんだけど……」

　理恵が学校で俺を呼ぶ時は基本的に『都つ筑づきくん』だ。『武ちゃん』と呼ぶことがないわけではないが、それは理恵が焦っている緊急時に限られる。

「それに物怖じすることなく、教室に入ってくるのもおかしい気が……」

　だよねー……。俺は心の中で深くゆうきに同意する。

「なんというか、積極的だよねっ」

　ゆうきと俺の会話に、咲が混ざりこんできた。

「朝から少し変だなーって思ってたんだけど、秋原さん、どうしちゃったの？」

「いや。俺にもよくわからないんだけど……」

　むしろ、俺が訊きたい。

　悲しんでるそぶりとか、寂しがってるそぶりとか、まったく見せてなかったと思うんだけどなぁ……。







　さらに異変は続く。

　今日は何故か春姉のお弁当がないため、翔しよう也やと一緒に学食へ行こうとしたのだが、廊下に出た瞬間――、

「たたたた武ちゃん！」

　名前を呼ばれた。廊下に大声が響き渡る。どもった声で。

　言語能力を崩壊させながら、一体何がしたいんだろうか、この幼馴染さんは。

「は、はい。お、弁当。作って、来たから……」

　そして、その手にはランチバッグがふたつ下げられていた。

「リア充爆発しろ」

　隣にいた翔也が呪じゆ詛そに満ちた声で呟く。背筋が寒くなった。

　しかし、空気は読んで去っていく。すまん、翔也。

「それじゃ、武ちゃん。一緒に食べよ？」

　マジか……？

　いや、理恵と一緒に昼ご飯というのも初めてなわけじゃないが、ここまで積極的なのはさすがに初めてだ。

　一体どういうことなのだろう。嬉しさと同時に、不安の方も溢れてくる。

　大丈夫なのかなぁ……。何かしないといけないのではないだろうか。

　そんな心配をしつつ、俺たちは一階のロビーへと移動した。冬にはほとんど人がいなくなるのだけど、秋だとまだここで昼ご飯を食べる生徒がいる。周囲に人がいるところで、女の子と一緒にご飯を食べるのは恥ずかしいのだけど……。俺たちのように男女が数組いるのがまだ救いか。

　テーブルについて理恵が弁当箱を取り出し、その蓋を開ける。色取り取りのおかずが所狭しとその箱の中に入っていた。

　端的に言って、とても美味しそうだ。もう五秒後にでも腹の虫が鳴いてもおかしくない。

　しかし――。

「なんで、ふたつ作ってあるんだ？」

　まるで、今日俺の弁当がないのを見越したかのように……。

「え、と……その……。た、たまたま、本当にたまたま作りすぎたから……。時々、たたた、武ちゃんが早弁してるのも見てたし、ににに、二個ぐらい食べられるかなって」

　まあ、確かに物足りない時はあるけど。

　それでも、こういう時のご飯はありがたいのでいただこう。

「あ」

　理恵が何かに気付いたらしい。明らかにその声色は焦りのそれだ。

「お箸、武ちゃんの分、忘れちゃった」

「その辺り、妙に抜けてるな……」

　肝心なところを忘れているというか……。

　さて。じゃあ、どうするかと思ったところで。

　理恵は――。

　箸を手に取り――。

　俺の方にある弁当箱から――。

　おかずをひとつつまみ上げた――。

　卵焼きだ。












「あ、あ～ん……」

　照れながら俺の方へ箸を差し出してくる理恵。その箸はぶるぶると震えていた。卵焼きが今にも落ちそうだ。

　だが、待ってほしい。ここは学校だ。ふたりきりでやるのも恥ずかしいのに、こんな公衆の面前でやるってどういうこと!?

　しかし、理恵は俺の戸惑いなど気にも留めない。周囲の視線も気に留めない。……そこまで意識が回ってないのかもしれないが。

　そして、周囲の気配も変質した。何人かは立ち上がりロビーを出て行こうとしている。残った生徒からは粘っこい視線を感じた。周囲の状況が皮膚の感覚でわかったのは初めてだぞ!?

　事態の把握に努めていても仕方ないので、とにかくこの状況を打開するべく、差し出されたおかずに食いついた。

　その瞬間、卵の濃厚な味が口の中いっぱいに広がる。その次に、そんな濃厚な味をほのかな甘みが包み込む。あ、ヤバイ。これ、美味い。

「ど、どうかな……」

　理恵が自信なさげに、上目遣いで尋ねてくる。

「う、美味いよ。甘くて……」

「よかった……」

　感想を聞いた理恵がほうっと安あん堵どの溜息を吐くと、周囲に残った方々も深い溜息と共に退散し始めた。

　その表情や態度から、

「あっちーあっちー、やってらんねーよ」「ところ構わずイチャイチャして！」「そもそも誰だよ、あいつ」「秋原と都筑だろ。どう考えても不釣り合いだ」「ちくしょう、ふざけやがって」「もう少し節度ってものをねぇ」

　……俺の被害妄想な気もするが、そんな思念を受け取った。

　わざとじゃないんだ……。

　その後も『あ～ん』攻勢は続き、学食から箸を借りてくればいいことに気付いたのは、全員が立ち去ったあとだった。







　六時間目の授業も終わって、ようやく放課後だ。机の中の教科書やノートを鞄に入れ、みんなに別れの挨拶をしてから、廊下へと出る。

　そこにはいつものように理恵が待っていた。

「一緒に帰ろ？」

　そう言って、にっこりと笑顔を浮かべて俺の方へ寄ってくる。

「おー」

　俺が相槌を打って歩き出すと、理恵もぴったりくっついてきた。今日の理恵はいつにもまして楽しそうだ。

「ねえねえ、武ちゃん」

「ん？」

　階段を下りているときに、理恵が俺を呼ぶ。呼び方が都筑くんじゃないのは、もう気にしないことにした。

「遊びに行かない？」

「……俺、これからバイトなんだけど」

「あ、そうだった……。じゃあ、買い物とかどうかな？」

　買い物か。そう言えば、そろそろ牛乳と塩と砂糖がなくなりそうだったな。

「買い物だったらいいぞ。買いたいものもあるし」

「それじゃ、いつものスーパー行こうか」

　そんなやり取りを交わして、家から近いスーパーへ向かう。

　スーパーの中に入ると果物の甘い匂いが鼻孔をくすぐった。いい色をしたみかんが棚に陳列されている。西洋梨もあるな。柿もあった。どれも旬で美味しそうだ。たまには果物もいいなぁ……。

「武ちゃん、何食べたい？」

「……え？」

「晩ご飯」

「……今日、俺の家で作るの？」

「そういうわけじゃないけど……。その……。武ちゃんの食べたいものを、あたしも食べたいなって……」

　理恵は、俺の目の前で俺の食べたいものを嫌みったらしく食う、という性格ではない。たぶん、どちらかと言えば共有したいという気持ちがあるのだと思う。

「ほら、何食べたい？」

「生姜焼き、かなぁ」

「じゃ、豚肉買ってこないと……。生姜は家にあるから、キャベツも買わないとだね」

　……俺たち制服姿なんだけど、どうすればいいんだろう。周囲の人たちの視線が肌に突き刺さっている気がする。

　やっぱり俺の被害妄想かもしれないけど。

　その後、ふたりで会計をして家に帰ったのだが――。




　誤解を招くような行動を取るなよ。お前らは新婚さんか。




　……どういうわけか、店内での一部始終を見ていたらしい翔也からのメールが心に突き刺さる。見てたんだったら声かけろよ。いたたまれない……。







　家へ帰ってから買ったものを冷蔵庫に入れて、そしてバイト先へ向かう。

　生活費が足りなくなるなんて事態を避けるために始めたバイトだが、体力のなさに定評のある俺からすると体力仕事は半端ないほどきつかった。

　今では多少慣れてきているが、初日からほとんど動けなくなったり、次の日に筋肉痛が凄まじかったりと情けない限りである。

　そんなわけで、今日も肩で息をしながら積荷をトラックに運んだり、トラックから倉庫に運んだりしている。できれば、初めての時のような痛みと無力感を味わいたくはないが、どうしたって体の疲労は蓄積されていく。

　ちょっと体が怠だるいけど、まだまだ我慢である。

　そんな体をいじめ抜くような仕事が終わったのは、午後七時半だ。

　それから疲れた体を引き摺るように帰宅すると、すぐに春姉と夏海が出迎えてくれた。

「おかえりなさいー、たーくん」

「おかえりー、お兄ちゃん」

　これだけでバイトの疲れが癒された。我ながら安い体という気もするが、ふたりの声はきっと体力回復効果があるに違いない。

「ご飯、すぐ作っちゃうからね」

「了解。調べものあるから、ちょっと自分の部屋に戻ってるね」

「はーい」

　一旦、自分の部屋へと戻る。

　すると、

「あ、おかえりー」

　そこで理恵が待っていた。正座で。

「……何してんの？」

「武ちゃんの帰りを待ってたんだけど」

　やっぱり、今日の理恵は何かがおかしい。

「何かあったのか？」

「え、何が？」

　そう聞いても、しらばっくれられてしまう。何かがあったことは間違いないだろうが、それがまったくわからない……。落ち込んだり、不安になったりしてはいないみたいだけど。

「あれ？」

　そして、ふと気付く。俺の部屋が小綺麗になっていた。

　いや、元々春姉に掃除してもらってるから汚くなることはない。だけど、本棚とパソコン周りがいつも以上に整頓されている。

「もしかして、掃除してくれた？」

「うん。パソコンの電源のところとか埃がたまってたから」

「あ、ありがとう……」

　さらに気付く。パソコンの上に何かが置かれていることに。

　コン○ティーク八冊。電○G's magazine六冊。TECH ○IAN三冊。メガ○トア二冊。DEN○EKI HIME二冊。駄々甘姉大全。銀髪少女のスベテ。ツインテール研究史。計二十四冊の、思春期な高校生にとっての禁書が積み上げられていた。

「ちょっとお話があるんだけどな？」

　怒りの感情をかろうじて押し止めたような、そんな声だった。

「待て待て！　TECH ○IAN、メガ○トア、DEN○EKI HIMEは俺が買ってきたんじゃない！　翔也が置いていったものだ！」

　それは事実だ。俺に十八禁のゲーム雑誌を買えるような気概はない。

「じゃあ、そこのコン○ティークと電○G's magazineは？　他にも、この四冊は？」

　駄々甘姉大全と銀髪少女のスベテとツインテール研究史を指し示す理恵。

　あれ、今理恵、四冊って言った？　数合わなくない？

　……いや、今そんなことを考えている場合ではない！

「これは確かに俺の買ったものだけど……」

「ふーん……。じゃあ、これが武ちゃんの昔の彼女ってこと？　いっぱいいるね」

「ちげーよ!?」

　何かを誤解している。理恵はゲームから出てきた女の子だけど、雑誌の中で描かれているだけで昔の彼女なんて言われたらたまらない。

「でも見てて、鼻の下を伸ばしてたんじゃないの!?」

「うぐっ……。いや、でも理恵たちが傍にいるようになってからは全然見てないって！」

「むー……」

　第一、どれも『エターナル　イノセンス』の情報が載っていたから買っていたものだ。『エターナル　イノセンス』が現実から消えて雑誌の誌面からも消えたけど！

　さっさと処分すればよかった気もするが、処分の仕方に困ってそのままにしてしまったのが運の尽きだ。可及的速やかに翔也にでも押しつければよかった！

「とりあえず、もう少し話を聞かせてもらうよ？」

　そう言って、理恵は雑誌を手に取った。

　そこからの説教が原因で飯の時間が遅れたのは言うまでもない。







　予想外な波乱の展開があってから春姉と夏海と一緒に飯を食って戻ってくると、やっぱりまだ理恵はいた。すでに先程の怒りは鎮火し、今は落ち着いた様子で俺の洗濯物を畳んでいる。

　これも、いつもなら春姉がやってくれてるんだけど……。

「理恵。どうしてまた、そういうことを？」

　とても判断に困る。一日春姉役でもやっているのだろうか？

「家じゃほとんどやらせてくれないから。たまにはやらせてもらいたくて」

　……それにしたっておかしい。春姉は家に帰ってきたら洗濯物をすぐに取り込んで畳むはず。取り込んだ洗濯物を畳まずに理恵に渡したってことか？

　俺の疑問はさておき、理恵は次々に洗濯物を畳む。とは言っても、量はそんなに多くない。

　理恵の手は次に畳むシャツを持ち上げ――そこでピタリと動きを止める。

　シャツから溢れるように、ふわりとショーツが下に落ちた。純白でさりげなくレースの付いた代物だ。

「な、なななな、なんで武ちゃんの洗濯物の中に、女物の、ししし、下着が入ってるの……？」

　動揺しているのか、理恵の声は震えていた。

「……何を誤解しているのかはわからんが、春姉の下着が混ざり込んでただけだろ……？」

「春姉のってわかるんだ」

　声色に、怒りが注ぎ足される。失言をしてしまったらしい。

「……待て待て。こう、なんだ……。だって、わかるだろ？　一目見て！」

「一目見てわかるんだ」

　火に油入りました。

　ヤバイ。どうしよう。時々春姉の下着を見てしまうことがあるし、洗濯物で干されてたりするから、わかるものはわかってしまうのだ。とはいえ、そんな言い訳をしたところで理恵には通じそうにない。

「武ちゃんのっ、ばかぁ―――――――――――――――――――――――――っ！」

　理恵は手近にあったものを摑んで投げる。顔面に春姉の下着が飛んできた。

　不意打ちだったために躱かわすこともできず、下着が顔面に当たる。

　お日様と洗剤の匂いがした。







　その後、落ち着いた理恵と一緒に勉強会を始めたが、そこでは特に妙なことは起こらなかった。普段通りに教えてもらったり、教えたりしたわけだが、今日に限って春姉と夏海が不参加なのが気になる。ふたりはすでにおやすみと言って就寝していた。

　いや、明日の祝日はふたりとも予定があると言っていたから、それのせいかもしれない。

「それじゃ、今日の勉強会はここまでだな」

「うん。お互いよくできましたー。それじゃあ……」

「ああ、おやすみ」

「……うん、またね？」

　勉強会も終わり、理恵も屋根伝いに帰ったところで風呂へと入る。

　なんか、今日は理恵がいきなり教室に入ってきたり、弁当を食わせてくれたり、部屋の掃除したり、今までにないことが行われたせいか妙に気疲れしてしまった。

　気を遣ってくれるのは嬉しいんだけど、いきなりというのがなぁ……。

　腕をスポンジで擦りながら嘆息する。なんだか、妙に理恵のことが心配になってくる。もしかして、寂しいのかなぁ……。そんな風にも見えないけど、実は我慢しているのだろうか。それでもう限界が来て……。

「まさかなぁ……」

　そんな呻うめきが俺の口から漏れると同時に、カチャリという音と共に洗面所の扉が開いた。

　春姉か？　夏海か？　洗濯物でも出し忘れたか？　ちらりと見るが浴室の扉は曇りガラスになっているので、シルエットぐらいしか映らない。身長からすると春姉か？

　まあいいや、と体を洗うのを再開すると、次いでカララララと風呂の扉が開く音がした。

　状況的にあり得ない音に思わずそちらに目を向ける。そこには裸体にバスタオルを巻いただけの理恵がいた。パンと張った太ももが健康的でとても眩しい。ほっそりとした腕も綺麗でついつい見とれてしまう――って正気に戻れ、俺！

「って、何入ってきてんの!?」

「か、かかかかかか、体、洗って、あげよう、と思って……」

「待て待て待て！　というか、いくら何でもおかしい！　理恵何があったんだ？」

「なななな、何もないから！　ほら、早く、背中向けて！」

　冗談ではない。いくらなんでもこんなことは許されない。このまま流されてみろ。間違いなく理性が崩壊する。というか超感覚ですでに血の巡りが下半身に流れかけているのがわかる。静まれ！　俺の本能リビドー！

　俺の困惑など気にすることなく、理恵はさらににじり寄ってくる。

　ダメだ。もはや一般常識で窘たしなめても、理恵を止められる気がしない。

　三十六計逃げるに如かず！

　俺はスポンジを放り出し、体に泡を付けたまま浴室から飛び出した。タオルだけひっつかんで、部屋へと逃げる。

　そして、すぐに扉を閉めて一息ついた。

　扉にもたれかかって、ズルズルと沈んでいく。

「な、なんだったん――えくしっ！」

　さすがに秋も深まると寒い。さっさと体を拭いて服を着ないと。

　しかし、本当に理恵は一体どうしたっていうんだ。







　風呂場に理恵が乱入してきた次の日。待ちに待った祝日である。

「三九度七分……」

　それが俺の目の前にある体温計が指し示している数値だった。なんちゅう熱だ。

「ゲホゲホッ！」

　咳まで酷い。

　頭がぼーっとしていたので居間まで来て体温を測ったが、完全に発熱していた。

　季節の変わり目だというのもあるだろうけど、バイトで体が弱り切っていたからなぁ。……昨日湯船に入らず全裸で逃げたのも原因の気がするけど……。

　病院に行くべきなんだけど、遠いし、すでにそこまで行く気力がない。そもそも祝日って休診じゃなかったっけ？　かと言って、救急病院に行くような事態でもないと思うしなぁ。

　ただ、もし春姉がこの場にいたら、すでに救急車が来てそうだ。とても心配性のお姉ちゃんだからな。今日は朝から県外へ出掛けてくれているから、迷惑もかけずにすむ。

　夏海も四し阿あちゃんの家に行って夜まで帰ってこないみたいだし、感染させる心配がないのはありがたい。

　こういう時は――。

「薬飲んで、寝るに限る……」

　春姉も夏海も楽しんでいるはずだから呼び戻すのも無ぶ粋すいだ。寝てればそのうち治るだろうしな。

　休みの日に午前中から寝るなんてもったいないが、今はそうするより仕方ないか。悪化させて、学校やバイトを休みたくもない。

　そうと決まれば話は早い。居間にある棚を物色して薬箱を探す。

「あれ？」

　その薬箱がない。どこにあったっけ……。そういや、一昨日辺りに春姉が薬箱を移動させたとか伝えてくれてたような……。どこにだっけ……？

　ダメだ。ぼーっとして、頭が働かない……。

　立っているのも辛くなってきた。薬を諦めて、さっさと寝てしまおう。







　自分の部屋のベッドで寝る、が……。

「寝苦しくて寝れない……ゲホッゲホッ！」

　まいった。こういう時は、さっさと夢の中に逃げ込みたいところなんだが、なかなか向こうの世界に行くことができない。咳も止まらないし。

　目を瞑つむって、眠ることができるようになるのを待つしかないか。

　それでも楽にはならないし、鼻が詰まって息苦しいし、咳が出て喉が痛くなってきた。

　けど、そのうち眠くなってくるだろう。……なってくれなきゃ困る。

　そんな折、コンコンと窓をノックする音が聞こえた。

「武ちゃん、昼間からカーテン閉めてどうしたの？」

　理恵だった。窓を開けて躊躇ためらうこともなく中に入ってくる。

「あー、風邪引いたらしいから部屋入って来ない方がいいぞ……」

「え……？　風邪引いたの？」

「ああ、だから早く出……」

「もしかして、あたしのせい、かな……。そのごめんなさい……。あたし……」

　理恵のせいと断定するのもおかしな話だろう。

「違うよ。元々体が疲れて弱ってたし、季節の変わり目だったからな。たぶん、体の疲労具合を見て、上司の人は今日のシフトを休みにしてくれたんだと思うし……」

「でも、とどめを刺したのは――」

「大丈夫だよ……。理恵のせいなんかじゃないから……。俺の責任」

「むー……。……顔、赤いけど……、熱何度あるの？」

「さっき測ったら三九度七分だった……」

　問われるままに、さっき測った体温を伝える。

「三九!?　高熱じゃない！　じゃあ、薬は？」

「どこにあるかわからなかったから、飲んでない……」

「ちょっと待ってて！」

　理恵は俊敏な動きで部屋から出て行った。

　そして、すぐに戻ってくる。その手には、水の入ったコップと薬があった。

「はい。これ飲んで」

　上半身を起こして薬とコップを受け取る。それから、薬を水で喉に流し込んだ。

「ありがとう。薬の場所、よくわかったな」

「勝手知ったる幼馴染の家、だよ。春姉から聞いてたし……。ほら、早く寝た方が……って、武ちゃん、朝ご飯は？」

「当然だが、まったく食ってない……」

「もうお昼なのに……。ちょっと待ってて」

　そう言って、再び理恵は部屋から出て行く。

　今度はすぐに帰ってこなかった。

　とりあえず、おとなしく寝ておこう……。

　しばらくして戻ってきた理恵は、手に皿とスプーンを持っていた。

「お粥かゆ作ってきたよ」

「ありがとう……。迷惑をかけるねぇ……」

「それは言わない約束だよ、とっつぁん。って、冗談を言う気力はあるんだね……。ほら、口開けて」

　……え？

　理恵は、皿からスプーンでお粥をすくって、

「ふー……ふー……」

　と冷ましてから、俺の口に近づけてくる。

「い、いや……。自分で食えるから……」

「いいから！　口を開けて」

　なんという強制力だ。逆らえる気がしない。

　逆らう気力もあんまりないし、ここは素直に従おう……。そう言えば、昨日もこんな風に食べさせてもらったな……。

　ふたりきりでもやっぱり恥ずかしいので目を瞑り、口を開けて待った。

「はいっ」

　お粥を一口喉へと流し込む。

　たっぷりと水気を含んだ米がするりと喉の奥へと入っていく。そして、舌が微かな塩気を感じた。そのおかげでとても食べやすい。少しだけ溶き卵も入っており、飽きさせないようにする配慮も憎い。

　あー、五臓六腑に染み渡るなぁ。

「どう……？」

　理恵が不安そうな表情を浮かべて訊いてきた。

「大丈夫。美味しいよ」

「よかった。あの、どんどん食べてね」

　さらにお粥をすくって、また「ふー……ふー……」と冷ましてから、スプーンを俺の口に近づけてくる。

「あーん」

　口を開けると、再びお粥の味が口の中に広がった。ふた口目も美味しい。

　それから、ずっとそんな時間が続いた。とりあえず、俺は生まれたばかりの雛のように、口の中に入れてくれるのを待つばかりだ。

　そうこうしているうちに、あっという間に皿の中のお粥はなくなった。

「ごちそうさまでした」

「お粗末様でした。おかわりいる？」

「いや、大丈夫。おかげで楽になった」

　恥ずかしいからもう勘弁してくれと言いたくなったが、体が楽になったのは本当だ。僅かながら活力が湧いてきた気がする。

「薬と順番が逆になっちゃったけど、ゆっくり休んで」

「ああ、ありがとうな」

　体を倒して、ベッドの上で仰向けになった。そこへ理恵が毛布を掛けてくれる。よくよく気配りのできる幼馴染である。

「あ、そうだ」

　何かに気付いたような声を発して、理恵はまた部屋を出て行った。すぐに戻ってくる。今度は水を張った洗面器とタオルを持ってきた。

　洗面器の水に浸したタオルを絞って、俺のおでこに乗せてくれる。看病の定番、水タオルだ。

「あー……、気持ちいいなぁ……。でも、おでこを冷たくして大丈夫だっけ……？」

「三九度なら、もう上がりきってるから冷やしてもいいはずだよ」

　またまた理恵は部屋を出て行った。でも、今度は窓からだ。帰るのかな……。

　ところが、五分もしないうちに戻ってくる。

　その手にはペットボトルがあった。

「はい。とりあえず、脱水症状にならないためにポカリ。適当に飲んでね」

「了解ー……」

　至れり尽くせりだ。

「そう言えば、武ちゃん以外に誰もいないの？」

「春姉は友だちと出掛けた。夏海も四阿ちゃんの家に行ってる……」

「そうなんだ……」

　そんな話をして、理恵もようやく腰を落ち着けた。俺のすぐ傍に座って、じっと俺の顔を眺めている。

　とはいえ……。

「……理恵。もういいぞ。これ以上、俺の部屋にいたら、風邪が感う染つるし……」

「ダメだよ。何かあったら困るもん。それに……」

　理恵は途中で言葉を止める。『それにあたしのせいだから』とでも続けようとするつもりだったのだろうか。きっとそんな気がする。

　とはいえ、風邪菌の蔓まん延えんする部屋に理恵を留めるのも悪い気がするのだが、こうなると理恵はテコでも動きそうもない。

　それからも理恵は甲斐甲斐しく世話を焼いてくれる。たびたび、タオルを取り替えたり、水を取り替えたりしてくれた。

　……理恵に風邪だけは感染らないことを祈ろう。

　ああ、なんだか心が穏やかになってきた。これでようやく眠ることができそうだ……。







「あ……」

　目を開くと天井が見えた。ああ、俺寝てたのか。

「目、覚めちゃった？」

　顔だけそちらに向けると、すぐ傍に理恵がいた。

　ずっといたんだな……。だから、安心して寝られたのかもしれない。

「体調はどう？」

　理恵は心配そうに俺の顔を覗き込んでくる。

「うん。さっきよりずっとよくなってる。今、何時？」

「五時だよ。三時間ぐらい寝てたかな。あ、ほら、ポカリ飲んで」

　ポカリを渡されたので少し飲んでおく。

　飲み終わると、次に体温計を手渡された。脇の下に挟んで体温を測る。検温終了の電子音が鳴ってから、取り出した。

「三八度四分……」

　結構下がったな。

「まだまだ高いね。油断しちゃダメだよ」

「はいはい」

　しかし、寝て汗をかいたせいか、シャツがとても気持ち悪い。汗を拭いて、着替えないと……。

　とはいえ、未いまだに体が怠だるくて動く気になれん。我慢して寝てしまうか。

　そう思っていたのだが……。

「……武ちゃん。脱いで」

　この娘さんはいったい何を言っているのやら。

「汗かいたでしょ？　汗拭いちゃうから、その、脱いで……」

「ありがたい申し出だが、自分でやるよ……」

　動く気になれないとか言ってる場合じゃなくなってきた。

　しかし、理恵は俺が動く前に、寝間着に手を掛けて脱がそうとしてくる。ボタンを上から外してきた。

「いいから武ちゃんは、じっとしてて」

「ちょ、やめ……！　年頃の娘がはしたない……！」

　しかし、こちらも体が怠いせいで上手く抵抗ができない。無理矢理抵抗したら、理恵を怪我させたりするかもしれないし……。

　ああ、俺、理恵に抵抗できないぐらい弱ってたのか……。この時ばかりはバイトの疲労が恨めしい。

　結局、上着は呆気なく脱がされてしまった。

「じゃあ、Ｔシャツも脱がすよ。万歳して」

　……まるで子供のように扱われている。

　非常に不名誉だが指示に従って両手を上げると、理恵は丁寧に脱がしてくれた。これで俺の上半身は裸だ……。

　理恵は脱がした服を律儀に畳んでから俺に向き直る。そして、少し濡れたタオルを手に俺の体を拭き始めた。うう、恥ずかしい……。でも濡れタオル気持ちいい……。

　理恵は恥ずかしくないのかな、と疑問に思って顔を見る。ゆでだこみたいに真っ赤だった。恥ずかしいのを我慢してこんなことをやってくれているのだろう。

「世話焼きすぎだろ……」

「こういう時ぐらい世話焼かせてよ。春姉も夏海ちゃんもいないんだから……」

　そう言われると、ちょっと弱い。

　しばらく理恵は無言で、俺の汗を丁寧に拭いてくれていた。

「ん。おしまい」

「あ、ありがとうな……」

　それを終えると、理恵はタンスがある方に行く。

「えーと、次は着替え……。武ちゃん、シャツはタンスのどこにあるの？」

「下から二段目……」

　タンスを開ける音が部屋に響いた。理恵が止まる。

「……じゃなくて、三段目だった」

　すぐに理恵が振り返った。顔がちょっと怒り気味だ。

　そう言えば下から二段目は下着が入っていたような……。

「……もしかして、わざと？」

「わざとなんかじゃないよ……！」

　力一杯否定したかったが、掠かすれた声を出すのが精一杯だった。







　汗拭きと着替えが終わると、理恵は部屋から出て行こうとする。どうやら、夕食を作ってくれるらしい。

「じっとしててよ？」

「もちろんです」

　敬語で即答。

　そして、一時間も経たないうちに、俺の部屋へ食事が運ばれてきた。すぐに、食欲を刺激するいい香りが部屋に漂う。

　それから理恵はちゃぶ台を出したり、皿を置いたりきりきりと動いていた。

「お待たせ。どうぞ、召し上がれ」

　俺はベッドから這い出して、ちゃぶ台に座る。理恵は対面に座った。

　ちゃぶ台に乗ったおかずを眺める。

　白いご飯、半分こにされている秋さ刀ん魚まの塩焼き、大根の味噌汁、キュウリとワカメの酢のもの、キュウリのぬか漬けと病人に優しそうなレパートリーで、とても美味しそうだ。デザートには梨もあった。

　普段、春姉の陰に隠れてるけど……。

「理恵って、料理上手いよな。昨日の弁当も美味しかったし」

「春姉には負けるよ」

　理恵は、それが当然のように謙けん遜そんする。充分なレベルだと思うんだけどな。少なくとも、俺よりも上のレベルにいるだろう。

「謙遜しなくてもいいよ。充分上手いって」

「そういうことは、食べてから言って欲しいな」

「それもそうだな。それじゃ、いただきます」

「召し上がれ。それじゃ、あたしもいただきます」

　味噌汁を一口すする。うん、味噌汁に大根の優しい甘みが染み渡っている。普段に比べると塩味は薄いが、今の俺にはちょうどいい。おそらく俺の体調を慮おもんぱかって調整してくれたのだろう。

　次に具を食べてみる。こちらも味噌汁の味がいい具合に染み込んでいた。大根がほっこりとしていて、とてもジューシーだ。

「うん、おいしいよ」

「えへへ、ありがと。簡単なものでも褒ほめられると嬉しいね」

　そして、メインの秋刀魚を箸でほぐして、付け合わせの大根おろしと一緒に一口食べる。その身はふんわりと柔らかくて焼き加減が絶妙だ。嚙むとじゅわっと塩で味付けされた魚の旨味が口の中に広がった。さらに、脂の乗り具合が素晴らしい。旬で脂の乗った秋刀魚が完璧に調理されていた。

　それから秋刀魚を食べ続けたのだが、少しずつ口の中に魚の脂がしつこく残り始める。

　そこで、酢のものを一口。うん、ちょうどいい酸っぱさだ。キュウリの瑞々しさとワカメの歯ごたえもいいアクセントとなっている。秋刀魚の脂っぽさが口の中から消えていった。

　そして、白いご飯を口に入れる。ひとつひとつが輝いているようで、とても綺麗だった。きっと炊飯器で炊きあがった時には、米が立っていただろう。ふっくらとした米は嚙めば嚙むほど、甘みがにじみ出てくる。

　そんな美味しくも安心する夕食をあっという間に平らげてしまった。ついさっきまで食欲なんてあんまりなかったはずなのに……。

　改めてすごいな、理恵の腕前は。

「ごちそうさま。うん、すごく美味しかった。こんなに食べられないと思ったけど、全部食べちゃったよ」

「お粗末様でした。武ちゃんの食べっぷり見て、料理した甲か斐いがあったなって思った」

　少しだけ照れながら理恵が微笑む。

　それを見て、さらに回復したような気がした。

「なんだか体も回復したような気がするよ」

「それは気のせいだから、早くベッドに入りなさい」

　すると理恵はすぐに顔を顰しかめて、俺を咎とがめる。とても厳しい。

「……はい」

　まあ、そんなあっさり治ったら苦労しないわな……。







　飯も食い終わったことだし、こんな病の身ですることがあるわけでもない。大人しく寝ておこう。

「それじゃ、もう寝るよ。おやすみ。看病してくれてありがとうな」

「寝るの？　あ、ちょっと待ってて」

　そう言って、理恵は窓から出て行った。少ししてすぐに戻ってくる。

　……寝間着に着替えて。

「お、おい……。まさか……」

「一緒に寝るの」

「待て待て。いろいろおかしい。風邪も感染るし、一緒に寝る意味があるわけでもないだろう」

「ううん。そんなことないよ。体を充分に温めて汗をかかないと熱は下がらないし、汗をかくと体温が下がって、免疫が弱くなるんだから」

「自信満々に言われても……。第一、毛布重ねて温かくしておけばいいだけじゃ……。雪の積もった冬山じゃないんだから」

「武ちゃんが寝てる途中で、退どかしちゃうかもしれないじゃない」

　……いかん。この理恵は、いつにもまして頑固だ。昨日からずっとおかしかったけど、もしかして継続してる？

　どうやって断ろうかと考えている間に理恵は毛布の中に潜り込んでくる。

「お、おい……！」

　これ以上は洒落にならない。

　しかし、体が回復したといっても、未だに体を動かすのがきつくて抵抗もできなかった。

　仕方ないので諦める。ここまで来てしまうと、どうしようもない……。頑なに断るのも悪い気もしてきたし……。俺が間違いさえ起こさなければいいんだ、うん。

　頭がぼーっとしているせいで判断力が鈍ってるような気もするけど、何、正しいかどうかは後の歴史家が判断してくれるさ。ははは。

「ほら、寝るよ……？」

　ついに理恵が電気を消してしまう。豆電球の光だけになった。そして、本格的に毛布の中に潜り込んでくる。

　あれ？

「電気、全部消さないの？」

「……怖いもん」

　理恵の顔は赤みがかっていた。薄暗がりの中でもよくわかる。指摘されて拗すねているような表情だ。

　でも……。

「かなり前に一緒に寝た時はそうじゃなかっただろ……」

「だ、だって、あの時は『怖いから豆電球つけて』なんて言える雰囲気じゃなかったし……」

　まあ、確かに。あれはちょっとお互いに気まずいところがあったからな……。

「あの時は、本当にごめん。俺、すごく勘違いしてたから……」

「もういいんだよ。あたし、こうしてるだけで、今幸せだから……」

　本当に嬉しそうな声だった。こういう状況だけど、心が満たされていく。俺の方も嬉しくなった。

「そっか……」

　そんなやりとりを交わしてから、理恵がさらにもぞもぞと動き始める。なんだ？

　少しずつ俺の方へ近づいてきた。

　……嫌な予感がするぞ。

　理恵は俺にのし掛かるようにして抱きついてくる。足まで絡め始めた。

「な、何を……」

「体が密着してないと、武ちゃんが汗かけないから……」

　理恵が隣にいるだけで、ガンガン汗が噴き出てたんですけど。

　しかし、そんな俺の心情や状態はまったく理恵に伝わらない。

「ダメですよ……理恵さん……！　やめましょう！」

「大丈夫。でも、思い出話をするような雰囲気じゃないよね……」

　思い出話？　なんだそれは。

　それに何が大丈夫なのか不明だが、俺が混乱のあまり敬語でお願いしても、理恵は抱きつくのをやめようとしなかった。

　ああ、女の子の体って柔らかいなぁ……。服越しでもしなやかな感触が伝わってくる。

　理恵と俺の体がくっつくのだけど、その感触は一定ではなく所々で違う……。そんなことを感じている場合ではないのだが力が入らない……。感覚は鋭敏だというのに。

　……って、あれ？

　理恵の、胸……。それが今、俺の胸板に当たってるのだが、そこに挟まっていて然るべき代物が挟まっていない。いや、なんでわかるんだと言われても困るが、なんというか感触が固定されていないというか、ふよふよとプリンのようにたわむのだ。

　これは――。

　まさか……！

　理恵のやつ、下着つけてねぇ……！












「り、理恵、これじゃ寝られないって……！」

「頑張って、武ちゃん……」

　何を頑張れと!?　口にするのが憚はばかられることをか!?

　これ絶対に体に悪い気がするぞ。早く理恵の体を退かすべきなのだが、未だに俺の体にはそこまで力が入らない。それに変な体勢で理恵が絡まっているせいで、力も入りにくかった。なんという奇跡の寝技だ。

「……おやすみ、武ちゃん」

　そう言って、理恵は目を瞑った。この状態で寝るつもりらしい。

　とりあえず、あれだ。俺も、すべて諦めて目を瞑って、少しでも気持ちを落ち着けよう。いつか寝られるはずだ……！

　無心……、無心……！

　人間――慣れだ！







　……人間というのは恐ろしい。あんな状態で何時間か寝られたらしい。

　時計を確認するとすでに午前三時過ぎ。何とも中途半端な時間だ。

　寝ている間に俺と理恵の体は離れていた。まあ、その方が俺も精神的な均衡を保てる。

「すぅー……すぅー……。んんっ……。すぅー……」

　理恵も気持ちよさそうに眠ってるし、問題ないだろう。

　しかし、昨日といい、さっきといい、理恵の行動は何だったんだ？　いくらなんでも、あの発想はおかしすぎる。いったい、何が原因であんな真似をしたんだろうか。

　とりあえず理恵を起こさないようにベッドから起き上がる。少しだけふらついた。

　本棚に手をかけて体を支えると、どうにか倒れずにすんだ。おそらく寝過ぎといきなり立ち上がったことによる立ちくらみだろう。今日一日、ほとんど寝っぱなしだったからな……。

　バタンッバラバラ……――。

　いきなり、本棚から本の落ちた音が響く。落ちた本の方に向かい、手に取ってその表紙を見る。

『幼馴染大全』

　……いわゆる幼馴染の解説本だ。そう言えば、かなり昔に買ってたな、俺。

　でも、この本、結構奥深くに入れたはずだから、落ちようがないんだけど……。

　そこで、『まさか』という気持ちが湧き上がってくる。確か……。

　一五八ページ目ぐらいに――あった。

『あなたが幼馴染なら？　幼馴染のお約束二〇選！』


　01　朝、主人公を起こしてあげよう！　優しく揺すって起こすのが鉄則だよ！

　02　一緒に登校！　もちろん、隣に寄り添って！

　03　他クラスだったらクラスに気安く押しかけよう！　理由は何でもいいよ！

　04　お弁当を渡しに行こう！　周りが見ている中でやるのが、幼馴染！

　05　お弁当はもちろん一緒に食べよう！　隙あらば手ずから食べさせること！

　06　学校から帰る時も一緒！　部活をしてても必ず待たなきゃダメなんだから！

　07　帰る時に寄り道しよう！　晩ご飯の買い物をすると新婚さんに見えるかも！

　08　部屋を掃除しよう！　ただし、どんなにいらなそうでも捨てたらアウト！

　09　えっちな本があったら、机の上に置いておこう！　説教は人それぞれかな？

　10　洋服を洗濯しよう！　相手の前でシャツの匂いを嗅ぐと完璧！

　11　一緒に勉強しよう！　教えてあげるのでも、教えてもらうのでもいい！

　12　お風呂に一緒に入って背中を流そう！　逃げ道は塞いでおくこと！

　13　隙を見て思い出話をしよう！　しんみりできれば成功だ！

　14　恥ずかしい話の暴露をしよう！　きっと相手も暴露するけど別にいいじゃん！

　15【風邪編】相手が風邪を引いたら、自分なりに甲斐甲斐しく世話を焼こう！

　16【風邪編】寝ている時に汗を拭こう！　悪化したら大変！

　17【風邪編】ご飯を用意しよう。でも、下手ならやめておいた方がいいかも。

　18【風邪編】ご飯は軽いもの！　冷ましてから食べてもらおう！

　19【風邪編】体温調節は大変！　添い寝をして汗をかかせれば病気なんてすぐ治る！

　20　風邪をうつされて看病してもらおう！　思いっきり甘えちゃえ！



　さらに、それをするべき理由が数ページに渡って事細かに書かれている。幼馴染に向けて書いてるのか、幼馴染好きに向けて書いてるのか、いまいち判然としないが……。

　なんにせよ、これで完全にここ二日における理恵の奇行の原因がわかった。そう言えば、部屋の捜索をされた時、この本だけ出てなかったよな。理恵が言った時、数が合わなかったのはこのせいか。

　ここに書かれていたことを決して好んでやりたいと思っていたわけじゃないだろう。朝起こしに来るとか一緒に登校するとか最初の方はまだいいけど、後半からは結構無理矢理なこじつけになってくる。『密着して添い寝』などという無茶で支離滅裂なものになるのも道理だ。

　それでも。

　無茶で支離滅裂でも……。

　きっと、理恵はここに書かれていることを信じ、実践することで俺の幼馴染としてありたかったのだろう。

『主人公が関わることには、並以上の行動力を持つようになる』

　そんな性分を別の方向に暴走させてしまったらしい。

　……別にこんなことしなくても、俺は充分幼馴染だと思ってるのにな。でも、そんな俺の気持ちが足らなかったのかもしれない。俺はまた不安にさせてしまっていたのかもしれない。

　俺は本を棚に戻してベッドに戻る。

「ゴメンな、理恵」

　ベッドに戻る前に、理恵のさらさらな髪を撫でる。なんだか、理恵がはにかんだ気がした。

　そして、俺はベッドに潜り、理恵を抱き寄せて目を瞑る。

　ああ、これなら、よく眠れそうだ……。







　そして、次の日。

「ケホケホッ」

　理恵が風邪を引いていた。理恵の部屋で今度は俺が看病中だ。なんというお約束だろうか。

「だから言ったじゃないか……。感染るって」

「……しょうがなかったんだよ」

　幼馴染のお約束二〇選にある二〇番目の『風邪をうつされて看病してもらおう！　思いっきり甘えちゃえ！』を本気で実践したんじゃあるまいな。

　聞いたところによると、全部実践するために春姉に協力を仰いだらしいからな。道理で春姉が弁当を用意しなかったり、夏海に口添えしたりしたわけだ。理恵のお願いだったんじゃ仕方ない。

「しょうがなくはないだろう。完全に自業自得だぞ」

「……武ちゃんの風邪ならいいもん」

　ちょっとだけ拗ねた表情が可愛かった。

　こんな顔されちゃしょうがない。

　俺は理恵のおでこからタオルを取り、水に浸して絞る。そして、また理恵のおでこに乗せた。

「気持ちいー」

「理恵がやってくれた時も気持ちよかったよ」

「えへへ。優しく看病してね？」

「……俺が汗拭いたり、着替えさせたりするのか？」

　そんな冗談を言ってみる。

　すると理恵は頰を赤らめ、まるで懇願するような目をして――。

「うん、武ちゃんだったら……いいよ……」

「なっ……」

「……なんて言ったら嬉しい？」

　がくりと脱力した。

「冗談かい!?」

「さて、どうでしょう？」

　まったく、大胆なことを言いおって。

「なんにせよ、早く治せよ。治るまで、つきっきりで看病するからさ」

　寝ている理恵の頭を優しく撫でる。

　理恵は、少しだけ俺に身を委ねるようにしてくれた。

「あ、ありがとう……」

「幼馴染だからな。俺たちはさ」

「うんっ！」




[image: ]















　……こんなこともあったなぁ。今思い返すととても恥ずかしい。

　そんなことを考えている間に、もうプールサイドまで来ていた。オープンしてから間がないせいか、まだ冬だというのに盛況である。泳ぐという行為は無理そうだった。

　とりあえず、女の子たちの方はまだ来ていない。

「女の子たちは準備に時間がかかるからな」

　義よし人ひとさんが訳知り顔でそんなことを言う。

「まあ、気長に待ちましょう」

「よし。初めて会ったんだし、もう少し交流を深めようか！　佐さ藤とうくんは何が趣味なんだ？」

「ギャルゲーです」

　即答だった。さすが翔しよう也やである。

「秀ひで之ゆきと一緒か」

「でも、ギャルゲー以外にも結構やりますよ。ファーストＦ・パーソンＰ・シューティングＳゲームとか」

「あー、確か秀之もやってたな。銃を撃つやつ」

「ま、まあ大雑把に言えばそんなゲームです……」

　翔也のやるゲームは結構手広いんだよな。意外なことに。

「そういや、ＦＰＳって言えば妙な話があるんですよ」

「妙な話？」

「ええ、僕の従弟いとこの話なんですけどね……」
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　ギャルゲーユーザーなら。

　一度は誰でも主人公になってみたいと思ったことがあると思う。

　男にはハーレムを作りたいやつがいるかもしれないがオレはそうは思わない。もちろんハーレムはハーレムで憧れてはいるが、それよりもひとりの女の子とドラマチックな恋がしたいという気持ちの方が強いのだ。

　しかし、だ。世の中はそんなに甘くない。

　現実には、そんなドラマチックな恋など、そうそうないからだ。

『義妹いもうとがいて、仲がいい』

　そう言った瞬間、「それなんてギャルゲ？」と返される始末だ。

　いや。

　むしろ、そうでなくてはおかしい。

　何が義妹と仲がいいだ。ふざけるな。そんな羨ま――いや、そんな妬ま――いや、そんな現実離れしたことがあってたまるか。

　五年ぶりに再会したクラスメイトと恋人になったとか、姉のおっぱいをなぜか揉むことになったとか、先輩と見せ合いっこ（何をだよ！）したとか、本当の話だったら呪われて死神に魅入られればいいと思う。

　それほどまでにこの現実には、心躍るような恋などありはしない。そりゃあるのかもしれないけど、そんな恋をできるのなんて極々一部だろ!?　そんな宝くじ一等を当てるよりも難しそうな確率に賭けたところで、リアルラックのないオレが勝てるとは到底思えない。しかも宝くじ一等なんて、人が雷に当たるなんて惨事よりも低確率なんだぜ!?

　だからなのか。

　オレはギャルゲーにはまり――モニター越しの彼女に恋をした。

　自分を主人公に投影し、彼女の一喜一憂を共有する甘いひととき。それは、オレにとって何物にも代え難い宝物の時間だ。彼女との時間はトラブルばかりだったが、それがオレたちを深く結びつけたと今でも信じている。

　しかし、ゲームをプレイしている自分を客観視してしまうことで、ふとした瞬間に気付くのだ。

『これは現実ではない』と。

　一度考えてしまったが最後、心を虚しさが浸食し蔓延する。

　現実。

　なんて面白みのない言葉だろうか。腹立たしい。憎たらしい。疎うとましい。こんな文字列、ゲシュタルト崩壊でも起こして認識できなくなればいい。

　毎日毎日、代わり映えのしない日々。面白くもない勉強や学校。

　もう、うんざりである。

　だから願う。

　神よ。仏よ。この世にいるかもしれないギャルゲの神よ。

　オレの希望を叶えてくれ！

　この現実に、『つんで♪れーしょん』に出てくるツンデレ幼馴染の『羽は柴しば彩あや香か』を召喚してくれ！

　朝。『起きろっ！　ほら、手間かけさせないでよっ！』と蹴って欲しい！

　昼。『べっ、別にあんたのために作ったんじゃないんだからね!!』と手作り弁当を渡して欲しい！

　夕。『ひ、暇だから待ってただけなんだからっ』と恥ずかしそうに待ってる彼女と一緒に帰りたい！

　夜。雷に怯える彼女から『怖いでしょ？　一緒に寝てあげるから！』と言われたい！

　そんな夢が叶ったら、オレは人生や学校生活に希望を見出すことができるはずだ。




　……そんな願望を強く強く抱いていた時、妙なメールが届いた。




『あなたの世界を変えてみませんか？』というタイトルのメールだ。

　万人中ひとりが開くか開かないかというような、あまりにも怪しいタイトル。

　だが、このメールにはなぜかオレの心を引き付けるような引力があった。

　だから、オレは、このメールに返信することを心に決める。メールを開いた時には、オレはこれを希望への扉だと信じて疑っていなかった。従兄いとこの『お前は将来、絶対に騙されて壺を買わされるぞ。人生が変わるとか、そんな謳うたい文句で』という言葉が脳裏を過よぎるが、すぐ頭の隅に追いやった。黙れ、翔しよう也や。その壺を買って、本当に人生が変わったって人がチラシに笑顔で載っていただろうが！

　疑問に感じることもなく、メールの内容を閲覧。メールの中身は『あこがれの人間になれるし、主人公にもなれます。興味のある方は、このボタンをクリックしてください』と簡素なものだった。設置されていたボタンを迷わずクリック。

　すると、ダイアログが表示された。

『元となる世界の媒体データを入力してください』

　すぐさま、モニターを注視したまま『つんで♪れーしょん』のパッケージからディスクを取り出す。取り出したディスクをそのままＤＶＤドライブに入れ、読込先をディスクドライブと指定する。

　指示通りにボタンを押していると、たくさんの設定項目が表示された。

　最初の項目は『あなたが主人公になりますか？』当然、はい。次に『登場させるキャラクターを選択してください』全員。『年齢は誰を基準にしますか？』自身。

『シナリオに関する設定をしてください』ゲーム準拠。『コンティニューはありにしますか？』コンティニュー？　よくわからんが、はい。

　興奮してしまって、細かい設定などはデフォルトのままだ。早く設定を終えたい。ここまで来ると、ひとつ前の設定すら覚えていない。オレ自身、小学生の頃から落ち着きが足りませんと言われているからもはや仕方がないと思っている。興味深いものがあったら、何を措いてもそれを調べたくなるのが人の性さがというものだろう。

　そして、最後の質問『本当に世界を変えますか？』という項目に『はい』と選択し、ようやく設定が終わる。

『進行』ボタンを押すと、モニターにとんでもない変化が起こった。いくつものコンソールウインドウが画面を覆って、ログを流していくのだ。間違いなく何かが起こっている。何が起こっているのかはさっぱりわからないが。

　だけど、これは本気で本物――の気がする！

　そして、そんな画面が数十分続いた後、コンソールがひとつだけとなり、パーセンテージを表示し始めた。クライアントサーバーと英語で書かれた横に表示されているパーセンテージの数値が徐々に増加して、一〇〇を指し示す。

　その瞬間、なんの前触れもなく、周りの世界が変化した。いつの間にか、オレの部屋が、地平線も何もない真っ白い空間へと一変している。

　いきなりすぎて、オレは戸惑うしかなかった。

「ジーンパターン。一致。ヒストリーデータ。一致。個体名、戸籍参照、佐藤和かず希き」

　どこからかはわからないが、機械っぽい音声が流れてくる。

　すげえ、オレの名前が流れてるよ！

「設定を受理しました。最後に、本人の音声による確認をしたいと思います」

　さらに続くアナウンス。

　この時には、オレはもう興奮で内容など聞こえていなかった。

「『――イ』の世界を投影します。よろしいのであれば『はい』。やめるのであれば『いいえ』と発声してください。ただし、やめた場合はこのプログラムは停止し、二度とあなたの人生に影響を与えることはありません」

　しかし、オレの耳は重要と思われるアナウンスだけは聞き逃さない。

『はい』か、『いいえ』か。

　決まっている。

　だから、オレは何の躊躇ためらいもなく、

「はい」

　と願った。







「…………ろ！　……！　……おい、起きろ！」

　先ほどからオレを誰かが強く揺すっていた。

　心地のよくない揺れだ。オレの意識は一気に覚醒する。何しろ、オレを起こす人間など誰ひとりいないのだ。母はいるが、オレを起こしたりはしない。と、なれば、ここでオレを揺すっているのは一体誰だ？

　まさか――。

　いや、昨日のメールのことといい、不思議な現象といい……。

　やはり、あのメールは本物だったのだ。つまり、オレの願いが叶ったに違いない！

「起きろ！　おい、何やってるんだ！　早く起きろ！」

　あれ？　でも、なんか、声が違うような……。

　第一、彼女の朝起こす台詞は、

『起きろっ！　ほら、手間かけさせないでよっ！』だ。

　もっと、透き通るような声のはずなのに、むしろこれは野太い男の……。

「起きろっ！　おい、手間かけさせんじゃねぇっ！」

　脇腹に何かが食い込む強い衝撃。オレの体が吹き飛び、転がる。下が固い上に、でこぼこしていて痛かった。なんだこれ？　オレ、ベッドから落ちたのか？

　思わず目を開ける。

　ベッドから落ちたどころの話ではなかった。室内ですらない。そこは無ぶ骨こつな岩がそこかしこに転がっており、なんだか軍隊の野営地に見える。

　そして、オレの眼前には中年の男がいた。足がまるで誰かを蹴ったあとのように上がっている。……蹴られたのは間違いなくオレだろう。




「さっさと起きろ、サトー！　敵がすぐそこまで来てるんだ！　仮眠は終わりだ！」




　……意味がわからない。

　敵？　仮眠？

　第一、ここはどこだ。

　そもそも、目の前のこいつは誰だ。

　……いや、見たことがある。というか、オレはこいつを知っている。

　恐る恐る、その名を口に出した。

「キャヴェンディッシュ曹長……」

「ああん？　貴様、まだ寝ぼけてるのか！　俺の名前なぞどうでもいい！　さっさと行けい！　死にたくなきゃな！」

　間違いない！　この人は、純日本産ＦＰＳ『カウンターデイ』のキャラクターだ！

　ゲーム内では３Ｄだったけど、今そこにいる曹長は緻ち密みつなほどリアルで今にも動き出しそう――って動いてるよ、生々しく。この人は、オレが見る限り間違いなく人間だと思う。ヴァーチャルリアリティが裸足どころか、思わず羽ばたいて全力で逃げ出すほどの造形だ。とんでもない技術力である。

　……いや、そもそもだ。

　頰ほおを撫でるこの風といい、この身を覆うすべてが、今のこの状況を現実だと訴えている。これが、仮に夢だとしたって生々しすぎるだろう。というか、夢であって欲しい。是非とも早く醒めてくれ。

　確かにオレは現実にゲームの投影を期待したけど、オレが望んだのはこのゲームじゃないぞ！

　しかし、内心の混乱も収束しないまま、オレの手に曹長から銃器が渡される。

　重かった。見た目はアサルトライフルＭ１６Ａ１そっくりだ。手にずしりと感じるこの重さからして間違いなく玩具ではない。

　ちなみに、これは『カウンターデイ』での初期装備のはずだ。

「行けッ」

　と、曹長が親指でクイッと指し示す方向には凄まじい粉ふん塵じんが立ち籠めていた。そのせいで、中の様子はまったくわからない。

　改めて周囲を見渡せば、そこは岩場と砂漠が織りなす大地だ。これもゲーム内でプレイする最初のステージである。

　ゲームと同じ構成になっているとすれば、粉塵のあがっているあの場所に敵がいて、部隊の兵士たちが戦っているということだろう。

　……で、オレにも戦えと？

　思考の糸はこんがらがって、未だに解かれる気配はない。

　だが、頭の片隅に危険な情報が引っかかった。

　このまま動かずに、ぼーっと立っていると確か……。

「貴様、戦闘拒否か？　ならば――」

　と、曹長がこちらに向けて銃口を！

「すすすす、すいません！」

　オレは一目散に目的地に向かって走り出す。あのまま立っていると理不尽にも曹長に撃ち殺されてしまうはずだ。ゲーム的には！

　目的地に向かったのがゲームと同じように正解だったのか幸い弾丸は発射されず、オレはいきなり殺されずにすんだらしい。しかし、まだまだ脳内は乱れっぱなしだ。

　走りながらどうにか思考を巡らせる。

　ひとつだけはっきりとわかること。それはこの場においてゲームがリアルに再現されているということだ。間違いなく、『カウンターデイ』である。

　しかし――。

　オレは『つんで♪れーしょん』を入れたはずなのに、なぜ『カウンターデイ』になっているのだろうか。

　興奮してしまって、もしかしたら重要な設定をすっ飛ばしていたのか？　いや、これはそんな設定どころの問題じゃない。もっと深い……、根幹に問題があるように思う。

　さあ、落ち着いてよく考えろ。

『カウンターデイ』。このゲームを初めて見たのは有名な動画サイト。そこに上げられたＰＶプロモーシヨンビデオを見て欲しくなったのだ。そして、昼飯を十日我慢して密林という通販サイトで買った。届いてすぐにプレイしたわけだが、久々に昼夜を忘れるほどのめり込んだことを覚えている。

　で、丸二日でクリアして、オレはゲームで銃器をぶっ放して荒んだ心を癒すべく、『つんで♪れーしょん』をし始めて……。

　待てよ？　なんか、今、ピンと来たぞ。

　ゲーム機の中のディスクを『つんで♪れーしょん』に入れ替える時、オレは『カウンターデイ』のディスクを『つんで♪れーしょん』のパッケージに――。

　それだ！

　そうだよ！　単純な問題だったんじゃないか！　オレは入れるディスクを間違えたんだ！　『つんで♪れーしょん』のパッケージに入ってたゲームディスクって、『カウンターデイ』じゃんか！

「お、おい！　マジかよ！　違う！　この世界は違うんだ！　元の世界に戻してくれ！」

　しかし、オレの絶叫は虚しく消えてしまった。勘弁してくれ！

　がむしゃらに走っていたオレは、いつの間にか前線まで出張っていた。

　銃の音と、人の叫び声、敵性宇宙人の声になってない断末魔などが、そこかしこで発せられている。酷い惨状だった。特にゲームにはない生臭い匂いがきつい。大量の膿を煮詰めたような尋常ではない不快な臭いだ。

「こっちだ！　こっちに援護を！」「右！　弾幕薄いぞ!!」「衛生兵！　衛生兵ー！」「お前らなんかに負けるものか！」「この星を渡しはしない！」「俺たちはここを守るんだ！」「しっかりしろ、傷は浅いぞ！」「も、もう駄目だー！　人類は滅亡する！」「な、なんだってー!?」「どうすればいいんだ!?」「俺にだってわからないことぐらいある！」「諦めんな！　とにかく撃て！」「来月に結婚するはずだったのに！」

　周りにいる兵士たちも絶叫している。

　それはまさしく生きるために、勇気を奮い立たせているようで……。

　――くそ、頭を切り換えろ。

　目の前で展開している光景は、決して虚構やゲームなどではない。完全にリアルなのだ。そう、呆けている場合じゃない！

　今は、オレ自身も生き抜くことを考えなければ――死ぬだけだ！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお」

　オレは人の五倍はあるであろう巨大な宇宙芋虫どもに向かって走った。







　戦闘の中心部へと躍り出る。周りのどこを見渡しても大量の宇宙芋虫しかいない。いや、一部まばらに戦っている兵士がいた。

　勢いのままここまで来ちまったけど、オレみたいな素人は後方で隙を窺ってた方が良かったんじゃねぇか？

「ぎゃっじゃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]!!」

　この世のものとは思えない芋虫の咆ほう哮こう。公式設定では全長一〇メートル、体重七トンの宇宙巨大芋虫だ。芋虫なんて見たら生理的嫌悪感を抱くはずなんだが、巨大すぎて恐怖心の方に塗りつぶされている。

　芋虫は体をくねらせ、前進している。まるで人間に明確な敵対意思を持つように、オレへと向かってきていた。動きは芋虫同様もっさりしているが、胴体がでかいため、移動してくる距離が半端ではない。

『全長一〇メートルのわりに七トンてちと軽くね？』

『お前バカじゃね？　だからあんなに速くて脆いんだよ』

　なんとなくネット上のこんなやり取りを思い出した。まあ、人間で言えば身長二メートルで五〇キロ台って体積比率だからな。

　しかし、もはやそんなことはどうでもいい。

　こんなの倒せるのか？　という疑問が心の中に渦巻く。

　一応、こいつらはゲームで言えば序盤に出てくる雑魚だ。ちょいとコントローラのボタンを二、三回押して弾を撃ち込んでやれば絶命する程度の敵でしかない。
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　再び、咆哮。ゲーム中で聞く分には気持ち悪いとしか思わなかったが、こうして目の前に立たれると本当に雑魚なのかと疑ってしまう。

「っつーか、オレ、銃の撃ち方なんか知らねぇぞ……！」

　元々、ごく普通の高校一年生だったんだ。アメリカに留学して銃を撃った経験もないし、自衛隊で訓練を受けていたという過去もないし、あらゆる武器を使いこなすことができるなんて裏設定も持っちゃいない。

「どうしろってんだ！　わかるわけねーだろ！」

　ところが――。

　口から出る言葉とは反対にオレの体は自然に銃を構えてセーフティを外し、コッキングレバーを引いて弾丸を送り込み、トリガーに指をかけていた。まるで半自動セミオートで動かされたみたいに――。

「……あれ？」

　腑に落ちないところはあるが、とりあえず芋虫に向かってトリガーを引いてみる。

　瞬間――ストックを当てていた肩に強い衝撃。

　痛かった。だが、銃だけは落とさないようにしっかりと摑んでおく。エジェクション・ポートから薬莢が吐き出されるのがよく見えた。

　この時になってようやく本物の銃には反動があることを思い出す。素人が適当に撃ったら、肩が折れることもあるみたいな話を従兄の翔也から聞いたことがあった。けど、どういうわけか、肩が痛い程度で済んだらしい。

「ゲーム中だと、コントローラーが震えるぐらいなのにな……」

　あらゆるものにリアリティが溢れすぎてて困惑する。

「上から来るぞ、気をつけろ！」

　誰かが叫ぶ声。

　声を耳にした瞬間、オレは咄とつ嗟さに横っ飛びをして地面に体を投げ出した。そこへ芋虫の体がズドンと落ちてくる。

「な、なんだ？」

　その衝撃で凄まじい砂塵がさらに吹き荒れ、視界が完全に遮られた。

「あんたが倒した虫の体が倒れてきたんだよ。ぼさっとしない！　Stand立 Upて !」

　倒れているところへ誰かがオレの体を起こしてくれる。さっき注意を促してくれたやつと同じ声のようだ。さっきは認識できなかったけど間違いなく女性の声。

　オレは彼女の柔らかい手に引かれて立ち上がる。

　目の前には見たことがある女性がいた。

　主人公の所属する部隊の同僚、セラフィーナ。国籍がアメリカの女性兵士という設定で、ゲームにおいてもうひとり選べる主人公キャラクターである。

　男の主人公を選んだ場合に最初の相棒となる頼もしい仲間だ。ちなみにセラフィーナの方を主人公として選択した場合は男主人公の方が相棒になる。

「サ、サンキュー……」

　相手はどう見ても外国人だ。とりあえず英語で話しかけてみた。……でも、さっき喋った言語はオレにも理解できたから日本語だよな。

「お礼はこの芋虫どもを片付けた後！」

　あ、日本語でよかったみたいだ。なんだか知らないが、ラッキー。

「くたばりなさい！　このキャタピラーども！」

　そして、セラフィーナは斜め上に向かって銃を乱射する。

　なぜ、斜め上？　と思ったが、他の兵士たちもそうしていた。注意深く見ていると、巨大な芋虫が体を起こしていれば、味方に当てることなく芋虫だけに当てることができるからということがわかる。

　芋虫が大量にいるせいで、彼らの銃弾は一発も外れない。芋虫は銃創から白い体液を吹き出し次々と大地へと倒れ伏した。

　ゲーム中だとそんな芋虫――敵は倒れたあと、すぐに半透明になって消えていく。しかし、それがない。いつまでも残ったままだ。今、倒れている芋虫の中には胴体が真ん中から真っ二つに折れて、白濁した体液を地面へと垂れ流しているグロい芋虫もいる。

「……くそ、これは現実なのか？　ゲームなのか？」

　オレの疑問に答えるやつはいない。

　その代わりに「無駄口叩くな！」とか「もっと撃て！」という怒号と、芋虫たちの断末魔が絶え間なく飛び交う。

「おいっ！　芋虫が酸を吐くぞ！」

　再び、危険を知らせる声が届いた。

　見ると正面にいる芋虫の口らしきものが妙に膨らんでいる。

　芋虫、唯一の遠距離攻撃である酸吐きだ。あの酸に触れると、ゲームではそれなりのダメージを受ける。一発ぐらい喰らっても死なないとはいえ、この現実じみたところであれを浴びたくはない。

「ええい、余計なことを考えるのは後回しだっ！」

　オレは吐き出された酸を横に飛んで避けながら、銃を斜め上に向けて乱射した。







　戦いはひとまず終わった。

　芋虫たちを全滅させ、オレたち兵士はベースキャンプへと戻ってきている。精神的な疲れはあるが、肉体的にはまだまだ余裕があった。自分の体じゃないぐらいに、この体の運動神経やスタミナは抜群なのだ。

　水を受け取ってそれを飲み干す。超美味かった。

　修羅場を生き残って飲む水ってこんなに美味かったのか……。

「はぁああああ―――――……」

　思わず、深い溜息。

　しかし、これからどうすればいいのやら。考えなくちゃいけないことが多すぎる。

　そんな思案中に、オレの方へと歩いてくる人影があった。

「お疲れ！」

　セラフィーナだ。先程はよく見てなかったが、まさしく金髪の美女である。いや、歳は不明だけど美少女と言っても差し支えない若さにも見える。立ち絵がギャルゲーに出てきてもきっと違和感がない。

　一兵卒だというのに髪は絹糸のようにさらさらで、ブルーの瞳もまるで宝石のようだ。僅かに覗く肌は健康的で、張りがあることがわかる。さらに全体的に引き締まった体をしていて軍服がよく似合っていた。

　そして何より人なつっこい笑顔で、陽気な性格だと雰囲気からも伝わってくる。

「いやいや、腕が錆び付いてないようで安心したよ。さすが第二次米中戦争を生き抜いただけのことはあるね」

　セラフィーナはゲームと同じ台詞を再現した。これはプロローグと第一章の間に挟まれるインターミッションの会話シーンかな？












　それで少しずつ記憶が蘇ってくる。このゲームの男主人公のことが。

　主人公は、近年でもっとも地獄だったという架空の戦争『第二次米中戦争』を生き抜いたアメリカ海兵隊の一員だ。兵士として正規の訓練を受け、『第二次米中戦争』だけではなく、幾多の戦場を駆け抜けてきた猛者という設定となっている。その割に一兵卒だったり、曹長に蹴飛ばされたりと、まるで威厳が感じられない理由は不明だ。

　ただ、運動神経やスタミナは元より銃の扱いにも長けていたこの体。これがゲーム主人公の体なのは確かだろう。

　少なくとも運動音痴のオレの体じゃない。もっとも自分の体が今までと変わったようには思えず、軽々と銃を扱えるのが不思議でしょうがないのだけど……。

「しかし、まさか宇宙から敵が攻めてくるとは思わなかったね」

　セラフィーナは肩をすくめて、「やれやれだよ」と呟いた。

「セラフィーナ。あの、連中は一体どこから来たんだ？」

「だから今、お偉いさんたちが必死に探しているじゃない。あたしらは怪しいところを虱潰しに叩いてるってわけ。あの宇宙生物を、ね」

　……宇宙生物、か。主人公も人間同士の戦争から宇宙人相手の戦争になるとは夢にも思っていなかっただろうなぁ……。

　それにしても、これがゲームなのか現実なのかはやっぱり判然としないままだ。

　ゲームにしてはあまりにもリアルすぎるし、現実にしてはあまりにも奇想天外すぎる。

　突飛な話ではあるがゲームの中に入ったのだろうか……。そう考えればしっくり来る気がする。……いや、現実の世界がこんな窮地に陥ってて欲しくないという願望も含まれてるけど。

　どちらにしろ、これから考えるべきことはこの世界から抜け出す方法だろう。こんな命の危険があるところで、しかもドンパチなんかやっていたくはない。

　だけど、どうすればいい？

　主人公は別世界から来て帰る方法を探しているわけじゃないのだ。このゲームの世界に根付いた人間である。だからゲーム内のミッションをすべてクリアすれば元の世界に戻れるという保証はまったくない。

　もしかしたら、死ねば元の世界に戻れるのかもしれないが確証がない以上そんなことを試すわけにもいかない。

「なんで、世界がこうなったんだ……」

　思わず愚痴をこぼしてしまう。

「さあね。『インデペンデンス・デイ』よろしく、あいつらはあたしの親父の腹みたいなグロテスクな生物たちをいきなり投下して来たんだ。宇宙人との接触なら、『E.T.』みたいな方がよかったね。むしろ滅びるなら、『ディープインパクト』の方がまだマシだったよ」

　オレの零した愚痴はそういう意味ではなかったのだが――ゲームのあらすじはセラフィーナの説明してくれた通りだ。

　元々、『カウンターデイ』は国産のＦＰＳで、二〇二五年に突如現れた宇宙人から地球を守るために現実の軍隊が戦うというゲームだ。主人公たちの軍隊が使う兵器はほとんど現実寄りで宇宙人たちが使う兵器は光線銃などＳＦ的な武器という特徴があった。もっとも現実側も技術革新があって反物質爆弾やレールガン、荷電粒子砲などが、どうにか実用化され始めてきているという世界設定なのだけど……。ストーリー上では人間同士でうだうだやっているうちに新兵器を半壊にされ、中途半端な反撃しかできず、結局兵士たちがどうにかするしかない。

　主人公の所属が海兵隊なのにアメリカ陸軍の旧式銃であるＭ１６Ａ１を使っていたり、年代的にあるはずの兵器を使わなかったりするという、日本製ゲームらしい突っ込みどころやもっとこうすればよかったのにと思う部分は数多くあったが、とても操作性がよく爽快感に溢れるゲームだった。先程のように大量の雑魚敵を抹殺するミッションもあれば、宇宙戦艦に乗り込んで制圧するミッションもある。遠くからスナイパーライフルで援護するミッションもあったはずだ。

　そんな、殺伐とした設定の世界――。

　こんな世界で生きたくはない。逃げられるのであれば逃げたいぐらいだ。

　しかし、生きるために全力を尽くさなきゃ死ぬ世界。

　そして、あの宇宙生物たちを放置していたら地球は間違いなく滅びる。宇宙人たちの目から逃れて生き残る人間はいるだろうが占領された地球で生きるのは地獄と同義だ。

　だから――。

　あの宇宙生物たちを滅ぼしてこの世界を平和にするべきだと思う。つまり、目指すべきはゲームのクリアだ。

　超人のような体になったのだから曲がりなりにも主人公と同じように戦うことはできるはずだし、オレが主人公なのだとしたら戦う責任だってある。そもそもこの軍隊から抜け出せるとも思えないし……。

　元の世界に戻る方法は戦いながら探せばいい。それにこの世界が平和になれば、その後いくらでも探すことができるはずだ。

　オレはゲームキャラからリアルな人物になった相棒に声を掛ける。

「セラフィーナ」

「あん？」

「絶対に、生きよう」

　セラフィーナは一瞬目を点にしたがすぐに破顔した。

「ああ、もちろん。カズキ、あのゲテモノどもに地球の礼儀ってものをしこたま叩き込むよ！」

　オレとセラフィーナは、がっしりと握手をした。その手はしっかりとしていたが、女性らしく柔らかい。

　何気に自分の名前が変わってなかったことに少しだけほっとした。







　オレたちは船に乗って次のミッションへと向かう。目的地は日本だ。

　太平洋上に突如敵が現れたらしく、周囲へと拡散したのだとか。サンフランシスコ、パプアニューギニア、フィリピン、カムチャッカ半島、チリ、そして日本が襲われているという。

　米軍は直ちに軍を再編し、各地に散らばった。もちろん、各国の軍隊との共同戦線だ。

　オレたちが援護することになる日本の自衛隊は防戦一方で、一番の難所になると言われた。まったくもってゲームと同じ説明である。

　セラフィーナは「腕が鳴るな」なんて言ってるが、オレとしては勘弁して欲しい。いかに生き残るために戦うとはいえ精神は一介の高校生だ。

「さて、諸君。今回の作戦内容を説明する。時間がないから、一度しか説明しない。その性欲まみれの頭に叩き込んでおけ！」

　大きな室内でキャヴェンディッシュ曹長が説明を始めた。百人は収容されているブリーフィングルームで作戦概要をオレたちへと伝えてくる。

　日本は自国領の排他的経済水域ＥＥＺを防衛線として戦闘を行っていた。日本のシーレーンが押さえられたらアジア全域が戦域になってしまうため絶対に死守する必要がある。しかし徐々に押され始め、現在では伊豆諸島まで戦線を後退させているという。

　最先端の兵器の使用や在日米軍との共同戦線もあり、どうにか全滅には至っていないがそれも時間の問題らしい。

　それよりも曹長が放った次の一言に、周囲の兵士たちは俄にざわついた。

「敵は戦艦一隻だ」

　オレとしては驚くことではない。これはゲームと同じだからだ。敵は戦艦一隻で日本の自衛隊と在日米軍を圧倒しているのである。

「待って、曹長。意味が不明です。自衛隊はともかく在日米軍まで戦艦一隻に歯が立たないというのはなんの冗談ですか？」

　セラフィーナが慌てたように尋ねた。

　だが、曹長は頭を振るだけだ。

「事実だ。やつらの戦艦にハープーンのブロックⅤシステムですら傷ひとつ付けられないらしい」

　そこでオレたちの任務となる。

　ここにいる百人は全員輸送機で比較的弾幕の薄い上空からパラシュート降下して敵戦艦に乗り込む。そして、その機関部や武器を無力化するというミッションだ。

　無茶もいいところだが普通の駆逐艦で近づいた場合、レーザー波動砲なる宇宙兵器で蒸発させられてしまうのだから仕方ない。宇宙兵器パネェ。

「作戦は困難を極めるだろう。だが、この作戦を成功させるのは世界で我々だけだ。ここまでやる以上、日本の戦線が破られたら我々の沽券に関わる。各自、我々の辞書だけに載る『常勝』という単語を鉛玉と共に宇宙人に叩き込んで、ＵＳＡは健在だと世界に知らしめろ！」




　オレたちの乗り込んだ輸送機は高高度から下降して現在高度二〇〇メートル。下には作戦で説明された敵戦艦がおり、その周囲では陽動部隊が戦っていた。

　オレたちはここから降下することになる。オレが認識する現実だと空挺部隊のパラシュート降下は三〇〇メートルが限界のはずだが、十五年の歳月は一〇〇メートルほど縮めることに成功したらしい。……ゲームの中での話だが。

　ポイントに近づき、輸送機のドアが開いた。

　百人の兵士が十部隊に分けられて順々に降下していく。敵戦艦は真上からの侵入には無防備なようで、今のところ誰ひとり欠けることなく順調に事は進んでいた。

　もっとも――。

　ゲームではセラフィーナも含めて味方兵士はどれだけ銃弾を受けても絶対に死なない。

　次のステージではけろっとして、作戦に参加している。

　死んで本来いるべきキャラクターがいなくなるとシナリオがおかしくなるからかもしれないが、どれだけ撃たれようと彼らが死ぬことはないのだ。

「さて、次に降下ね」

　セラフィーナが呟く。あと降りてない部隊はオレたちだけだ。降下した部隊は作戦に従って敵兵器の無力化や機関部の無力化を行うだろう。

　オレたちの部隊は降下後、武器庫へ向かうことになっている。隊長がオレになったのは勘弁して欲しかったが、ゲーム通りなので諦めるしかない。ここのミッションは得意だったし、道順も攻略法も知っている。なんとかなるだろう。

　だが――。

　その前に飛び降りる覚悟を決める必要があった。

　いかに自分が訓練された体を持ち、半自動セミオートで動くといえ、最初の一歩だけは自分の意志で踏み出さなければならない。

　つまり高度二〇〇メートルから飛び降りなければならないのだ。飛び降りさえすれば、後は勝手に自分の体が自分の意志に従って目的を果たしてくれるとはいえ、この高さというのがな……。

「オーケー！　ゴー、バディ！」

　セラフィーナがオレの手を摑んで、空へと躍り出る。

「ちょっ……！」

　まだ心の準備が終わってないのに――！




　まあ、飛び出してしまえばどうにかなるもので、オレは船尾に着地した。強い衝撃が足を襲ったがどうにか耐える。そして、ほぼ同時にオレの隊に所属する全隊員が着地。

　……あー、怖かった。

　しかし、恐怖に浸っている暇はない。作戦はすでに始まっているのだ。他の部隊はすでに動いている。足をバシンと叩いて震えを止めた。

　周囲を警戒。敵影はなし。

　船の形状は宇宙人の造ったものだが、大体地球のものに準拠していた。きっと素材が違うだけなのだろう。制作者の想像力が足らなかったのかもしれない。真相は闇の中だが、今はそんなことどうでもいい。

　なんにせよ、一気に武器庫まで行かなければ！

「ゴー！」

　掛け声を出して部隊を前進させる。隊員に行き先を指示して、オレはその後を付いていった。セラフィーナと共に殿しんがりで後ろからの敵に用心する。

　梯子を下りて船内へと侵入。中はどこか近未来を思わせる素材で造られていた。通路の壁や天井そのものがほのかに光っている。またそこら中に映像や光の粒子が浮いており、一見して地球の技術ではないことを窺わせた。

　……大丈夫だ。驚くことはない。ゲームと同じだ！

「そこを右！」

　通路を進み、突き当たりを右に進む。

「ここを爆破するぞ！」

　壁にプラスチック爆弾を固着させ――離れてから爆破。別の通路への道が開かれる。

　裏技的なショートカットだ。ここは目的地に近く敵にもぶつからずにすむという安全ルートとなる。もっとも、ネットなどでは臆チ病キ者ンルートなどと呼ばれていたが、この際知ったことではない。

「なんで、こんなルートがあるってわかったの？」

「これまでの経験が告げてくれた」

　セラフィーナの疑問を適当に誤魔化す。ゲームを知っているからなんて言えない。

　迷路のような船内を迷わずに進んで、とある一室へと躍り出る。室内を見渡すと見慣れない兵器や銃器らしきものが並んでいた。無事に武器庫へと到着できたようだ。

　あとはここの武器庫を爆破すれば、機関部破壊の報告が来てミッションクリアだ。

　……それにしても。ゲーム中でも思ったことだが、ここの武器をすべて破壊するってのは勿もつ体たいないような気が――。

『ジュリエット！　聞こえるか、ジュリエット！』

　通信用の無線から思考を寸断する声が響く。ちなみにジュリエットとは、オレが率いる部隊のコードネームだ。Ｊを頭文字にしたものである。

　しかし、このミッション中での無線などクリア時を除けば、ゲームでは時間がかかりすぎたときに警告されるぐらいなんだが……。

　とにかくまずは無線機を取る。

「はい、こちらジュリエット。オーバー」

『機関部に行ったブラボーが全滅した！』

　……言われた意味が一瞬、理解できなかった。

　全滅――？

　……そんなイベント、ゲームにはないぞ？

『奇跡的にも死者はいないが、もはや継戦能力はない！　作戦をお前たちが引き継げ！　機関部の位置はブリーフィングで説明したとおりだ！　お前らがいる場所の近くにある！　何とか探し出して、無力化しろ！　オーバー！』

「ま、待て！　全滅した理由はなんだ!?」

　思わず、ヒステリック気味に叫ぶ。ゲームにはない事態に、オレはかなり正気を失っていた。

『敵兵に待ち伏せをされていたんだ！　お前たちも気をつけてくれ！』

「詳細な情報を求む！　増援は？　支援は？　応答せよ！」

　それ以降、電波状態が悪いのか通信は切れる。

　気をつけてくれと言ったって、何をどう気をつけろってんだ！

　なぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜなぜ！

　なぜ、ゲームの展開が変わった？　ここではオレたちが武器庫を破壊すれば連動したようにブラボーが機関部を破壊してクリアになるはずだ。そんな全滅するなんて展開はあり得ない。

　おかしいおかしいおかしいおかしいおかし――。

「カズキ！　無線の内容は？　指示を！」

　セラフィーナの声が、混乱した頭を少しだけ正気に引き戻す。

　冷静になれ！　起こっていることに目を背ける暇はもうないはずだ！　他チームの作戦が失敗したのなら、それをフォローしなければならないのは確かなんだから！　ここでの話ではないが別チームが失敗してフォローするミッションは他にもあるだろう！　それと同じだ！

　とはいえ――。

　ここまで来るとゲームの内容を覚えていようと、絶対的な有利にはならない。情報による安全という盾は消え失せるのだ。

「カズキ！　早く指示を！」

　セラフィーナがせっついてくる。

　く……。どっちにしろ、やるしかないんだ！　戦闘になっても出てくる敵の特徴を知っている限り、オレたちの優位性はまだ覆くつがえらないはず……！

「セラフィーナ。ここを爆破したら、すぐにブラボーの代わりに機関部に行くぞ！」

「オーライバディ！」

　まずは、自分たちの第一目標を成功させよう。

　それと念のため――。

　オレは近くにいる隊員の耳に口を寄せ、ある命令を与えた。







　機関部の近くへと到着した。一本道の通路の奥に機関部へと降りる昇降区画が見える。

　敵と遭遇することなく、ここまで来られたのは奇跡だった。もしかしたら他の部隊が敵を掃討してくれたか、他の部隊の方へ敵が陽動されているのかもしれない。

　なんにせよ、このチャンスを逃したら勿体ない。

　しかし、このまま突撃するのも無警戒すぎる。

　ブラボーの部隊は待ち伏せを受けて全滅したということなのだから、この先に機関部を護る敵がいるはずなのだ。

　そして、あの機関部へ降りる区画に敵は潜んでいるとゲームでの経験則は告げていた。あの区画は隠れるのにぴったりだからな。

　オレは腰から手榴弾を取る。他の隊員もオレの行動を悟ったのか、各々が手榴弾を手にした。ピンを抜き、レバーを強く握る。

　オレは全隊員に見えるように、もう片方の腕で広げた手を見せた。小指から折り畳んでいく。そして、親指を折りたたむと同時に――手榴弾を前の区画に向かって投げた。

　ひとりを除く隊員たち九人の手榴弾が凄まじい音を立てて爆発する。

　区画からこちらの通路にまで煙が漂ってきた。

「よし、ゴー！」

　味方と共に昇降区画内へと進む。同時に煙も少しずつ晴れてくる。そこには、蛸を逆さにして、八本の足を二乗した数の触手を持つ宇宙生物が計六体いた。本来、その触手が活発に動いているはずだが、その動きは爆発を受けて弱っておりすでに緩慢である。こいつは触手の先から取り込んだ鉄塊を射出する厄介な敵だった。その鉄塊は貫通力が凄まじく、人間の五人ぐらい余裕で貫通する。

　他の隊員が、弾丸をぶち込んで弱った触手を完全に沈黙させた。

「……よし、昇降区画クリア。降りるぞ」

　下に降りるための蓋を開く。隊員を先に降ろしてオレが最後に降りた。

　降りた先はまさしく機関部だった。駆動炉は現実の戦艦とはまるで異なっている。機関部区画のど真ん中に透明な円柱があり、その中に巨大な輝く石が浮いていた。その輝く石から上下に向かって光の粒子が流れている。あれがこの戦艦を動かしている不思議な宇宙エネルギーだ。

　別の戦艦にも搭載されている、宇宙人たちの持つ高性能駆動炉――。

　これを壊せばこのミッションは成功となるはずだ。……とはいえ、ゲームとは違うとなれば、ここから脱出する必要もあるはずなんだよな。爆破して『ミッションクリア』という文字が出て、フェードアウトするわけではない。

　しかし、そんなあとのことを心配しても仕方がない。まずはここを爆破しないことには作戦として話にならないのだ。ならば、さっさと始めよう。

「ありったけのプラスチック爆弾をくっつけるぞ」

　オレと隊員たちが各々のＣ４を機関部に張り付け始めた。

　大して時間はかからない。すぐに終わった。

「よし、全部終わった！」

　セラフィーナが終わりを告げ、オレたちは機関部から梯子を登って上の区画へ戻る。

　だが――。

　そこには、例の宇宙生物が待ち構えていた。

「なっ……！」

　セラフィーナの驚いた声が届く。こいつら、きっと別の場所から差し向けられた増援だ！

　オレはすぐに銃を構えようとするものの遅かった。宇宙生物の触手はセラフィーナを狙っている。

　そして、その触手から鉄塊が放たれた。彼女は構えに入っているせいで避けることができない。

　兵士たちの不死性が一瞬、脳裏を過る。




　大丈夫。彼女たちは、ゲームでは死なないのだ。




　だから、ここで彼女がやられるのを見過ごしてオレが反撃するのが正解――。




「――なわけねぇだろうがぁっ！」

　オレはセラフィーナに体ごとぶつかって、彼女の体を吹き飛ばす。

　そして――。

　鉄塊が、オレの腹部を貫通した。

「がっ……！」

　腹から大量の血が流れた。流れていく。どんどんどんどん、止まることなく、広がっていった。

「カズキ――――ッ！」

　薄れていく意識の中で、セラフィーナは触手に弾丸をお見舞いしながら、オレに駆け寄ってくる。

「おい！　返事をしろ、おい！　カズキ！」

　返事ができなかった。

　いてぇ……。

　いてぇよ……。

　ゲームなら……。イチゴジャムみたいな赤い血が画面に飛び散る演出があるはずなのに……。そして、しばらく経てば回復するはずなのに……。

　だけど、まったく回復する気配はない……。

　痛みだけが、強くなる……。

　この中はゲームなどではなく現実なのだ……。

　芋虫はゲームみたいに消えなかった……。

　ミッションはゲームの通りに進まなかった……。

　まるで現実のようにリアリティの溢れる世界だった……。

　今更ながらにようやく当たり前のことを把握する。

　そんな中、人が、自分が。死なないなどとなぜ言い切れるってんだ……？

　だけど……。

　そんな中、セラフィーナを盾にするような真似をしなくてよかった……。かばうことができてよかった……。

　女の子を盾にするなんて、男のすることじゃないもんな……。

「ダメだ！　死んだらダメだ！　死んだらすべて終わりだぞ！　頼む！　意識を保ってくれ！　必ず助けるから！」

　セラフィーナがオレを担ぎながら叫んでいる……。

　ああ、オレ、死ぬのか……。

　やだよ。死にたくない……。

　そうだ……。セラフィーナの言う通り、少しでも死に抗うんだ……。

　痛いけど……、意識を保つんだ……。

　隊のみんなは決死行の如く、敵を蹴散らし進んでいく……。

　甲板に出て……、上空にヘリが見えた……。

「さっさとロープを下ろせ！　早く！　カズキが死んじゃう！」

　セラフィーナが、少しだけヒステリックに叫ぶ。ああ、戦っているときは本当に男勝りだけど、こうして見ると普通の女の子みたいだな……。

　そんなことに思いを馳せていると、オレの意識はついに限界を迎えた……。







　気付くと、オレは白い空間の中にいた。

　オレ、さっき腹をやられて……もしかして、死んだのか？

　出血量とか洒落にならなかったしな。そうか、あれが死ぬって感覚なのか。今はまったく痛みがないけど……。

　オレはこれからどうなるんだ？　こんな地平線も見えない白い空間で過ごすとか勘弁してほしいんだけど……。

　そんな思いに耽っていたとき、突如アナウンスが響き渡った。

「コンティニューしますか？」

　な、なんだ？

「10」

　オレの動揺を余所に、アナウンスは止まらない。

「９」

　そして、まるでタイマーのようにカウントダウンしている。

「８」

　ここで『ハイ』と言えば、生き返ることでもできるというのか？

「７」

　そういやメールの設定をしたときに、『コンティニュー』を有りにしたような……。

「６」

　いや、そんなことはどうでもいい。

「５」

『いいえ』と言えばどうなる。死ぬのか？　それとも元の世界に帰れるのか？

「４」

　仮に元の世界に戻れるとしても……。

「３」

　さっきまでオレがいた世界はどうなる？

「２」

　宇宙人に蹂じゆう躙りんされてしまうんじゃないのか？　あのセラフィーナだって……！

「１」

　だったら、迷うことなんか、ない！

「『はい』だ！　コンティニューするぞ！」

　そこでオレの意識は、眠るように深く深く落ちていった。







　目が醒めた。目に映ったのは真っ白い天井。少しだけ周囲を見渡すと、医務室のようだった。

「……オレは、生きてるのか？」

　さっきまで何か夢を見ていたような気がするけど、何も思い出せない……。

「カズキ！　よかった……！　よかった……！」

　聞き慣れた声が隣から聞こえたので、そちらを見遣る。

　愛嬌のある顔があった。セラフィーナだ。

　よく見ると、オレの手を強く握っている。

「もしかしたら危ないって言われてたけど、助かってよかった……！」

　よく見るとセラフィーナは泣いていた。

　ああ、心配かけちゃったんだな。なんだか、悪いことをした気分だ。

「……あんな状態でよく生き残れたな、オレ」

「ああ、まだ動くな。みんなが頑張ってくれたんだ。ちゃんと礼を言っておきなよ」

「ああ、セラフィーナもありがとうな。オレを担いでくれてただろ」

「……い、意識があったのか!?　わ、忘れろ！」

　セラフィーナは、少し照れたように俯く。その姿は年相応の女の子のようで、非常に可愛らしかった。

　それにしても……。

　オレは何もできなかったんだな。迷惑をかけ通しだ。

「で、作戦はどうなったんだ？　オレが倒れてからどのぐらい経ったんだ？」

「作戦は半々ってとこ……。駆動炉の破壊が中途半端で完全に無力化できなかった。三日で修復されたよ。今さっき、その報告が上がってきたところさ」

　ということは、オレは三日も寝てたのか……！

「く、情けねぇ……」

　あまりの情けなさに泣きそうになった時、医務室の扉が開いた。

「自分を責めるな。サトー」

「キャヴェンディッシュ曹長……」

「すべては目算の甘かった俺に責任がある。責めるならば、俺を責めろ」

「だけど……！」

「貴様はあの中でできる限りの仕事をした。ブラボーが全滅して、作戦が破綻したあの状況からあの太平洋上で敵の戦艦を一日足止めしたんだ。日本人の脱出もすべて終わっている。残り一日がなかったら、一割近い日本人が抵抗する術もなく、無残に殺されていただろう。貴様は幾万もの人間の命を救ったんだ。胸を張れ」

　それを聞いて、少しだけ救われた。

　最低限のことはできたのだと思えたのだ。

「よかった……」

　そして、キャヴェンディッシュ曹長が、さらに戦況を伝えてくれる。

「今、宇宙人連中は中国大陸を蹂躙しようとしているらしい。だが、やつらの本格的な侵攻にはもう少々時間がかかりそうだ。しばらくは休んでいるといい」

　そう言って、曹長は医務室を出て行こうとする。

　オレは少し悩んで――その後ろ姿を引き留めた。

「キャヴェンディッシュ曹長！　提案があります」

　曹長はその足を止め、オレに向き直る。

「提案だと。なんだ？」

　少し、躊躇いもある。オレが今からやることはチートインチキに等しい。

　こんなことをやって、どう世界が変わっていくかもわからない。

　だけど、もはや手段を選んでいる場合じゃない！

「オレはやつらの拠点の場所を知りました」

　そう。オレはすべてを知っている。ゲームをクリアしているのだから。どんな展開になったかぐらいは覚えている。

　ゲームと現実は違う。

　ならば――。

　オレの持つゲームの情報を最大限に活用させてもらおう。

　オレの言葉を聞いた曹長の顔が訝いぶかしげに歪む。

「……夢でも見ていたんじゃあるまいな？」

「夢なんかじゃありません。やつらはミッドウェー諸島南の海底に拠点を構えています。衛星で写真を撮ってください。怪しい写真が撮れると思いますよ」

「それをどこで知った？」

「敵兵が話しているのを聞きました。間違いないでしょう」

　さすがにゲームの設定を知っているなどということは言えない。信じてもらうためには噓も方便だ。

「……事実だとすれば大変貴重な情報だが、はいそうですかと簡単には信用はできんな」

　とはいえ、曹長も心の底からは信じないだろう。だから、まずは情報を提示して確かめてもらって信用を勝ち取るんだ……！

「わかっています。ただ、拠点の位置がオレの示した情報通りなら、信じてください！　そして、信じてくれたら、いますぐスイスのジュネーブに増援を送ってください。連中は、欧州原子核研究機構を狙っています」

「欧州原子核研究機構だと……？　ということは、やつらの目的は……！」

「お察しの通り、反物質です」

　反物質とは物質とは正反対の概念だ。核子と電子で構成される物質とは逆に反核子と陽電子でできた物質のことを言う。

　オレの認識する現実では未だ研究中の代物だが、この世界では兵器の実用化までこぎ付けている。これなら、一グラムの質量で九〇兆ジュールという馬鹿げたエネルギーを生成できた。核爆弾一発が約六三兆ジュールなのだから、その威力は推して知るべしだ。

「そして、反物質砲をその拠点に向けて撃ってください。これで少なくとも敵が増えることはなくなります」

　拠点を潰して掃討戦ができるなら、もっと楽に連中に勝つことができるだろう。敵がその拠点で機械兵器や生物兵器を生産しているからこそ戦争は長期化するのだ。

　本来、ゲーム中では欧州原子核研究機構が破壊され、未完成の反物質砲しか撃てない。

　だが、こうして破壊される前の一〇〇パーセントの状態で撃つことができれば、連中に対して一矢どころか充分な戦果を挙げることができるはず。

「……わかった。検討してみよう。まずは衛星の写真を撮る。反物質砲やスイスへの増援の件はその後だ」

「急いでください……。連中は一週間後にはスイスに上陸します」

「スイスだと？　連中の主な戦力は未だに太平洋だぞ。スイスに一週間後というのは、我々の敗北を考えてもあまりにも早すぎる」

「連中は輸送潜水艦で今頃オーストラリアを迂回し、インド洋を抜け、南大西洋、北大西洋と北上して、フランスに上陸するはずです」

「どこに上陸する？」

「ジブラルタル海峡を抜けて、マルセイユの旧港から上陸してきます」

「……それも、衛星写真次第で信じよう」

「……ありがとうございます」

　そして、曹長は医務室から出て行った。

　セラフィーナが、しげな顔をして呟く。

「ねえ、カズキ。あなた、なんでそんなことを……。あの時、会話してる敵なんか――」

「ごめん。今は話せない。いや、話しても信じてもらえるかどうか……。でも、本当なんだ。信用してくれ……。別にスパイなんかじゃないし、裏切ったとかそういうわけでもないから……」

　オレが必死に頼むと、セラフィーナはふっとその表情を緩めた。

「スパイなんて疑うわけないでしょ。信頼してる。あなたは、あたしをかばってくれたんだからさ……」

「ありがとう」

「でもさ」

　セラフィーナは、

「ちゃんと、いつか説明して欲しいな」

　少しだけ寂しそうに、そんなことを呟く。

　オレは、頷いてそれに応えた。







　そして、すべてはオレの言うとおりになった。

　衛星写真にはくっきりと敵本拠地――本来のラストダンジョンである超巨大要塞戦艦が映り、二日後には敵戦力がマルセイユへと上陸した。

　しかし、こちらも大多数の兵力をマルセイユへ送っており、かろうじて侵攻を防いでいた。敵要塞を衛星が映したことで、オレの発言を信じたキャヴェンディッシュ曹長がすぐに現有戦力をマルセイユへ移すように上層部へと進言してくれたのだ。曹長なのに上層部に顔が利くというよくわからない人なのが功を奏した。

　そして、オレの言ったとおりにマルセイユへ上陸したことで、敵の目的が欧州原子核研究機構であることも信用された。

　そこからの展開は早く、スイスへ戦火が及ぶ前に反物質ミサイルの発射が決定された。元々のゲームではあまりの威力に使用を控えていたという設定で、そこを宇宙人に付け込まれて破壊されてしまう。

　だが、破壊されそうなのだとわかれば、その前に発射することもできる。ゲームのストーリーを知っているからこそできる提案だ。

　もちろん反物質ミサイルの馬鹿げた威力を恐れ、使うことを忌避する声もある。しかし、このまま手をこまねいていれば、人類圏そのものが危険ということで、その声も封殺された。

　初手さえ間違えなければ人類は宇宙と戦えるはずなんだ。

　発射まで、残り一時間――。







　ミサイルは無事発射された。結論から言えば無事に着弾し、敵の拠点は跡形もなく破壊されている。人類圏への被害は確認されておらず、大成功と言えるだろう。

　ゲームでは変形した敵の巨大移動要塞に乗り込んで、そこの中心部を破壊すればクリアとなるが、それはなくなったのだ。

　ゲームクリアなんか、もうどうでもいい。

　今はこの世界に平和を取り戻すだけだ！

　そして拠点を失った生物兵器は各地で暴れ始めた。

「さあ、いくよ。バディ」

　当然オレたちは戦場へと赴く。生物兵器たちはそれぞれ集まり始め、最後の抵抗を試みているらしい。

　拠点がなくなったとはいえ、敵生物兵器の力は強大だ。苦戦は必至となる。

　もっとも、オレがいなければの話だけどな！

「まさか、これを見越して敵戦艦から武器を調達してたの？」

　隣にいるセラフィーナが尋ねてくる。

　そう。あの時、勿体ないからとくすねておいたのだ。命令を与えた兵士は、しっかりとあの中にあったすべての武器を持ち出してくれたらしい。

「ああ、もちろん。オレたちに使えるかどうかが不安だったけど、取り越し苦労だったみたいだな」

「あなたって本当に何者？」

「そうだな……」

　ここはやっぱりアレだろう。




「主人公だ！」




　そう言うとセラフィーナは、くすりと笑った。

「ヘンなの」

「ああ、ヘンでもいいさ。さあ、これが最後の戦いだ」

「ええ。生き残って、世界に平和を！　でも、あなたは無理しないでいいのよ。まだ怪我が癒えてないんだから」

「さっさと終わらせたいからな。無理してでも戦うさ」

「好きよ、その男臭さ。でも足手まといにはならないでね」

「お前こそな」

　オレとセラフィーナは宇宙人たちの武器を携えて戦場へ。

　周囲には敵が大量にいた。

　背中合わせでお互いの背後を守るように、周囲の敵へビームをぶち込んでいく。おお、さすが宇宙兵器。

「びっくりするぐらい高性能ね。こんなの使われたら人類に勝ち目なんかないわ」

　そして、セラフィーナもその腕で宇宙生物を掃討していく。

「現実だろうと虚構だろうと、お前らなんかにゃ負けねーよっ！」

　オレも負けじと敵を倒していった。

　そして、しばらくして周囲すべての敵が、その場に倒れ伏す。

「全敵掃討確認。こちらは終わった。オーバー」

　オレの報告と同時に、

『地球から全敵性宇宙人の掃討を確認！　ミッション終了だ！　お前ら、死ぬほど喜んでいいぞ！』

　本部からの通信が入って、宇宙人がすべていなくなったことが伝わった。

　周りにいる隊のみんなも大喜びだ。きっと全世界の人間に伝わっていることだろう。

「終わったか……」

　少しだけ感慨深く呟いてしまう。

　ゲームと比べて、あっさりとした終わりだったけど……。

　でも、それでいい。戦争にエンターテイメントなんか必要ないしな。

「お疲れ！」

　セラフィーナが、以前と同じように声を掛けてくる。

「やったわね。でも、さすがに疲れたわ。しばらくゆっくり休みたいわね」

「オレも同意見だ。でも、今回の戦争で壊れたものも多いからな。すぐにそっちでも駆り出されるだろ」

　特に日本はどうなったのだろう……。全員があの場所から逃げ出したはずだけど。

「そうね。そう言えば、カズキ。あなた、これからどこに帰るの？」

「どこに……」

　そういや、オレはどこに住んでるのやら。自分自身の家すらわからないな。家族構成もわからない。まあ元々、ここの住人じゃないから仕方ないのかもしれないけど。

「ねえ。もしよかったら……、あたしと一緒に……、来ない？」

　セラフィーナがなんでもないようにとんでもないことを言ってくる。もしかしなくても、それは同棲のお誘いか……!?

「えっと、な……」

　非常にありがたい申し出だけど、どうしたものかな。一緒に生活するのも理想だけど、この世界に根付く以上、まずはこの世界のことを知らないといけないのだから。

　そう言って、断ろうとした時だった。

「え……？」

　セラフィーナが、不思議そうな声を上げる。

　地面から、オレを中心に光が溢れていた。

　真っ白い、光……。

　これは、あの時と同じ光――？

　さらに、光は溢れてくる。オレの周囲を覆わんばかりに。

　セラフィーナの姿が少しずつ、見えにくくなってくる。

　そして、オレはなぜか。

　唐突に。

　強制的に。

　理解した。

　元に戻るのだと。

「ごめん、セラフィーナ。お別れだ」

「え……。何？　何が起こっているのカズキ！」

「ごめん……。絶対に君のこと、忘れないから」

「ふざけないで！　早くこっちに……！」

「本当にごめん。オレもここにいてもいいかなって気になってたけど、やっぱり戻らないとダメみたいだ……」

「カズキ！　カズキ！」

「いろいろとありがとう。セラフィーナ」

　溢れている光が、さらに輝きを増す。

　視界すべてを白が覆い――。

　オレの意識はそこで落ちた。







「……というお話だったとさ」

　目の前で、従兄の翔也が深い深い溜息と共にそんな台詞を吐いた。

「ふざけんな！　オレの話をそれで終わらすな！　本当にあったんだよ！」

「宇宙人が攻めてきてって時点で、へそで茶が沸くぞ。いや、沸いてるのはお前の頭か」

「そりゃ、オレだって最初は半信半疑だったけど……！」

　戦いが終わったあと、白い光に包まれてからオレは気付けば自分の家に戻っていた。戦争も何も起こっていない。世界はごく平和で、オレの日常もそのままだ。宇宙生物に蹂躙されていた気配もないし、日本人が逃げ出したような痕跡もまったくない。

　確かに言葉だけで説明したら夢だったとしか思えないけど、それでもあれは現実に起こったことのはずだ。

　しかし、翔也に言っても信じてもらえないんじゃ、誰に言っても信じてもらえなさそうだ。ちくしょう。

「第一、和希くんや。ゲームの世界に行ったのか、現実がゲームの世界になったのか知らんけど、ちとディテール甘くないかえ？」

　翔也がさらにいちゃもんをつけてくる。口調も腹立たしい。死にそうになったんだぞ、クソ……。もっとも、オレの腹を貫通した傷跡はもう残ってないから、証明しようもないんだけど。

「ディテール甘い、って何がだよ」

　とりあえず、聞いてみる。




「『カウンターデイ』に女の主人公なんかいないじゃん」




　……え？

「何言ってるんだ。いるだろ。セラフィーナってキャラが」

　雑誌でだって紹介されてたし、男主人公に比べて目立ちにくいとか、そういう特徴があったはずだ。初心者が扱いやすいとか。

　第一、パッケージに男主人公と女主人公が並んでいるはず……。

　しかし、翔也は「いねーよ」と言うだけだ。

　オレは即座にパッケージを棚から取り出し、表側を見た。

「なん、だって……？」

「いや、驚かれても困るんだが。マジで病院行った方がいいんじゃないか？」

　翔也の皮肉なんかどうでもいい。パッケージを開けると、『つんで♪れーしょん』のディスクが入っていた。いや、これも今はどうでもいい。

　説明書を取り出し、中を見る。

　そこにセラフィーナのことは何ひとつ載っていなかった。

　存在ごと、抹消？

　……本当にオレの勘違いだったんじゃないかという気がしてくる。

　いや、でもこんなことを忘れたりは絶対にしない。

「まったく。呼び出しておいてなんなんだか。僕は帰るからな」

　翔也は呆れながら帰っていった。

　しかし、オレの方はそれどころではない。

　……もしかして、だけど。

　本当にもしかして、だけど。

　曖あい昧まいすぎて、はっきりしたこともわからないけど……！

　漠然と、思った。

　まだ世界で『何か』が続いているのかもしれないと――。
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「……とまあ、よくわからないことを言いだして。それ以来、なんか行動がおかしくなってるんですよねぇ」

　冷や汗が出てきた。

　どう考えても『フェアリーテールシステム』の話である。

「ま、まあ、温かく見守ってあげればいいんじゃないかな」

　そう返すのが精一杯だった。

「思春期だねぇ」

　義よし人ひとさんは肩をすくめながらそんな感想を漏らす。わかってるはずだろ！

　そんな会話をしていると、女性陣がやってきた。

「お待たせー」

　色取り取りの水着が眩しい。

「どうかなっ！」と咲さきは大きめの胸を強調するような赤いビキニだ。上乳とか下乳とかが微妙に見えている。

「あ、うー……」と恥ずかしがる理り恵えは白のワンピースタイプ。スタイルが整っていて、とても綺麗だ。

「お兄ちゃん、どう？　せくしー？」「夏なつ海みちゃん、諦めた方が……」と夏海と春はる姉ねえはお揃いでビキニだ。咲よりは露出を抑えめである。夏海が緑色で胸の部分に大きなリボン。春姉は白のビキニだ。

「少し恥ずかしいな……」と来たのはゆうきだ。青のセパレーツに淡い水色のパレオをつけている。

「お前、胸大きいんだから堂々としてろよ」とゆうきに言っているのは愛あい子こだ。黒のビキニと体との明暗がくっきりとしている。

　そして、「お姉ちゃんはお尻が大きい」とぼそっと呟く暎えい那なちゃん。彼女はクリーム色のワンピースでボトム部分に愛らしいリボンが付いている。

　とりあえず言えることは、みんな可愛いということだ。

「我が人生に一片の悔いなし！」

「それでいいのかお前!?」

　翔しよう也やが腕を空に突き上げながら泣き出したので慌てて突っ込む。

　義人さんは夏海と暎那ちゃんを見てうんうん頷いていた。おまわりさん、この人です。

　そして、彼女たちはさっそくプールの中に入っていった。

　ただ、ちょっとだけ暎那ちゃんに残ってもらい、先程の翔也の話を伝える。

「あまりにも現実とかけ離れている場合、深度の高いレイヤーが作られる。ほぼ異世界。大元に影響は出ない。安心していい。ゲームからヒロインが投影されたままなのは、きっと『関係接続因子』が取れるから、です」

　なるほど。それで納得した。

　俺が礼を言うと暎那ちゃんはこくりと頷いて、咲や愛子たちのところへダイブした。表情はちょっとしか変わらないけど楽しそうだ。

　そして、俺たちはプールに入るでもなく、お互いを牽制し合うようにベンチに座り、みんなを眺めていた。

「それにしても暎那ちゃんも積極的になったな……」

　義人さんがしみじみと言う。

「そうなんですか？」

「まあ、うちのクラス連中に鍛えられてるからな。……鍛えてる連中が不安な奴らではあるが」

　義人さんは感慨深く、そう呟いた。
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　ある晴れた冬の初め。

　教室で高たか橋はし愛あい子こは顰しかめっ面で悩んでいた。周囲はその表情から機嫌が悪いとわかっているのか、誰ひとりとして声をかけようとしない。

　そんな中、「おはようっ！」と教室へ元気よく入ってきた女の子は、物もの怖おじすることなく愛子へと近づいていく。

「おはようっ、愛ちゃんっ！　なんか朝から渋い顔してるねっ？」

「咲さきか。おはよ。まあ、渋い顔になるっての……」

「どうかしたの？」

「暎えい那なの……趣味が……ちょっと、な……」

「暎那ちゃん？」

　愛子は少しずつ、その時のことを思い出す。しかし、彼女はこんなことを誰にも――もちろん咲にも恥ずかしくて言えないのだ。

　愛子の眉間に、さらにしわが寄った。







　暎那との出会い、愛子の誘拐、神しん藤どうとの戦い――。

　それらの難事を解決し、自室で熟睡していた秀ひで之ゆきは妹の愛子に叩き起こされ、再び苦難を味わっていた。

「まったく！　家に帰れない女と見ればほいほい家に連れてくるのが仕事になったのか？　いつそんな仕事に転職したんだ、お前は。あ？」

　正座している秀之の頭を、愛子は丸めた新聞紙でぱんぱんと叩く。

「いえ、そういうわけでは……」

　戦いを終え、和解した神藤を『電でん子し妖よう精せい』から守るために家に連れ帰ってきたのが、愛子の逆鱗に触れたのだ。しかも、朝から続いた一連のマイナスイベント――暎那が秀之の寝間着着用事件と神藤のワイシャツ一枚事件が、ことさら怒りの火に油どころかガソリンを注いでいる勢いにさせている。

「じゃあ、どういうわけだ？　え？」

「どういうわけと申しましても、先程述べたとおりでございます……」

　秀之が言い訳をしても、今の愛子には話が通じなかった。その上、秀之が世間一般から見れば褒ほめられない行動を取っているだけに反論することも上手く躱かわすこともできない。今の秀之にできるのは、静かに相手の言うことを聞いて反省の言葉を述べることだけだ。

　そして、そんな尋問にも似た時間は愛子が壁の時計を確認したところで終わった。

「とりあえず、時間だから学校に行くけど、帰ってきたらちゃんと説明してもらうからな！」

「エエ、モチロンデス」

　秀之は自室でほっと一息吐く。ひとまずの追及が終わったことで、秀之は心の底から安あん堵どした。

「行ってきます！」

「……行ってらっしゃ～い……」

　結局、愛子は苛々したまま部屋から出て行った。

「ふ――――――――――……」

　ようやく待ち望んでいた平穏が訪れる。そして、愛子に怒りの炎を灯らせたふたりが、愛子と入れ違いに部屋へと入ってきた。

「秀之、大変だった」

　小学四年生ぐらいの小さな女の子、晴れて高橋家の末妹となった高橋暎那と――。

「先程は失礼しました、高橋さん。低血圧は困りますね」

　スーツを身に纏った若い女性、神藤焰ほむらだ。

「神藤さん……。あんた、そんな他人事みたいに」

「……とりあえず、もう少し建設的な話をしたほうがいいと思います」

「誤魔化した!?」

　秀之は口をだらしなくぱくぱくとさせていたが、気を取り直してすぐに顔を引き締めた。

「……ま、今はその通りだな」

　時間はいくらあっても足りない。やるべきことをひとつずつ片付けていかなければならないのは確かだった。

　――……納得はいかないが。……………極めて、納得はいかないが！

　秀之は少しだけ不機嫌な表情を浮かべたまま立ち上がる。

「もう少ししたら義よし人ひとの見舞いに行こう。話したいこととか、聞きたいこともあるしね」

　その意見にふたりはゆっくり頷いた。







　三人は朝ご飯を食べてから病院へと向かう。相も変わらず残暑が厳しいため、この日もタクシーを使っての移動となった。

　病院に到着して義人がいる病室を聞き出し、三人でそちらに向かう。

　義人はベッドに横たわり、体の所々に包帯が巻かれて――。

　顔に布がかかっていた。まるで、死体の顔を覆い隠すかのように。

「そ、そんな……」

　神藤が信じられないものを見たように愕然とする。

「死んでしまうほど……だったんですか……？」

　声を震わせ、今にも涙が零れそうだ。暎那も秀之の手をぎゅっと握る。

　しかし、そんなふたりを余所に、秀之は盛大に溜息を吐いた。本日、三度目だ。

「アホなコトしてるな。何やってるんだ」

　秀之が義人のベッドに向かって呆れたように言うと、がばりと義人が体を起こした。

「ひっ！」「あ……」

　小さな悲鳴を上げるふたり。

「なんだ、つまらんな」

　つまらなそうに義人が唇を尖らせる。

「不謹慎だろ」

「なんで秀之はわかったんだよ」

「亡くなった人を四人部屋に放置するわけないだろう」

「……そりゃそうだな。ま、ふたりがいい反応返してくれたからいいか」

　秀之と義人がそんな軽口を叩き合っていると、

「驚かさないでください！」

　神藤が吠えた。暎那が隣でこくこく頷いている。

「病院内ではお静かにー」

　看護師の注意する声が神藤たちに届く。神藤は慌てて扉の方へと振り返り、頭を下げて周りの患者に謝罪した。

　そして、義人へと改めて向き直ると冷たい視線を向けた。義人は神藤の様子を見て、苦笑している。

「何を考えてるんですか、鞍くら田たさん」

「いやー、普通に見舞いされるだけじゃつまらないじゃん？」

「見舞いにつまるもつまらないもありますか。小さな女の子もいるんです。変なことをしないでください。教育上、悪影響を受けます」

　義人は今し方気付いたように首を傾かしげ、

「そういや、なんでお前さん、ここにいるの？」

「え……」

　そう言われて神藤が途端に大人しくなる。そして、二の句が継げずにまごまごし始めた。

　そんな様子を眺めて、義人は「だははっ」と堪えきれないように笑う。

「冗談だよ、冗談。どうせ、秀之にナンパでもされたんだろ？」

「ナンパじゃない」

　秀之が突っ込むが、義人は意にも介さない。

「まったく甘いやつだ。放っておけなくなって家に連れ帰ったとか、そんなんだろ？　そしたら愛子ちゃんに見つかって、しこたま怒られたんじゃないのか？」

　勘の鋭い男である。秀之は苦笑いするしかない。

「さて、じゃあどうなったか教えてくれ。あれからどうしたんだ？」

　義人にそう促されて、秀之は周りの患者に聞こえないように事の次第を伝える。

　神藤が仕方なく『電子妖精』に従っていたということ。

　またどうやって愛子を救出したのか、戦闘はどうやって勝ったのか。

　さらに、フェアリーテールシステムの管理者らしき者と会話ができたこと。

　義人がいなかった時のことを細かく説明する。それを義人は黙って聞いていた。

　一通りの説明が終わると、

「なるほど、な。暎那ちゃんに能力インストールか」

　険のある声。義人は確かめるように、秀之の表情を見遣る。

「情けないな、秀之。こんな小さな子に頼るなんて」

「ああ、重々承知してる」

　そこへ暎那が、フォローに回る。

「でも、秀之はそうするしかなかった。だから、秀之を責めちゃダメ」

　彼女は少しだけ義人を責めるような目を向けた。だが、義人は頭を振る。

「暎那ちゃん。オレたちは――というよりも、秀之の目的のためにはね。結果論で『よかった』にしたらダメなんだよ。たまたま上手くいったからよかったけど、暎那ちゃんに手伝わせるというのはほとんど賭けに近い。賭けなんかで命を張るもんじゃないんだ。勝つべくして勝たなきゃならんのですよ」

「だけど……」

　納得がいってないのか、暎那は少しだけ不可解な表情を浮かべた。

　それを見た義人はにっこりして暎那の顔を見遣る。

「ま、そもそもオレがそこの炎使いに負けなければよかっただけの話だからな。だから、オレも同罪ってことになる。鍛え直しだ、お互いにな」

「ああ。わかってる」

　義人が拳を秀之に向かって差し出した。秀之も拳を握って、それに軽く合わせる。

　そして、お互いに理解したように笑顔を向け合った。

「で、義人。お前、退院いつするの？」

「今日」

「……マジで？」

「マジだよ。病院にいても暇だし、やることもない。病院にはもう許可取ってあるぞ」

　神藤が愕然とした表情となった。

「あの……。骨も折りましたし、火傷も結構あるはずですが……」

「日常生活には支障がない。骨折も火傷も、オレひとりで治療もできるしな」

　神藤は「そういう問題なのかしら？」と言いたげな顔をしていたが、実際起き上がって、荷物をまとめ始める義人を前に何も言えない。

　義人はとても涼しげな顔をしていた。







　荷物をまとめ終えた義人は、本当に退院手続きを済ませた。病室で一緒になった患者たちへ挨拶をして病室を出る。

　そして、秀之たちは病院の一階にある喫茶店へと場所を移した。テーブルで四人が向かい合う。暎那は子供用の椅子の上だ。

「さて、今後のことについて話さなきゃならないんだが……」

「まあなー。今後の方針も重要だけど、生活を元に戻さなきゃいけないしな」

　まずは秀之がそう切り出し、最初の案件を挙げる。

「ああ。それで、まずは暎那ちゃん」

　秀之が暎那の方を向くと、暎那は無表情のまま秀之を見つめ返した。

「学校に行かないかな？」

「学校……。この前行った？」

「ああ。もちろん、無理強いはしないけど。きっと今後のためにもなると思うからさ」

　暎那は特に考えるそぶりも見せず、こくりと頷いた。

「あれ、いいの？　そんなあっさり……」

　こんなに早く同意が得られると思っていなかったのか、逆に秀之の方が拍子抜けしている。

「嫌な理由もないと思うから……。それに愛子も学校に行った方がいいって言ってた」

「おおー。いい子だねぇ……暎那ちゃんは！」

　義人が感激したように対面にいる暎那の頭を撫でようとする。だが、横から秀之がその手を払いのける。

「汚い手で妹に触るな、コノヤロウ」

「……こっちにもシスコン発動ですか、はいはい」

　義人が肩をすくめると、神藤も無言で呆れていた。

　秀之は特に気にすることもなく続ける。

「というわけで暎那ちゃんも承諾したから、明日からよろしくな」

「了解。じゃあ、今まで入院してたって設定でいこう」

「そうだな。それが無難か」

　暎那が首を傾げて、不思議そうな顔をする。秀之が「家に帰ったら説明するよ」とフォローすると、暎那は小さく頷いた。

　そして、秀之は次に神藤に顔を向ける。

「次に、神藤さんなんだけど……。ちょっと聞きたいことがあるんだよね」

「はい」

「えーと、なんか仕事やってるの？」

「一応、スーパーのレジ打ちをやってますよ。今現在は、一週間ほどの長い休みを取ってます。三日後にはまた出勤しないといけませんが……」

「俺たちの家から遠い？」

「いえ、そこまで遠くは……。近くもないですけどね」

　そこまで聞くと、秀之は腕を組んだ。それから少しだけ考えてから神藤へと向き直り、

「神藤さんさ。悪いんだけど、義人と同居してくれないかな？」

　唐突にそんなことを頼んだ。

「「は……？」」

　義人と神藤の声が重なる。そして、ふたりは一度だけお互いの顔を見合わせて、すぐに秀之へと視線を戻した。

「まずは理由を聞きましょうか」

「お前の家に住まわせてりゃいいじゃねーか。まさかこの期に及んで愛子ちゃんが怖いとか言うんじゃないだろうな」

　ふたりの言葉には威圧感が籠もっている。しかし、秀之は特に気圧されることなく、理由を述べた。

「まあ、愛子が怖いのは否定しないけど……。俺の家に住まわせるのは無理だ。俺の家、というよりも、愛子の傍に住まわせられないと言った方が正しいかな。理由は、神藤さんが愛子の傍にいると、愛子が誘拐時の記憶を思い出しかねないからだよ」

「記憶を、ですか？」

「そう。もちろん、可能性としてはかなり低いと思う。ただ、あの時使った『記憶メモリー代替ロンド』って異能はそこまで完全な代物じゃなくてね。違和感が積み重ねられるほど、記憶が戻りやすくなってくる。一緒に生活していると間違いなくどこかで違和感を抱くだろうからね」

「では、もう愛子嬢とは会わない方がよい、と？」

「まさか。そこまでは言わないよ。一日やそこらでどうにかなるものでもないからね」

「では――」

　神藤がさらに何かを言おうとする前に、今度は義人の方が身を乗り出す。神藤は不機嫌そうな顔をして、一旦引き下がった。

「じゃあ、オレと一緒に住まなきゃならない理由はなんだよ？」

「全員の安全のためだ。『電子妖精』が裏切った人間をどうするのかはわからないけど、出方が不明な以上、ひとりはまずい。とはいえ、さっき言ったように俺の家はアウト。ということは、義人の家しかないだろ。義人だって、これから狙われてもおかしくないしな。ふたりで一緒にいた方が安全には違いない」

　そう解説すると、義人は押し黙る。だが、納得はしていない顔つきだ。

　そして、入れ替わるように神藤が文句を言い始める。

「私には南な雲ぐも裕ゆう悟ごという婚約者がいるんですよ？　嫁入り前に、他の男とふたりきりで同居などありえません」

　神藤に言われて、初めて秀之はそこに思い至ったらしく、気まずそうな表情を浮かべた。

「……そこをどうにか」

「どうにもできません！」

　さらに義人が再び口を開く。

「オレの部屋に、二十歳以上のおばさんを住まわせるなんて、冗談じゃねぇ」

　とても余計な一言だった。

「おばっ……!?」

　神藤は脊髄反射のように、義人へと顔を向けた。その表情はまるで般若だ。

「鞍田さん。私はまだ二十四です。おばさんなどと言われる歳ではまだありません。まだ。とても心外で、精神の侵害です」












　三度も『まだ』と言う辺り、神藤も歳を気にしているのかと秀之は暢気に共感した。

「二十四なんて、どう考えても旬が過ぎてる」

「……肌に潤いはあります。手入れもしています。結婚適齢期ですよ？　この歳が旬じゃなくて、何歳が旬だと言うのですか？　参考までに聞かせていただきましょうか」

「『体感的な時間の長さは年齢の逆数に比例する』。ジャネーの法則というものがある」

「歳を取れば取るほど、一年が経つのが早いと感じる話ですか。十歳なら一年の長さはこれまでの経験から十分の一の長さという……」

「そう。つまり二十四歳ともなれば、一年なんて二十四分の一。あっという間だ。ジャネーの法則を踏まえると、人生の折り返し年齢は六歳から八歳となる。そこから十七、八年も経ってるんじゃどうにもならないじゃないか」

「極端すぎます！　それを言ったらあなただって、同じように歳でしょう。爺と言われたって文句は言えないですよ？」

「爺と言われようと知ったことか！　オレがいくら歳を取っていようと、愛の嗜し好こうに関係などない！」

　――威張って言うことかなー？

　秀之は呆れたような目でふたりのやりとりを見遣っていた。あほらしい言い合いを止める気にもならない。そもそも、時間の体感に絶対的な尺度などないのだ。それは、人間の感覚という曖あい昧まいなものでしかないのだから。

　元々秀之の発言が発端となっているのだが、それでも会話の内容はどこからフォローすればいいのか見当が付かず何も言えなかった。そもそもすでに同居云々からは離れた会話になっている。

「オレの家に住みたいなら、最低でも半分にしてこい。ダブルスコアで門前払いだ」

「誰もあなたの家に住みたいなどと言っていません。そもそも二十四の半分なんて十二じゃないですか。こんな近くに犯罪者予備軍がいるなんて……。私にも情けはありますから通報される前に自分から牢獄へ入ったらどうです？　いい警察署を紹介しますよ」

「警察署に良いも悪いもあるか！　それに誰が犯罪者予備軍だ？　オレはただ単純に小さな子がカワイイと思ってるだけだ！」

「犯罪者予備軍はみんなそう言います。あなたみたいな人間が一番危険なんです。余罪に体への接触もありそうですね。教師の立場を悪用して……」

「相手から許可が出なきゃ触らねぇよ。ＹＥＳロリータＮＯタッチ！　これが基本だ」

「性犯罪者はみんなそう言います」

「性犯罪者を見たこともないくせに、何を語ってるんだか」

「今まで見たこともなかったですが、今まさに眼前に存在しています」

「眼科か、脳神経外科に行くことを勧めるよ」

「あなたこそ精神科医にかかった方がよろしいんじゃないですか？」

「はっ！」

「ふん！」

　そんな大人げない口喧嘩を眺めながら、秀之はとても難解な問題にぶち当たったことにがっくりと肩を落とした。







　話し合いというには凄惨で品位のない罵ば詈り雑ぞう言ごんの飛び交った喫茶店を追い出されてから秀之たちは病院の外へと出る。日差しが熱く、夏の名残は未だに残っていた。

　病院の入り口で、義人はひとりタクシーに乗り込んだ。

「とりあえず、オレは明日から暎那ちゃんが登校しても問題がないように、学校でやらなきゃいけないことがあるから」

「ああ、わかった。そっちは頼む。それと、同居の件は――」

「何卒悪しからず事情をご賢察の上、ご寛かん恕じよいただきますようお願い申し上げます！」

　すごい顰めっ面と丁寧な言葉を返されて秀之は怯んだ。殺気まで籠もっているような気がしたのか、後ずさりする。

　そして、義人を乗せたタクシーはそのまま走り去った。

「やれやれ……」

　義人が秀之たちの事情を汲むこともなく、折せつ衷ちゆう案を提示しようともせずに、真っ向から提案を拒否するのは初めてのことだった。

　――まあ、いきなりあんな提案をした俺にも問題はあるけど……。

　秀之としてはもっとも無難な構成だと思っていただけに、少しだけ落胆する。また別の案を考えなければならない。さらに言えば、差し当たってこれからどうするべきか、秀之は頭を悩ませる。

「うーん……。神藤さん。とりあえず、俺の家に住んでてもらえるかな」

「いいのですか？　ちゃんと住居はありますから、そこに戻った方が……」

「まあ、愛子の記憶は、今日明日でどうにかなる話でもないしね。今は俺たちといた方が安全だろう。あー、でも着るものだけでも持ってきてもらえるとありがたいかな」

「……そうですね。また、今朝のようなことがあっても困りますし」

「困るのは主に俺なんだけどね……。ま、期限付きで暎那ちゃんの暮らしぶりを見るってことでいいか……」

「なんですか、それ？」

　神藤が訝いぶかしげに、秀之へと問い掛ける。

「あー。神藤さんは愛子の中で、暎那が暮らしていた児童養護施設の職員ってことになってるから」

「もしかして、私が夜にお伺いした時の弁解ですか……」

「その、もしかして、です」

　もっとも、愛子がどこまであの時の言葉を信じているかは秀之にもわかっていない。

「児童養護施設？」

　今度は暎那が首を傾げて、不思議そうな顔をする。

　そう言えば、これまでの生活についての口裏合わせもしなければならない。

　秀之はそんなことを思い出して、今日何度目かの溜息を吐いた。




　その夜。学校から帰ってきた愛子を出迎えた秀之は、愛子の説得に知恵と時間と経験をフル活用し、どうにか短期間だけという条件付きで神藤が同居するのを許可してもらった。







　次の日の朝。

　朝食を食べ終えた暎那は学校に行く準備を整え、まだ筆記用具ぐらいしか入っていない赤いランドセルを背負う。その姿はどこからどう見ても普通の小学生だった。

　すでに暎那がこの現実でどういった生活をしてきたかの口裏合わせも終えており、準備も万端だ。

　そして、今まさに初登校という直前、愛子がしゃがんで暎那に注意事項を伝えている。

「いいか？　イジメるやつとかがいたら、すぐにあたしに言うんだぞ。学校サボって飛んでいくからな」

「いや……。学校サボっちゃダメだと思うんだけど……」

　秀之が冷静に指摘するが、愛子はまったく気付いていない。そんな愛子の言葉に暎那はこくりと頷いた。

　愛子はさらに注意を続ける。

「知らない人についていっちゃダメだぞ」

　こくり。

「学校が終わったらすぐに帰ってくること。寄り道はダメだからな」

　こくり。

「あ、いや。でも、それで友だちから空気読めよとかつまらないやつとか言われるかもしれないし……。よ、寄り道はいい！　でも、寄り道する場合はちゃんと連絡すること」

　こくり。

「買い食いはあんまりしないようにな。あと、昼の給食を食べ終わったら、ちゃんと歯磨きするんだぞ。あとあと、車に気をつけるんだぞ。あとあとあと――」

　こくりこくりこくり。暎那の首の動きが忙しくなってくる。

「えーとえーとえーと、他に……他には……」

　心配性な愛子の姿に、秀之は困惑気味な表情を浮かべた。

「……いや、もう大丈夫だって。ほら、暎那ちゃん。遅刻しちゃうよ。道はわかるよね？」

　こくり。

「暎那ちゃん、行ってらっしゃい」

「行ってきます」

　秀之に促された暎那はぺこりとお辞儀をして玄関から出て行った。

「行ってらっしゃい！　ホントに気をつけてな！　あ、そうだ！　ハンカチもティッシュ――」

「もう四回ぐらい確かめたし、ちゃんと持ってるって……」

　少し呆れ気味に窘たしなめると愛子は鋭く秀之を睨む。まさに子を守る母獅子だ。

「ああ、もう……！　学校サボって、暎那を見てるべきなんじゃないか？　なあ！」

　しかも、重症だった。

「学校には義人だっているし大丈夫だよ……。担任だし、あいつはそういうイジメとか絶対に許さないし、上手くやってくれるって」

　愛子は知らないが、登下校の道中は神藤が陰から見張ることになっている。神藤が休暇中の間だけだが、暎那が学校や日常生活に不慣れな最初ぐらいはそのぐらいした方がいいだろうと秀之が神藤に頼んだのだ。その神藤は一足先に外出を装って家を出ている。

　愛子もかなりの姉馬鹿だが、秀之もちゃんと兄馬鹿をしていた。

　しかし、

「あいつが担任だから余計心配なんじゃねぇか！」

「……まあ、そうかもしれないけど」

　愛子の心配は尽きない。一応、秀之も一抹の不安を覚えているが……。

「ああ、心配だ……」

　全力で気落ちしている愛子を見て、秀之は珍しく肩をすくめた。




　　　　　◆




　小学校の教室で暎那は黒板の前に立っていた。いつもよりも瞬きの回数が多く、緊張していることが窺える。見渡しても知らない顔ばかりなのだから、ある意味当然と言えた。ちなみに今は朝のホームルームだ。

「おーし、全員座ったなー。はい、これからクラスの一員になる高橋暎那ちゃんだ。それじゃ、自己紹介をよろしく」

　クラスの担任である義人が促すと、暎那は一歩だけ前に出る。

「高橋暎那です。知らないことばかりでご迷惑をかけるかもしれませんが、これから精一杯頑張りますのでよろしくお願いします」

　少したどたどしいものの非の打ち所のない挨拶だった。そして、上品にぺこりとお辞儀。ぱちぱちと彼女を迎える拍手が響き渡る。教室内の生徒たちは、今の挨拶をおかしいと思うこともなく、興味津々で暎那に見入った。

「えー、会社での新入社員みたいな挨拶はともかくとして……。今までちょっと病気にかかってたから学校に来るのが遅れたけど、クラスの一員として仲良くすること！　それと、あんまり無茶をさせないように」

　そこで男の子が元気に手を上げる。

「はいはい！　質問質問！」

「はい。なんだ、佐藤彰吾。質問を許可するぞ」

「スリーサイズっていくつー？」

　その瞬間、義人の手からチョークが飛んだ。額に見事命中する。

「いってー！　義人せんせー、何するんだよ！　漫画じゃあるまいし、チョーク投げとかどうなの？」

「誰彼、構わず訊くんじゃない！　その手の質問は三年早い！」

「えー。いいじゃん。減るもんじゃないしー」

　彼はやんちゃで、冬でも半袖半ズボンという元気印の小学生だ。少し調子に乗りやすいところもあるが、このクラスではリーダーシップを取る男子である。

「スリーサイズは……」

「ストップ！　暎那ちゃん。答えなくていいから！」

　律儀に答えようとする暎那を義人が慌てて止める。

「はい、私からも質問ですよー」

　今度は女の子からの質問だった。

「はい、希のぞ美みちゃん。どうぞ」

「どんなカップリングが好きですかー？　やはり、ソロ×ザンが鉄板で――」

「希美ちゃん退場ー」

「おおうっ。義人せんせー、ひどい」

　その質問に暎那は首を傾げる。

「……カップリング？」

「暎那ちゃん、まだ発酵しちゃ駄目！」

　この手のことに興味を持たせてしまったら、間違いなく秀之と愛子は激昂する。義人がそのことに戦々恐々としつつもギリギリな質問コーナーは続き、一時間目は暎那の歓迎質問会のまま終わった。

　なぜうちのクラスはこんな連中ばかりなのだろうかと、義人は頭を抱えるしかなかった。




　　　　　◆




　秀之はこの日から会社に復帰していた。開発室で机に座り、凄まじいスピードでメールを返信中だ。

　開発室には五十人ほどおり、いくつかの部署がパーティションで区切られている。秀之はそんな一部署のプロジェクトリーダーだった。

「ふえー、相変わらず凄いですね。そのキータッチ」

「うん？」

　ひとりの女性が話しかけてきて秀之はその手を止める。話しかけてきたのは秀之の後輩だった。五年前に、教育を任された後輩で、今では仕事上における相棒のような存在だ。

「いや、すごい速さだなって。というか、なんでマウス使わないんですか？」

「ショートカットキー使った方が早いし、メールの処理に時間なんかかけてもしょうがないだろう。三日も休んじまったしな」

「ホントに珍しいですよね。高橋さんが風邪にかかるなんて。今年の風邪はすごいんですかねー」

「……どうなんだろうな。さて……。次はどんなバグが上がってるかを見て、その対応だ」

「あのー、でもですね」

「なんだ？」

「さっきから高橋さんの携帯、震えっぱなしなんですけど……」

　後輩の指した先を見ると、確かに携帯電話が震えている。

「……それを先に言ってくれ。優先度プライオリテイを間違えないように」

　秀之は携帯電話を手に持ち、スライドを開いてディスプレイを見た。発信者は『鞍田義人』と表示されている。

　――……暎那ちゃんに、何かあったのか？

　そんな悪い予感を覚えて、秀之は携帯電話を持ったまま開発室からロビーへ出た。

　暎那には例の携帯電話を持たせてある。秀之へと強制的に能力インストールを施すソフトウェアの入った代物を、だ。何かがあったとしても、暎那がボタンを押しさえすれば秀之は現場に急行できる。『危ない時には必ずボタンを押せ』とも言い付けてあった。

　しかし、どうしたって対処できない状況は存在する。世の中に『完璧』な防御は存在しないのだから……。

　そんな不安を抱えて、通話ボタンを押すと、

『秀之ー！　愛子ちゃんを止めてくれ！』

　情けない声が電話口から届いた。

　不意を衝かれて、秀之は首を捻る。一瞬、理解が追いつかなかった。

　しかし、暎那に何かあったわけではなさそうだとわかり、秀之はほっと胸をなで下ろす。

「なんだ。どうしたんだ」

『どうしたもこうしたもあるか！　愛子ちゃんから五分おきにメールが来るんだよ！　休み時間には電話までかかってくるし！』

「……愛されてるじゃないか」

『暎那ちゃんがな！　苛められてないか、怪我してないか、汚してないか、触ったら殺すとか、内容が怖い！　クラスメイトたちとは打ち解けてるって言ってるのに！』

「俺に止められるもんでもないしなぁ……」

『止めてくれよ、兄さん！　オレ、これで教頭から「借金の催促じゃないでしょうね？」なんて嫌みったらしく言われてるんだぞ!?』

「……とりあえず、暎那ちゃんが無事なようで安心した。じゃーな☆」

『待てゴルァ――――――――――――――――――――――――――――[image: ]』

　秀之は通話を切った。平和なようで秀之も自然と笑顔になる。今まで少しばかり心配していたが、気を楽にして開発室に戻ると――。

「あ、高橋さん。朝営業部の言ってたタスクが、たった今、確定しました。なるはやでーす」

　後輩の台詞に、秀之の顔にヒビが入った。

「今日は早く帰りたいというのに……。休んでた分、覚悟はしてたが」

「まあまあ。病み上がりでなんですが今日は徹夜ですねー。がんばりましょー。夜食、何食べますー？　どこに頼みましょーかー」

　世の中、ままならない。

　秀之は肩を落としそうになるが、

「冗談じゃない！　俺は帰る！　今日はさっさと帰るんだ！」

　と自分に活を入れた。

「病み上がりはみんな言いますよね、それ。というか、自分でフラグ立ててどうするんですか」

　そんな後輩のからかいの言葉を無視して、決意を新たにした秀之はデスクに座る。そして、キーボードを凄まじい速さで叩き始めた。




　　　　　◆




　暎那の通う小学校は午前中の授業を終え昼休みとなっていた。教壇の上では義人が弁当を広げ、その周りに五名ほどの生徒が集まっている。暎那もそのグループの中だ。

「もーらいっ！」

「彰吾！　こら、お前、人の弁当からおかずを勝手に取るんじゃない！」

「おーっ、うめぇーっ！　マジうめぇーっ！」

　すると、その隙を狙って、今度は女の子が義人の弁当からおかずを取る。

「おおう、相変わらず義人せんせーのお弁当は絶品です。このおかずのために希美は生きています」

「こら、希美ちゃん！　女の子がはしたない！」

「希美をそこらの女の子と一緒にしないでくれますか」

「少しは普通の女の子になってくれ！」

　てんやわんやの騒がしい食卓だった。そんな中、暎那はぱくぱくとマイペースで給食を食べている。

「どう、暎那ちゃん？　給食は美味しい？」

「家のご飯に比べると普通」

　ばっさりと切り捨てた。

「だよなー。給食の中にも時々おいしいおかずはあるけど、今日はいいもんがないんだよ。だから、義人せんせーがおいしい弁当なんか作って持ってくるのが悪いんだぜっ！」

「やはり美味しいものはみんなで分け合うべきだと思うのですよー」

　彰吾はおかしな責任転嫁をしつつ再び義人の弁当に手を付け、さらに希美までもが、義人の弁当を本格的に侵略し始めた。

「あ、暎那ちゃんもどうぞ。お裾分けです」

　そして、取ったおかずを暎那の皿に載せる。暎那はそれを食べて満ち足りた表情を浮かべた。

「お、お前らなぁ……。結局、オレ、半分も食ってないぞ……」

　義人は仕方なく給食の残りを取りに行く。

　ところが寸胴鍋には何もなかった。パンもない。デザートのプリンすらも存在しなかった。今日はひとり、風邪で休んでいるのに……。

「あー、残ったおかずはおれが全部食べておいたぜ！」

「いつの間に！　彰吾、お前は食い過ぎだ……」

「育ち盛りなんだよー」

　あとで出前を取るか、コンビニにでも行くか……。

　そう考えていると、腹の虫が鳴く代わりというわけでもないだろうが、義人の携帯電話が震える。メールが届いたらしい。

　12:37 『暎那はちゃんと給食食べたか？』

　12:31 『暎那、授業についていけたか？』

　12:25 『暎那が怪我してないか？』

　12:21 『暎那、困ってないか？』

　12:18 『変なことを覚えさせてないだろうな!?』

　12:15 『暎那の声を聞かせてくれ！』

　人質に取っているわけでもないのに、そういった事態を彷彿とさせるメール内容がリストに表示される。メールを無視するデメリットは大きかったが、義人は携帯電話をそっと閉じて見なかったことにした。
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　そんな義人たちの様子を廊下からこっそりと窺っていた神藤は苦笑していた。

　秀之から頼まれたのは登下校の警戒だけだが、彼女もなんとなく暎那の様子が気になったため、ずっと監視を続けている。

　――特に問題はなさそうですね。

　午前の授業を、暎那は問題なくこなしている。口数は少ないが問題や質問にはきちんと答えていたし、明るい彰吾という男の子や希美という女の子に引っ張られて、しっかりとクラスの一員として受け入れられていた。

　そして、神藤にとって意外なことがひとつ。

　それは、あの鞍田義人が教師として生徒たちに慕われていることだ。

　ロリコン気質をあまり隠さない変質者と思っていた男が、きちんと職責をまっとうしている。神藤としては生徒たちに嫌われているのではないかと思っていたのだが、まったく逆なのだ。クラスとして少々騒がしいがそれも微笑ましい程度で、学級崩壊などする気配はない。彼らにはきちんと分別が付いている。

　義人は過度な悪ふざけには真面目に怒り、わかりやすい理で諭す。ここまで真剣に教師を務めている者はそうそういないだろう。

　――見る目がないのかしら。私……。

　一瞬そう考える神藤だったが、義人の言動を思い返して、すぐにそんなことはないはずと初心に返る。

　――裕悟も子供に懐かれてたっけ。

　ふと、自身が想いを寄せる南雲裕悟のことを思い出した。

　嫌な顔ひとつせず迷子の子供をあやしたり、率先して子供たちを楽しませたりしていた。

　南雲裕悟と神藤焰の親交は実際のところそこまで長くない。現実的な期間からすれば、せいぜい半年程度だ。

　だが、そんな短い期間でも神藤は南雲とは深く結びついていた。少なくとも、神藤は南雲を心から信頼している。

　いつも一緒の幸せな日々――。

　しかし、それも長くは続かなかった。

　あの交通事故が起こった日、彼はいつまでも帰らず、携帯電話に連絡すら付かなかった。

　南雲が交通事故に巻き込まれたと考え、神藤は必死で彼を捜した。だが、彼は見つからなかった。どこの病院にも搬送されていないし、遺体も発見されていない。

　考えられる最悪の事態としては焼失ということになるが、現場には彼の骨すらも残存していなかった。そのことに、実は巻き込まれていないのではないかという考えが頭をもたげたこともある。

　しかし。

　家から出ていった時間。目的地。そして、南雲の歩く速度。

　これらを熟慮した結果、南雲はかなり高い確率で中心部に近い交差点にいたという結論が出たのだ。

　――そもそも、巻き込まれていないのであれば帰ってくるはず……。

　結局、南雲は事故に巻き込まれた行方不明者として処理された。その後、特別失踪として失踪宣告を受け、一年後には死亡扱い。葬式をすませ、戸籍も抹消された。

　だが、彼女だけは南雲が生きていると信じているのだ。南雲裕悟は死なずに、どこかで必ず……。

　すでに寂しさという感情など消し去ったと思っていた。そんな感情を抱いている暇があるなら、南雲を捜していた方が有意義だと……。

　彼女はこれまでずっとそうしてきた。『電子妖精』に協力したのは、それが一番近道だと考えたからだ。

　――でも……。

　やはり、ひとりでいるのは寂しかったのかもしれない。

　不覚にもそんなことを神藤は自覚してしまった。







　放課後を迎えて、下校する生徒が少しずつ正門から出てきた。

　神藤はそれを遠目から眺めて、暎那が出てくるのを待つ。

　そんな中、神藤は妙な気配を覚えていた。何かよからぬことを起こそうとする時に滲み出る負の気配だ。

　――気のせいだといいのだけど、……いや。

　神藤は楽観的にはならず、注意深く周囲を探る。しかし、はっきりとしたことはわからなかった。

　それから少しして暎那が正門を通る。あの彰吾という男の子や希美という女の子とも一緒だ。

　正門を出た暎那たちを神藤は静かに追う。妙な気配に変化はない。ひとまずは警戒を続けながら三人を尾行した。

　尾行相手の彼らは周囲の気配に気付くこともなく和気藹々と歩いている。とは言っても、彰吾と希美が喋り続けて、暎那はそれに対して大人しく頷いたり首を振ったりしているだけだ。一応、それで会話は成り立っているらしい。

「なー、えーなってさー。『魔砲王女レトリックれい』って見たことあるか？」

　暎那はふるふると首を振っている。後方で耳を澄ませていた神藤はアニメか何かの話だろうと推測した。

「見たことないのかー。ちょー面白いから見てみるといいぜ！　夜の三時ぐらいからだけど！」

「夜更かし、だめ」

「マジかよ？　じゃあ、録画してもらえばいいんじゃないか」

　こくりと頷く暎那。

　続いて希美が暎那に話しかける。

「では、えーなちゃん。執事喫茶ってご存じですかー？」

「しつじきっさ？」

「執事さんがウエイターをやってくれる喫茶店なのですよー。面白いのですよ？　帰ったら、お兄さんに訊いてみてくださいねー」

　再び、こくりと頷く暎那。

　傍から聞いている神藤は暎那が妙なことを覚えさせられているのではないかと不安を覚えたが、子供の言っていることだから特に害はないだろうと判断した。そのまま尾行を続ける。

　それからしばらく歩いて、三人は十字路で別れた。

　暎那がひとりになる。神藤はすぐさま意識を集中し、周囲の気配を探った。妙な気配は濃くなっている。危険な兆候だが、その分、相手の位置の特定が可能だ。

　――一、二、三……十人以上。……かなりの数ね。

　暎那から目を離さないようにして、もっとも近くで気配を発している場所を突き止める。

　そちらに向かい、人影を確認。

　気配を殺して人影との距離を詰める。

　背後に回り、一瞬にして相手の腕を背中に回し極めた。

「ひっ……!?」

「動かないように。動いたら燃やします」

　神藤は冷徹な声で脅しながら問い掛ける。間違いなく『電子妖精』絡みだろう。

「目的は。三秒以内に」

「……た、高橋暎那の保護」

　保護とはよく言ったものだなとも思ったが、今は気にするべきところではない。すぐに質問を再開する。

「命令は誰から？」

「し、知らない……」

「『カスタマー』ですか？　それと人数は？」

「『カスタマー』だ……。十五人いるはずだが……」

　そこまで聞いて、神藤は頸動脈を親指で押し込んだ。男は呆気なく気絶する。

　――面倒だけどひとりひとり、片付けていくしかないわね。

　だが、そんな暇は与えられない。すぐさま、他の連中が動き出したのだ。

　周囲に人気もなくなっている。神藤はすぐさま理解した。暎那の帰宅ルートに人を近づけないようにしたのだと。それは神藤が愛子を攫さらうのに使ったのとほとんど同じ手口だった。

　そして、敵のひとりが後ろから暎那へと近づく――！

　神藤は手に炎を生じさせる！

　――我が内で滾たぎる業火の魔神ムスペルよ！　折にて真ま火ひの片鱗を賜らん！

　心の中で詠唱し、その炎を暎那に向かって投げつける。暎那を燃やすように設定はしていない。敵のみを燃やす炎だ。

「うおっ！」

　炎に気付いた敵が後退して炎を避ける。

　だが、暎那もその炎に驚いて避けてしまった。しかも、その時の行動で暎那の胸ポケットから携帯電話が飛び出す。秀之に危険を知らせる手段がその手から遠く離れた。

「あ……」

　暎那はそれを反射的に取りに行く。

　そこを狙って、敵のひとりが暎那に接近する。今まさに、暎那を抱きかかえようとしていた。

　――間に合わない！

　焦りながらも神藤は暎那を取り返す算段を付けようとするが――。

　そこへ、凄まじい速さで影が敵へと襲いかかった。衝撃を受けて敵が吹き飛ぶ。

　敵を吹き飛ばしたのは――鞍田義人。

　異能レベルの力を持たない身でありながら、神藤を最後まで苦しめた男だった。




　　　　　◆




　――尾行しておいて正解だったな。

　義人は暎那に迫る敵をひとり片付けたあと、心の中で安堵する。

　神藤を信頼していなかったわけでもないし、暎那が持っている非常手段に不備が出ると考えたわけでもない。

　しかし、不測の事態はどうしたって起こるものだ。義人は今までの経験からそれが身に染みている。

「神藤焰！」

　義人は暎那を守っていた女性の名を呼ぶ。返答はなかったが、続けて声を荒げた。

「暎那ちゃんを守ってろ！　オレはコイツら全員を片付ける！」

　そして、義人は暎那の傍を離れる。神藤に折られた骨は完治していないはずだが、そうとは思えないほど俊敏な動き。そのまま、すぐ近くの路地に隠れていた敵に一撃を加えて昏倒させた。

　さらに壁に手をかけ、手際よく家の屋根に登る。そして、鋭い蹴りで屋根にいたふたりを地面へと叩き落とした。地面に落ちたふたりは、その衝撃で呻き、そのまま無力となる。

　義人は屋根から壁を伝って、地面へと舞い戻った。

　そこへふたりの男が暎那に迫る。

　しかし、その眼前には神藤が立ち塞がった。義人に言われてから、すぐに暎那の下に駆けつけていたのだ。

　ふたりは彼女の圧倒的な力で壁まで吹き飛ばされ、あっさりと気絶した。

　義人は一旦、暎那と神藤の傍へ戻る。

「大丈夫？　暎那ちゃん」

　暎那はこくりと頷く。怯えた表情などまったく見せない。強い意志の宿った目だ。

「助かりました。鞍田さん」

　神藤が安心したように、義人へ礼を述べた。

「礼はコイツらを全員片付けたあとだ」

　それから義人と神藤は暎那を挟むようにしてお互い背を向ける。どこから攻撃が来ようと幼き少女を守ると言わんばかりに。

　どれだけ有象無象の『カスタマー』たちが襲おうと、そんなふたりに敵うはずがなかった。







　すべての敵を倒し、神藤と義人は悠々と暎那を送る。そして、しばらくして家に着いた。

　家の中に入る途中、暎那は振り返り、

「ふたりとも、ありがとうございました」

　深々とお辞儀する。

「気にしないでいいよ。暎那ちゃんのことはくれぐれもって秀之に言い含められてるからね。それがオレの仕事だから」

「私も同じく」

　暎那はその返答に少しだけ照れたのか、今度は小さなお辞儀をして家の中に入っていった。

　無事、暎那を送り届けたふたりはほっと一息吐く。もっとも、まだ家には誰も帰ってきていないから、愛子が来るまでは待たなければいけないのだが……。

　ふと、神藤が義人に向き直る。

「やはり、あなたは強いですね。それに状況判断も的確でした」

　そんな賞賛に、義人は頭を振った。

「強いだけで言えば、あんたの方が強いだろう。オレはこれ以上強くなるにしても、あんたほどの境地に至るには時間が足りない」

「しかし、私が炎を封じられれば、あなたには勝てません」

「単純に体の使い方や戦闘慣れの問題だ。あんたが力を使いこなせば、オレはどうやったって、あんたには勝てない。経験以外の点ではすべてにおいて負けてる。認めたくはないけどな……」

　義人は悔しそうに歯がみする。それを見た神藤は不思議そうな表情を浮かべた。

「意外ですね。あなたはそういった強さの順列にはこだわらない方だと思ってたんですが……。自分の仕事ができればいい方かと思ってました」

「馬鹿言うな。オレだって歴れつきとした男なんだぜ？　身体能力で言えば、ホルモンの違いとかで不利にならざるを得ない女に負けたなんて悔しくて堪らないさ。ああ、オレはまだまだ精進が足りなかったんだな、ってな」

「私のこの力は生まれついてのものです。男女の区別など関係ないのでは……」

「関係ねーよ。偏見だけど、単純に女に負けたくないってだけだ。意地の問題だよ」

「意地、ですか……」

「プライドまではいかないけどな」

　義人は鼻を掻きながら顔を逸らした。頰ほおが赤く、まるで照れているようだ。

　それを見て、ふっと神藤の顔が緩む。

「少しだけあなたのことを誤解していました」

「どんな風に？」

「ただのロリコンです」

　神藤が遠慮なく指摘すると、義人は怒ることなく笑った。

「ただ、それ以外の部分で信頼に足る方だとわかりました。高橋秀之さんがあなたを信頼している理由もなんとなく。生徒たちからも慕われているようですしね」

「ま、子供たちは未来の財産だからな。なんにせよ、信頼されたのなら……まあ、嫌な気分ではないな」

「ふふっ」

「……オレもちょっと意固地になってたが、例の件。一応、代替案は考えてきた。さすがに同居は無理だが、オレの部屋の隣がちょうど空いてる。そこを借りてくれ。管理人にはあらかじめ言っておく」

「いいんですか。私は二十四歳ですよ？」

「同居じゃないならどうでもいいよ。それにあんた体感年齢で言えば八歳だろ」

「は？」

「八年前の事故から半年前に顕現したってことは、そういうことなんじゃないのか？　顕現前の経験が記憶に基づくものなのか、実際の経験なのかは判別は付かないがな」

「……そういう考えをしますか」

「それに、さすがに嫁入り前の女性と同居していいと思うほど非常識じゃねぇよ。秀之は極端な理系脳で効率重視だからその辺りに気が回らない。まあ、許してやってくれ」

「……まあ、あの人は少し気が利きませんね。確かに」

「あいつはオレたちが切磋琢磨して強くなることまで想定してる。そう言った意味では間違っちゃいないんだがな」

「ええ。では、お互いに……」

「ああ。あいつの望み通り、強くなってやろうじゃないか」

　そこで、ふと思い出したように神藤が尋ねる。

「そう言えば、あなたは料理が上手という話を聞きましたが」

「ああ。まあ、そんじょそこらの三つ星レストランには負けない自信があるぞ」

「……教えてくれませんか？」

　彼女の料理の腕は少々残念だった。作った料理を義人に鼻で笑われた神藤が彼の評価を下げるのは近い未来の話である。
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「ただ……いまー……」

　夜九時。暎那に危機があったことなど露ほども知らない秀之が帰宅する。精気をほとんど奪われたような顔色だった。

　――あの作業をすべて終わらせたぞ……！　やればできるじゃないか、俺！

　実際、帰宅時間はいつもよりもかなり早い。なんだかんだで、やはり兄として暎那のことが心配で早く帰りたかったのだ。

「おかえりなさい」

　暎那がぱたぱたと出迎えてくれる。秀之は少しだけ感動して泣きそうになった。

　――迎えがあるっていいことだなぁ。

　それが暎那であれば、当然のことだ。

「暎那ちゃん。学校、どうだった？」

「新しいことがいっぱいだった」

「それはよかった。友だちはできた？」

　そんな質問に暎那はすぐにこくりと頷いた。

「彰吾と希美が友だち」

「そっか、よかったね。今度、家に連れて来るといいよ」

　秀之は優しく暎那の頭を撫でる。

　そんなことをしながらふたりで居間に入ると、

「おかえり」

　愛子が珍しく秀之に挨拶をした。しかも、もっと珍しいことに見るからに上機嫌だ。

「ただいま、愛子」

「飯が冷蔵庫の中に入ってるから、温めて食っとけよ」

「……よく俺が夕飯食べてないってわかったね？」

「今日は夕飯食う暇があるなら、その時間を仕事に当てて帰ってくると思ってたからな。それに暎那がちょっと手伝ってくれたし、お前だって食いたいだろ」

「お？　暎那ちゃんが手伝ったの？」

　秀之が暎那に顔を向けると、恥ずかしそうにこくりと頷く。

「ジャガイモとか、餃子の餡あんとか、いっぱい混ぜた」

「そっかー。じゃあ、味わって食べさせてもらうよ」

　愛子の機嫌がいい理由は暎那が料理を手伝ったことかもしれないと秀之は推察した。

　――そりゃ、嬉しいだろうね。俺だって嬉しい。

　それから秀之は冷蔵庫に入っていた皿を取り出し、いくつかをレンジで温めていく。今日のおかずは鶏肉餃子、ジャガイモサラダ、そしてカツオの刺身だ。

「……って、カツオ？　なんで？」

「お袋が送ってきた。美味いからっつって」

「相変わらず、適当だな……。もしかして、一匹丸ごと？」

「難しいから苦労したぞ。明日には生で食えなくなるから切ったのは全部食っとけよ」

「了解ー。じゃあ、生姜おろさないと……」

「生姜は野菜ルームに入ってっから。それじゃ、あたしは風呂入ってくる」

　バスルームへと向かう愛子を見送ってから、準備を終えた秀之は夕食を食べ始める。

　――うん。やっぱり、愛子は料理上手いよ。食べてるとほっとする。

　それに暎那が手伝ってくれたのだ。いつもより美味い。

　そんな兄馬鹿なことを思いながら、秀之は次々におかずを口に運んだ。

　そして、そろそろ秀之が食べ終わろうかという頃合いで暎那が秀之に問い掛ける。

「秀之。執事喫茶って知ってる？」

　秀之は思わずご飯粒を噴き出しそうになるのをどうにか堪えた。

「……どこでそんな単語を知ったのかな？」

「希美が面白いって言ってた」

「妙なことを知ってる小学生がいるな……」

　秀之の表情に不安が滲み出る。

「面白いかどうかはともかく、暎那ちゃんにはちょっと早いんじゃないかなぁ……」

「そう……」

　暎那はしゅんと俯いた。拗すねているわけではないだろうが、教えてもらえなくて悲しそうな表情だ。

　暎那の質問はさらに続く。

「じゃあ、『魔砲王女レトリックれい』って知ってる？」

「……それは、どこで？」

「彰吾が言ってた」

「面白いとは思うけど……」

　秀之は教えることを躊ちゆう躇ちよする。主人公は幼い少女で傍目には子供向けに見えなくもないが、実際に見てるのは大きいお兄さんが多いというアニメだ。深夜に放送しているという問題もあるだろうが、世間からはそう見られている。

「だめ？」

　再びしゅんと落ち込むように俯く暎那。

　――教えてもいいかなぁ。面白いアニメであることには違いないし。

　暎那が何事にも興味を持つのはいいことだ。その上、もしクラスの中で流行ってるとしたら、話題に付いていけなくて仲間外れにされることも考えられる。

　そんなメリットとデメリットを秀之は頭に浮かべた。

「いや、大丈夫だよ。見るだけならね」

「本当に？」

「ただし、深夜のアニメだから録画したものを見ること。何時間も続けて見ないこと。それさえ守ってくれればいいよ」

　暎那は素直にこくりと頷く。

「じゃあ、学校から帰ったらひとりで見られるようにレコーダーとかテレビの操作方法を教えておこうか。今までの録画分もこの中に録ってあるしね。こっちのリモコンが……」




　……この時の会話を愛子が風呂に入らず聞いていたら秀之を殴ってでも止めていただろう。秀之は少なくとも相談をするべきだった。

　秀之はかなり気楽に考えていた。お互いに共通の話題ができれば、それはそれでいいことだと思っていた節もある。

　この日から、暎那は急速にアニメやゲームの知識を吸収し――。

　そのことに気付いた愛子が、見るも無惨な酷い体罰を秀之に与えることになるのだが、それはまた別の話だ。
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　義よし人ひとさんは学校での暎えい那なちゃんのことを語ってくれた。なかなか面白い日々を過ごしているらしい。

　だけど……。

「それ。愛あい子こ、知ってるんですか？」

「……知られたら、オレ、死ぬかもしれない。大体、秀ひで之ゆきのせいってことになってるし」

　秀之さん、不憫すぎる。

　愛子、暎那ちゃんを溺愛してるからなぁ。

「ま、色々あったけど、収まるところに収まってよかったよ」

　そして、義人さんは遠い目をして、そんなことを呟いた。
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　高たか橋はし家の居間は元日から妙な雰囲気になっていた。

　長女の愛あい子こが怒っているわけでも、長男の秀ひで之ゆきが茶化しているわけでもない。珍しく緊張感が漂っている。とはいえ、それも当たり前の話だ。

「私の記憶が戻ってる」

　そう暎えい那なが秀之に告げたのだから……。

　今は高橋家の次女となっているが、彼女が『フェアリーテールシステム』に属する管理者である以上、その情報は紫し乃のの回復を目的としている秀之にとっては聞き逃せない。

　しかし、暎那の表情は微かに不安げだ。

「ただ、記憶があるだけで、それをどう説明するべきかはわからない」

「問題の解答だけがある、って感じかな？」

　秀之が尋ねると暎那は、いつもと同じようにこくりと頷く。

　それは暎那がこの家にやってきてから変わらぬ動作だ。自己封印を解かれ、ＮＯ．８７となってしまった時の彼女とはまったく違う。

　秀之はそんないつもと同じ暎那に、ひとり安心した。

「じゃあ、こっちが質問をすれば答えることはできるってことかな？」

　暎那は頷く。そんな暎那はやはりまだ不安顔だ。それは期待に十全に応えられないことで、失望されないかという不安である。

　だが、秀之はとてもありがたいと言わんばかりに笑顔を浮かべた。暎那もほっとした表情で微笑む。

「それなら、さっそく聞かせて欲しいんだけど『フェアリーテールシステム』って何？」

「『関係接続因子集積装置』」

　秀之はさっそく尋ねたものの、暎那の答えはとても端的だった。愛子は「難しい話はパス」と言って、早くも話の理解を諦めた。

　一応、秀之の記憶の中に『関係接続因子』という単語はあるが、詳細はわからないままだ。対になる単語に『関係崩壊因子』があるのも武たけ紀のりから聞き及んでいるが、それがどのような結果をもたらすのか、はっきりとわかっていない。

「『関係接続因子』と『関係崩壊因子』っていうのは？」

「『関係接続因子』は『関係崩壊因子』を打破するもの。『関係崩壊因子』は、この世界で喩えるならば、ウイルスが近い」

「ウイルスって、生物感染のウイルス？　それともコンピュータウイルス？」

「両方の特性を備えている。脳や遺伝子に感染し、その感染者に対して、ある現象を起こさせる」

「ある現象？」と秀之は訝いぶかしげな顔を作る。

「感染者を中心に小規模の異世界を作り出し、現実との関連性を絶つ」

「……なんか『フェアリーテールシステム』のレイヤーみたいな話だね」

「それは正しい解釈。元々、レイヤーは『関係崩壊因子』の現象を模倣したシステム。唯一違うのは、現実との関連性を絶っていないこと」

　ここまで聞いて、秀之にも話の筋が見えてきた。

　今まで見聞きしてきた情報と、暎那の話を合わせ、ある仮説を立てる。

『関係接続因子』というのは、『関係崩壊因子』を打破するもの。

　そして、『フェアリーテールシステム』は、『関係接続因子集積装置』で、『関係接続因子』を集めている。

　また、ウイルスに近いという『関係崩壊因子』。

「もしかして、『関係崩壊因子』は世パ界ン的デ大ミ流ッ行クを起こしたのか？」

　暎那はこくりと頷いた。その表情には、言い当てたことに対する驚きも混ざっている。

「どのぐらいの規模だったのかな」

「『関係崩壊因子』に罹り患かんしていない人間は、世界で一パーセントを切っている」

「一パーセントを、切った？」

　暎那はこくりと頷いた。

「それじゃ、ほとんど滅亡に近い……。もしかして、その話は遠い未来の話？」

「今から約千年後」

　気の遠くなるような年月だった。しかし、それはいつか必ずやってくる時代だ。

「タイムトラベルか……。未来で実現するんだね」

「ただ、過去に生物を送ることは私たちの時代では禁じられてる」

「そうなんだ。暎那ちゃんは、違うの？」

「生物はダメ。でも、有機情報なら可。私たち管理者は、ＮＯ．０からＮＯ．９９まで全員、脳を有機情報に変換している。『フェアリーテールシステム』を過去に送るために情報の圧縮も必要だったから」

「じゃあ、元は人だったってこと？」

　暎那はいつも通りこくりと頷く。

　しかし、それは人の身をやめてしまったということで、軽い話ではないはずだった。少なくとも秀之にとっても。そして、愛子にとっても。

　ふたりの表情から気持ちを察したのか、暎那はすぐにフォローする。

「世界を救うために、自分で決めたこと。ふたりは気にしなくていい」

　愛子はそれを聞いてから、暎那の頭を優しく撫で始めた。少しでも暎那に何かをしたかったようで、その眼差しはとても優しい。

　そんなふたりに和なごみつつ、秀之は話を進める。

「『フェアリーテールシステム』を使うことで現実は変わってるよね？　暎那ちゃんたちのいた未来は変わらないの？」

「変化しないように細心の注意を払っている。私たちの目的は、あくまでこの時代の人たちが生み出す『関係接続因子』。それを未来へと送れればいい」

「もしかして、それを促すのが『カスタマー』であり、ゲームのシナリオということなのかな？」

「そう。『カスタマー』に物語をなぞらせ、『ビジター』と絆を結ぶ。そうすることで『関係接続因子』は発生する。そのために『フェアリーテールシステム』が『カスタマー』として選出するのに条件をつけている」

「条件、か……」

「その人物の現実をどう弄ろうと、現実に対して多大な影響を与えない人物。『運命影響値』と呼ばれる数値が著しく低い人物。いてもいなくてもいい。それが『カスタマー』に選出される条件」

　暎那の言葉を自分なりに解釈し、秀之は問う。

「それって『カスタマー』にならなければ、子供も産まないし結婚もしないってことになるのかな？　その人自身が大したことを成さずとも、子供や子孫が成すこともあるだろうし」

　躊ちゆう躇ちよするように、暎那はこくりと頷く。

　――いてもいなくてもいい、か。

　秀之は心の中で暎那の言葉を反はん芻すうする。その内容に心当たりもあった。

　中学から高校にかけて、秀之はまるで何もできず、友人との関係を作れない人間だった。彼が『キセキ』を投影する前は引き籠もりになっていたこともある。

　――あのまま投影せずにいたら、俺は結局何もできなかっただろうな……。

　紫乃と出会い学校へ通うようになって、義よし人ひとと出会い友人との絆を作ってもらえた。

　だが、紫乃にもらった恩を返すことなく、彼女は意識不明の重体になってしまった。

　無力だった。まさしく、いてもいなくてもいい人間。

　そんな人間だと、秀之は自覚していた。

　それでも、秀之はそこで諦めなかった。紫乃や義人と触れあうことで、少しずつ自分を変えていったからである。今でも、まったく諦めてなどいない。

「なるほど。『フェアリーテールシステム』の目的はわかったよ」

　秀之の表情は、真実を知ったからか晴れ晴れとしていた。知らず識らずのうちに協力させられてたことなど気にならない。ゲームの投影という現実じゃできないことの代償だと思えば安いものだ。

　それ以上に、秀之には気になることがあった。

「紫乃を救う方法を教えて欲しい。〝オクトー〟は『フェアリーテールシステム』には無理だと言っていた。だけど、方法そのものはある、と……」

　暎那は情報を探っているのか、少しの間口を噤み、しばらくしてから語り始める。

「難しい問題。人物クラス――その人を間近で調べることができれば、もっと何かわかるかも……」







　それから秀之はすぐに行動を開始した。

『フェアリーテールシステム』の掌握を狙う『電でん子し妖よう精せい』のことや、幾度となく助力した武紀がレイヤーを移動したあとどうしたのか。思うところはあるものの情報がない以上、まずは自分のやるべきことを優先し、秀之は病院へと向かった。

　すなわち恋人である紅くれ沢さわ紫乃の見舞いと――彼女を眠りから覚ます情報を得るために。

　現状、秀之に彼女を起こす術はない。『フェアリーテールシステム』にも不可能だと言われた。しかし、システムの管理者のひとりである暎那から説明を受けてから、まずは情報収集という形で、紫乃を見舞うことにしたのだ。

　もちろん、良い結果が出るとは限らない。だが、どんな細かな事実でも秀之にとっては得難い情報だ。

　気持ちが逸る。病院内を歩く速度も心持ち、速くなる。

　一秒でも早く紫乃を起こさなければならない――そんな使命感に駆り立てられた。

「おい、はえーよ。がっついてるみたいでかっこわりーぞ」

　見舞いについてきた愛子にそれを指摘され、秀之は少し頭を冷やす。

　――我ながら余裕がなくなってたな……。とはいえ、それも仕方ない。

「最近、紫乃に会いに来られなかったからね。少し気持ちが逸ってたかな……」

「紫乃さんは逃げねーよ。面会時間の終わりが迫ってるわけでもねーんだし、落ち着け」

「うん。悪かったね、愛子。それに暎那ちゃんも」

　秀之が謝ると、暎那はふるふると首を振った。

「どれだけ速くても秀之に追いつくのは容易」

「……いや、そういうことじゃなくてね」

　暎那の見当違いな返答に、秀之は困った表情を浮かべる。そんな会話をしながら、三人は紫乃の病室へと入った。

　病室の中は特に変わっていない。多数のチューブが彼女の体と繋がっているのもまったく同じだ。

「最近、来れなくてゴメンな。紫乃」

「紫乃さん、久しぶりです」

　ふたりが無言の紫乃に話しかけ、返答を期待せずにこれまで起こったことを語る。

　満足するまでそんなことをして――。

「それじゃ、暎那ちゃん。お願い」

　秀之に促されて、暎那はこくりと頷く。

　暎那は紫乃に近付き、額に軽く手を触れた。まるで熱を測っているような姿勢だ。

　そして、小さく呟いた。

「ＮＯ．８７。『フェアリーテールシステム』へアクセス。上位管理権限を受託。『キセキ』レイヤー。対象、キャラクターナンバー１。人物クラス。ライブラリコマンド、メモリーダンプ」

　緊張した面持ちで見守っていた秀之と愛子だったが、拍子抜けするほど早く終了した。

　暎那は秀之たちに向き直る。

「どうだった？」

「詳細な原因が判明」

　秀之の表情が一瞬笑顔に変わろうとしたところで、

「でも――」

　と、暎那は首を横に振った。

「私や『フェアリーテールシステム』には不可能な修正。彼女が眠っているのは、とてもとても細かいことを起因とした上で、大きな問題を発生させてしまったせい」

「……どういう意味かな？」

「まず、ひとつ。大きな問題として『関係崩壊因子』に罹患している」

『関係崩壊因子』。

　秀之が以前、武紀から聞いたのは『他人が興味をなくすようになる因子』ということだ。武紀がその因子に関する一連の事件を解決したあとに、『自己嫌悪』に起因しているのではないかという予想も秀之は聞いている。

「彼女が、自己嫌悪……？　あ、いや、ごめん。わからないことがあったら、後でまとめて聞くから説明を続けて大丈夫だよ」

　暎那はこくりと頷いて説明を続けた。

「『関係崩壊因子』が作り出すのは一種のセキュリティシステムのようなもの。これがこの人の修正するべき点を阻害している。たったひとつのフラグが原因」

「たったひとつのフラグ？」

「シナリオでやるべきことをやらなかったこと」

　それは秀之が使えた奇跡の力を、本来使う紫乃ではなく、事故で死にそうだった愛子に使ってしまったことだ。たったひとつのフラグ。しかし、そのフラグが立たなければゲームの進行には差し支えがでる。

　たとえ、どんなゲームであってもフラグは存在する。フラグと言ってもプログラム的にはただの変数だ。数字でしかない。そして、それらをすべてマシン語に直せば、０と１の組み合わせとなる。今回の場合、何万何億もの数字の中にあるたったひとつのフラグを、セキュリティを突破しつつ狙い打つ必要があるのだという。

「『関係崩壊因子』にさえ、罹患していなければ容易に治すことができる」

「だけど、それはできないんだよね……？」

「原因そのものを取り除くことは可能。ただ、セキュリティの問題で病巣を摘出するにあたって、全てを切り取ることになる。フラグの狭い部位を狙い打つのは困難」

「難しいことはわかったよ。ちなみにシステムで原因を取り除いたらどうなるのかな」

「何かしらの異常を引き起こす可能性が高い。そもそも存在を保てるかどうかも不確定で、存在を保ててもそれは別人になる」

　システムは大規模な改変しかできない、と暎那は補足する。

　どうすればいいのか、秀之が考えていると――。

「ま、システムも万能ではないということだよねー」

　そこへ場違いな子供の声が響き渡る。

　三人がいっせいに振り返ったその先には、昨日暎那を巡って争った寫しや取とりが立っていた。












「お前、なんでここに……」

「僕に行けない場所なんかないよー。僕のスキルを考えればわかるっしょー？」

「今更、お前が突然出てきたことに驚くほど殊勝な性格はしてない。俺が聞きたいのは何をしにきた、だ」

　秀之は油断なく寫取を睨み付ける。見た目が小学生とはいえ油断できる相手ではない。

「ま、言ってみれば、相談ってことになるのかな？」

　そう言って、寫取は無邪気に破顔した。







　一旦、秀之と寫取は廊下に出る。秀之としても目の前の、少年のような容姿を持つ危険人物を、ふたりと同じ部屋にいさせたくないのは明らかだった。

「で、どういうことだ」

「まあ、端的に言うとね。ＮＯ．８７――暎那の力を借りたいんだよ」

「……俺がそれを許すとでも？」

「できれば許してほしいねー。もちろん、ただとは言わないよー。君の彼女、紅沢紫乃を目覚めさせる手助けをしよう。僕が持ってる異能の中には、その手のことを解決するものもあるしねー。上手くいくかどうかはやってみないとわからないけど」

「……信用できるか。紫乃に何をされるかわかったもんじゃない」

「つれないねー。でも、少し考えてみてごらんよ。僕が彼女に何かする理由もないだろう？」

「人質にする、誘拐する――彼女を使って俺を脅すことは可能だ」

「なるほど、言われてみれば確かにねー。だったら、暎那に言って僕の使うスキルを調べてくれればいい。少しでも怪しい動作をしたら、攻撃してきてくれて構わないしねー」

　秀之としても、これが本当に好意によるものであればありがたい提案ではある。

　寫取自身の『フェアリーテールシステム』への造ぞう詣けい。プログラム技術。そして、異能の豊富さ。どれをとっても申し分ない。

　――虎こ穴けつに入るか……？　いや、保険はかけるか。

　秀之は携帯電話を操作し、『能力インストール』をした。今秀之に入った能力は噓を見抜く目と異能を感じ取る五感だ。

「そんなことしなくてもいいのにー。僕が言ってるのは本当だよ？」

　目で寫取を見る。噓は感じ取れない。異能も発生させていなかった。

「……じゃあ、もうひとつ。暎那ちゃんに何を頼む気だ」

「うーん。その時になったら話すでいいかな？　ぶっちゃけ、できるかどうかわかんないし、できなければできないで諦めるしねー」

　もし、それができない相談となれば、寫取は紫乃を見るためだけに来たことになる。

　しかし、それでも寫取は噓は言っていない。秀之の目はそれを感じ取った。

　――何を考えているんだ、こいつ……。

　疑問は尽きなかったが、ひとまず寫取の言う通りにすることにした。







　紫乃を目の前にして、寫取はずっと紫乃を見ている。怪しい動きは一切見せていなかった。

「あの人は真面目に調べてる」

　暎那もそう保証する。

　――何が目的なんだか……。

「暎那ちゃんは、あいつの使う異能を使えたりしないの？」

「使える。でも、それはシステムからの介入という形でカテゴライズされ、攻撃性プログラムとなるからセキュリティに検閲される。その点、『カスタマー』が使う場合、攻撃性でなければ、いくつかセキュリティを素通りできるものがある」

「なるほどねぇ……。結構、それって不便じゃない？」

「そもそも、私たちはこういう小規模な介入を想定していない」

　秀之と暎那がそんなことを話していると、寫取が秀之へと向き直った。

「とりあえず、どうすればいいのかはわかったよー」

「本当か!?」

「ただ……、悪いねー。たぶん、僕の異能でも起こすのは不可能だ。僕の持ってる異能の中で彼女を起こすための異能は全部攻撃性になるから。だけど……」

「だけど？」

「話をすることならできる。短い時間――一分ぐらいだけどねー」

　起こすことはできない。だが、話をする。声を聞く。それだけでも秀之からすれば待ち望んでいた奇跡だった。

「今すぐでもできるけど……。やる？」

　秀之は無言で頷く。

　すると、寫取は何事か小さく呟き、紫乃の頭に軽く触れた。

「彼女の手を握って」

　言われた通り、秀之は毛布を少しだけめくり、露になった手を握りしめる。

「じゃ、ごゆっくり」

　あっさりとやるべきことを終えた寫取は病室から出て行った。暎那も愛子を引っ張って、それについていく。病室には紫乃と秀之だけが残された。

『秀之……？』

　そして、待ち望んだ愛しき女性の声が秀之の脳内に響く。







　紫乃との会話を終えた秀之は、決意に満ちた目で病室を出てきた。

「どうだった？　聞くまでもないことかもしれないけどさー」

　廊下で待っていた寫取が、無邪気に聞いてくる。

「お前にあんまり言いたくはないんだけど……。ありがとう」

「ははっ。あれだけ僕らを嫌いな君がそんなことを言うなんてねー。彼女のこと、本当に好きなんだねー」

「……言ってろ。で、お前が暎那ちゃんにやってほしいことってのは何だ？　約束だし、まずは聞こう」

　秀之がそう尋ねると、寫取は気まずそうな顔をした。

　しかし、それも一瞬。すぐに普段通りの表情に戻る。

「ま、ここでするのも何だし、一階にある喫茶店で話そー」

　秀之たちは一階へ移動し、喫茶店に入る。

　そして注文してから寫取はその頼みを説明し始めた。

「僕の望みはただひとつ。簡単に言えば過去を変えたいんだよねー」

「何を言ってるんだ、お前は……？」

　秀之としても予想外の話だったのだろう。顔が引きつっていた。

「冗談でも何でもないんだー。僕が『フェアリーテールシステム』を追い求めてるのも、『電子妖精』で牟む田た口ぐちに協力していたのも、すべてそのためだよー」

　口調は冗談めかしたものだ。だが、今までにない真しん摯しさは微かにわかる。

　そこへ暎那が答えた。

「過去は変えられない」

「君たちの未来が変わらなくても？」

「不可能。私たちは未来を変えるために来たわけじゃない。私たちの力はさらなる未来に向かっていて、過去を変えることを許容していない」

「……そっかー。やっぱ、だめかー」

　頭で手を組み、椅子の背もたれに背中を預ける寫取。しょうがないなぁという素振りを見せているが、そこまで悔しさは感じられない。

　紫乃と話をさせてくれたという恩があるからかもしれない。秀之は思わずといったように尋ねた。

「過去を変えたいって……。何があったんだよ」

「親を、殺したんだよ。異能でね」

　寫取もそれに躊躇もなく答える。秀之は一瞬、言葉を失った。

「僕が今よりももっと昔の人間で日本人でもないとは言ったよね？　当時、僕がいた国はヒドい有様でね。特に上の人間が。で、こんな力を持ったものだから、当時の腐った王政を打倒する革命軍のトップに担ぎ上げられたんだよ。その時に親は僕が目を離した隙に殺された。内通者のせいでね。結局、僕が気力を失って革命軍は解散。僕は逃げ切ったけど、他のみんなはほとんど捕まっただろうね。どうなったのかは、まあ、あの時代だから。こんな平和な場所で語るような話じゃない」

「……本当か？」

「僕が本当のことを言ってるかどうかはわかるでしょ？　君はそんな異能を使ってたし」

　確かに秀之がその異能の目で見る限り、噓はついていなかった。

「『カスタマー』ってのはどうしたってダメなのかもねー。革命にも失敗したし、不手際で自分の大切な人の命も奪われた。自業自得だとはわかってても、やっぱり取り戻せるなら取り戻したいのさ」

「………」

　秀之は何も言えなかった。

　寫取の背負っているものが予想以上に重い。暎那ができないと語る以上、秀之にどうにかできるような話ではなかったが、それでも同情はしてしまった。

「ま、なんとなく想像はついてたし、これで諦めがついたよー」

　寫取はレシートを持って立ち上がり、レジに向かおうとする。

「あ、そうだった」

　そこへ寫取が何かを思い出したかのように秀之へ告げた。

「そろそろ牟田口がプロジェクトを発動させるよ。『プロジェクト・ジェミニ』ってね。システムを掌握するための、本命のプロジェクトだ」

「……おい。いきなり、なんでそんな情報をよこす？」

　しかも、これも秀之の目で見る限り真実だ。

「どうも彼に良いように使われただけみたいだったからねー。不覚だったよ。だから、意趣返しみたいなものだから。じゃ、頑張ってー」

　去ろうとする寫取を秀之は引き留める。

「待てよ！　だったら、もう……」

「敵対する必要はないって？　そうなんだけどね。ちょっと色々な事実がわかって疲れちゃったからねー。考えたいこともあるし」

「………」

「それじゃーねー」

　秀之たちに手を振って寫取は病院から立ち去った。その姿はすぐ見えなくなる。

「あ……」

　見た目が小学生の子に奢られたことで、周囲の視線が秀之に突き刺さっていた。







　紫乃の見舞いと、思いがけない寫取との話を終えた秀之たちは家へと戻った。

　部屋に戻ったところで悪友である義人から電話が来る。その声からは少しばかり焦燥が感じられた。

『伊い藤とうさんから聞いたんだが、都つ筑づきくんが行方不明らしい』

「行方不明？　……って、秋あき原はら理り恵えさんの世界に行ってからか？」

『ああ。彼女の世界にいたのは確からしい。大晦日の夕方に差し掛かる辺りで、戻ってこようとしていたらしいが、そこでロストした』

「……つまり、俺に人捜しを頼みたいと？」

『そういうことだ』

　それから電話を切って、秀之は人捜しを始めた。もちろん異能によるものだ。だが、それでも武紀は見つからない。

　少し気が咎とがめたが、何かしらの情報がないかと武紀のパソコンにアクセスし、痕跡がないかチェックする。

　その最中、何者かが武紀のパソコンを操作していることに気付いた。

　――誰だ？　まさか都筑くんが戻ってきたわけでもないだろうに……。

　秀之はＰ２Ｐの形態で機能するチャットツールを使い、メッセージを打ち込む。

『都筑くん、戻ってきたのか？』

　それに対して、メッセージがすぐに返ってくる。

『いえ、彼の友人です。もしかして、あなたは秀之さん？』

『ああ。よくわかったね。伊藤さん』

『イニシャルが表示されていたのでなんとなく。Ｈ．Ｔでしたし。それよりもそちらもボクだとよくわかりましたね』

『君が義人に連絡したって聞いてたからね。俺と都筑くんを繋げる人の中で、都筑くんのパソコンを操作しそうなのは君ぐらいだから。勘も多分に入ってるよ』

　そんな話を経て話題は武紀の話に移ったが、お互い芳しくないということがわかった。

　チャットで武紀の行方を予想しあっていると、秀之はクイクイと袖を引っ張られる。

　思わずそちらに向き直ると、引っ張っていたのはいつの間にか部屋に来ていた暎那だった。

「都筑お兄さんは『例外エクセプシヨナルレイヤー』を越え、本来の世界へと戻った」

　それから彼女は武紀の行方を語る。

「……本来の世界？」

　秀之はチャットを止め、暎那の話に聞き入った。

　今、秀之たちがいる世界は『例外エクセプシヨナルレイヤー』と呼ばれる一種の異世界として形成されていること。

　事故の起こらなかった――『電子妖精』が介入しなかった本来の世界があること。

　ふたつの世界ができたことで、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を維持するために、『フェアリーテールシステム』の力が半減していること。

　そして――。

『世界が、どちらかを選ぼうとしていること』

『例外エクセプシヨナルレイヤー』のここの世界か、本来の世界か。

　選ばれた方が正史として、この現実で歴史を刻むことになる。

　秀之はまるで異世界の話を聞いたかのような顔をしていた。

『秀之さん？』

　気付けばチャットがゆうきによって進んでいる。

　秀之は『重要な話がある。しばらくしたらあの公園に来てくれ』と打ち込んでチャットを打ち切った。

　そして、改めて暎那に向き直る。

「なんで、都筑くんがそんな世界に？」

「Ｎｏ．０ニヒルの意思。そして、そもそもの計画があった」

　暎那はさらに詳しく説明した。

　世界をふたつに分けられ、『フェアリーテールシステム』もそれに対応せざるを得なくなった。そのために力を分散させることになり、『フェアリーテールシステム』の力は弱まっている。その力を元に戻すためには、世界を元に戻す必要があった。それには当初、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消すだけで良かったのだが、それが叶わなかったのだ。

『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消去する権限を含めた多数の権限を、レイヤーの作成者である『電子妖精』に奪われていたからだ。

　しかし、ひとつ『フェアリーテールシステム』に思い掛けない幸運があった。

　それは『例外エクセプシヨナルレイヤー』上で新たに条件を満たし、『関係接続因子』を多数生成する可能性がある優秀な『カスタマー』がいたことだ。その人物こそが都筑武紀である。

　そして、彼は幾つもの事情から世界を選ぶための標となった。

「どちらを選ぶかは都筑お兄さん次第」

　秀之は黙って聞いていた。

　あまりにも重い選択だった。聞けば本来の世界において、武紀は恋人もいて両親もいて満たされているという。

　武紀が本来の世界を選べば、『例外エクセプシヨナルレイヤー』はすべての権限を無視して、世界の法則によって消される。そして、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の中で起こっていたあらゆるすべては無に帰すのだ。

　どっちを選んでも、まったく喜べない話。少なくとも秀之はそう思った。

「……どちらにしろ俺たちだけで完結するような問題じゃないね、これは」

　秀之がそう呟くと、暎那はこくりと頷いた。

「俺に何かできることはないのかな？」

「都筑お兄さんの意識だけであれば、呼び出すことは理論上可能。でも私たちには無理」

「どうすればいいのかな」

「それは――」

　暎那から語られた方法は、簡単なようで秀之たちには無理なことだった。

　だが、少なくとも武紀の居場所はわかったことで、ひとまず秀之の指針は決まった。







　それから秀之たちは、『エターナル　イノセンス』の本来の主人公である『真さな田だ正まさ樹き』を呼び出し、ゆうきと公園で落ち合った。そして、真田正樹のいる位置を門として、『エターナル　イノセンス』のヒロインたちを呼び出す。

　秀之と暎那は、彼女らに武紀が置かれている事情を説明した。

　それらを知った彼女らのそこでの結論は、『武紀と話がしたい』というものだった。

　武紀の意識を呼び出すには、彼をよく知る人物たちの記憶が必要だったが、全員が快く協力してくれた。

　その甲か斐いもあって、武紀の意識を呼び出すことに成功する。

「や、実際に会うのは初めてになるね。改めて初めまして」

「あなたは、もしかして――」

「名前を名乗ってなかったね。高橋秀之です。愛子の兄やってます。よろしくね」

「え……、兄……。お兄さん？」

　そんな武紀の戸惑った表情を見て、秀之は少しだけ満足する。意識して名前を伏せたまま協力していたため、武紀にとっては寝耳に水とも言える話だ。

　だが、そんなやり取りが終わり、本題に入ると雰囲気は一様に暗くなる。

　武紀はヒロインたちと話し、『みんなは絶対に消さない』と語った。

　辛い選択だろう。秀之は少しばかり武紀の心情を察した。

　事故が起こり愛子が死にそうになった時、秀之も紫乃のことが頭に思い浮かばなかったわけではない。病院に向かう最中、何度も何度も愛子に力を使うべきかどうか悩んだ。使ったら紫乃がどうなるのか、不安で不安で仕方なかった。

　死にそうな愛子を見て反射的に能力を秀之は使ったし、そこに後悔は微塵もない。

　だが、事故当時に二択を突きつけられたのは秀之も同じだった。

　本来の世界では事故が起きていない。つまり、そこでは紫乃は生きており、愛子は死にそうな目には遭わず、秀之は別の人生を歩んでいるということだ。

　――今の自分の生き方を否定するわけじゃないけど……。

　それでも本来の世界にいる自身を羨ましく思った。







　一先ず解散し、家に戻ったその夜。

　突如、暎那が秀之に伝えた。

「都筑お兄さんが、統合を決意した」

「統合？」

　いきなり言われ、秀之はそう返すのが精一杯だった。

　暎那から詳しく話を聞いて、秀之はすぐに納得する。

「とても難しいことだけど、本来の世界と『例外エクセプシヨナルレイヤー』を統合する。元々はひとつだったし、条件さえ満たせば確かに可能。盲点だった」

「つまり彼は両親たちを生かし、恋人もいるまま、『例外エクセプシヨナルレイヤー』を残すということか？」

　暎那はこくりと頷いた。

「なるほどね……。よくそこにたどり着けたな。単純なことだし、そう考えるのは簡単だけど可能にするための条件を考えて示したわけだろう」

　――それに統合なら、俺としても……。

「それで秀之に、お願い。問題はいくつかあるけど、その中でもひとつ、秀之にしかできないことがある。『電子妖精』から『例外エクセプシヨナルレイヤー』の権限を取り戻すこと」

　統合には『例外エクセプシヨナルレイヤー』を消すという処理をしなければならず、しかし、そのための権限が今『フェアリーテールシステム』にない。

「私も手伝う。だから、秀之。お願い……」

　暎那が頭を下げる。

　秀之はそんな暎那の頭を優しく撫でた。

「もちろんだよ、最初からそう頼まれてたし。話を聞く限りでは、一番いい解決方法だし、そのためならいくらでも力を貸すよ。暎那ちゃんのお願いなら、なおさらね」

　暎那はそれを聞いて、恥ずかしそうに微笑んだ。







　秀之は武紀の決意を聞いてから、暎那に力を借りつつ『電子妖精』の動向に気を配っていた。また武紀と連絡を取り合い、彼が行うべきこととその進行状況、またそこに関わる問題に解決策を提示する。

　とはいえ、

『お金を一千万入手しなければいけなくなりまして……』

　などという難題には手も足も出ない。思わず秀之の顔も引きつった。

「一千万!?　なんだその額は一体？　ＦＸで親の金でも溶かしたのか。だからレバレッジの高い取引はヤバイから止めておけと……」

『いくらなんでもそんな親不孝な真似はしませんよ。実は……』

　理由はあるのだろうが、しかし額が額だ。

　実を言うと、秀之の貯蓄額はそこには至らないまでもかなりの額が貯まっている。

　武紀の問題解決のためなら、自身の保険も兼ねて渡してもいいと思っている。だが、この金銭を直接武紀に渡すことは不可能だ。ふたりの世界は隔てられている。

　そして、武紀が今いる本来の世界の『秀之』は紫乃を助ける必要がないのだから、そこまで身を削る思いをしてまで金を稼いでいない。その上、武紀の話をすぐに信じないだろう。高校生の頃を考えれば、秀之はそれが容易に想像できた。

　しかし、話を聞いてみるだけ聞いてみるということで話はまとまった。

　そして、秀之はしばらく経ったあとタイミングを見計らって電話をかける。

「や。そろそろ、そっちの世界の俺と話してる頃合いだと思ったけど、どうかな？」

　秀之の予想通り、本来の世界での『秀之』は武紀の話を信じていなかった。

「いや、どれだけ説明しても無駄だよ。システムはすぐ信じたくせに、自分の手に負えないようなことは信じない質たちだから、俺」

　秀之が武紀に頼むと、電話口の相手が代かわった。

「よう、俺」

『え……？　俺？　俺の声？』

　秀之の耳に戸惑った声が届く。ある意味では、もっとも親しみ慣れた声だ。相手である本来の世界の『秀之』も同じだろう。

　それでもまだ信じようとしなかったが、

「天井裏を改造して、そこに垂すい涎ぜんものの代物を入れているだろう」

『なっ……!?』

「あとは自作したタンスに他人には絶対に開けられないスペースを作ったよな。あそこに入っているのは大学生の時に義人からもらった少しグレーなアレ」

『そこまで……!?　おまっ……！　俺の秘蔵コレクションの隠し場所をなぜ言い当てられる？　本気で俺なのか？』

　というやり取りを経て、どうにか自分自身であることを『秀之』は認めつつあった。

　その時、少し遠くから別の聞き慣れた声がした。『ちょっと秀之、まだあの秘蔵コレクション残ってたの？』『あ、紫乃さん。来てくれたんだ』『ええ。愛子ちゃんの頼みだもの。秀之が何するか不安だったしねー』『し、紫乃!?』

　という何気ないやり取り。秀之は少し羨ましくなった。

　自身が死ぬような思いをしてまで取り戻したい過去がそこにある。とはいえ、秀之は感傷に耽っている状況ではなかった。

　そこからさらに武紀が陥っている状況を説明し、彼に力を貸してほしいと頼み込む。

『わかった……。でも、そっちのお前が彼にそこまで入れ込むのはどうしてだ？』

「彼の真っ直ぐな直ひた向むきさに力を貸したくなるのが一番の理由だけど……。彼の目的が達せられることで、こちらにも利がある」

『利？』

「まあ、色々だ。都筑くんにも言ってあるが、お前も軽はずみな行動だけは止めてくれよ？　お前に何かあったら、こっちとしても色々おじゃんだからな」

『……まあ、よくわからんけどわかったよ』

　会話を終えて秀之は、

「じゃあ、都筑くんに代わって――」

　そこで先程の感傷がじわじわと蘇ってくる。

　思わず、

「紫乃に代わってくれないか？」

　と言ってしまった。

『なんか話があるらしい』『え、私に？　誰が？　なにかしら……』

　そこで反射的に秀之は通話を切る。

　――何を考えているんだ、俺は。

　覚悟はとうに決めた。救うべきは今の紫乃ではなく、こちらの世界の紫乃である。

　寫取の力を使って会話もしたのだ。これ以上、干渉しても得るものは何もない。

　秀之は頭を振って、気合いを入れるように自分自身で挟むように頰ほおを叩いた。







　武紀に『例外エクセプシヨナルレイヤー』を越えて通話のできるプログラムを渡してから、秀之たちは『電子妖精』への対処に注力し始める。

　喫茶店で秀之と暎那、義人と神しん藤どうが集まって話していた。

「……とはいえ、何か当てはあるのか？」

　頭の後ろに手を組み、義人は少し気け怠だるそうにしていた。

「寫取が教えてくれた『プロジェクト・ジェミニ』ってのがキーワードだ」

「双子座計画、ねぇ……」

「『電子妖精』は『フェアリーテールシステム』の掌握を目的としている。そのためには何が手っ取り早いと思う？」

「まあ、全部の権限を奪う、かねぇ」

「そう。つまり管理者――暎那ちゃんの話によれば、Ｎｏ．０ニヒルを操作するのが一番いい」

「でも、それが簡単にできたら苦労しないだろうに」

「だから双子――つまり、複製するんじゃないかと思ってる」

「……それも簡単にはできないだろう」

　その場にいた暎那が首を振る。

「普通では確かに無理。でも、いくつかの条件を満たせば可能。権限をコピーすることだけならできる。本来、Ｎｏ．０ニヒルは自律的に命令を発令するけど、『電子妖精』からしてみれば自分たちで命令をするわけだから自律行動をさせる必要がない。Ｎｏ．０ニヒルで一番重要な箇所は複数の有機情報による自律プログラムだけど、ここを無視できる」

「その手の攻撃は想定してなかったの？」

「この時代の技術では不可能。秀之でもこの時代に独学でそこに辿り着くのは無理。だけど、『電子妖精』のリーダーである牟田口の出自を考えれば納得する」

「牟田口の出自？」

「彼は、この時代よりも先の未来から来ている。ただし、私たちの時代よりは過去」

「え？　もしかして牟田口は未来人なの？」

　驚きのまま義人はそう尋ねるが、暎那は平然と頷いた。

「まさか、『電子妖精』のリーダーが未来人……」

　神藤も絶句する。ここに来る前に秀之もその話を暎那から聞かされていたが、義人たちとまったく同じ反応だった。

　暎那も教えるのを渋ったわけではない。彼女の記憶は未だに同期が取れておらず、質問でなければ答えられなかった。秀之たちの知りたいことを率先して教えるための、キーワードと記憶の繋がりがまだ不完全なのだ。

「しかし、未来からこの時代に何をしにきたのでしょうか」

　神藤が不思議そうに尋ねる。

「案外、世界の変革ってのは本当なのかもしれないな……」

　神藤が以前秀之に語った『電子妖精』の目的、目標。牟田口の出自が本当に未来人なのであれば、『電子妖精』の目的も見えてくる。

「話がぶっ飛んできてるけど、未来から来て世界の変革を目的とするヤツなんて、大体において未来を変えるために来るようなもんだよな。創作での話になるけどよ」

　義人がしょうもなさそうに語った。心底、下らないと思っているようだった。

　秀之もそれに追従する。

「あながち間違っていないと思う。ただ、あいつが何を考えているのかはさておくとして、あいつにこの世界をいいように支配されるのは危険すぎる。これまでの手段が手段だからな。どんな大義があろうと計画は止めなくちゃならない」

「で、具体的には？」

「正直、馬脚を露わすのを待つしかない。暎那ちゃんには、少しでも異常があれば知らせてくれとは言ってあるんだけど……」

　暎那がこくりと頷く。

「そこまで大規模なことを行えば、少なくともシステムのログに出るはず」

「でも、秀之。後手を踏むってことだよな、それ」

「まあな。だがＮｏ．０ニヒルの権限が乗っ取られても、暎那ちゃんの話によれば『例外エクセプシヨナルレイヤー』の操作に至るまでには時間がかかる。少なくともいきなり世界が上書きされるようなことにはならない。そのタイムラグを――つく」

　神藤は得心したように頷いた。義人も「現状を考えれば、それしかないか」と納得したらしい。

　しかし――。

　すでに事態は大きく進行していた。







　突如、世界に異変が訪れる。

　まず、最初に世界がブレた。幻覚や地震といった現象ではない。文字通り、瞬間的に世界が二重になったのだ。

　次いで、世界が停止した。誰も彼も――いや、『カスタマー』と『ビジター』以外のすべてがその動きを止めている。電波のインフラは動いていたため、秀之たちはすぐに連絡を取り合い集まった。

「何が起こったんだ？」

　義人の疑問に暎那が簡潔に答える。

「遅かった。すでにＮｏ．０ニヒルはコピーされていた」

　その声は普段の暎那ではあり得ないほど、焦りや戸惑いに満ちていた。

　秀之は遅れを取りすぎたことに苦虫をかみつぶしたような表情となるが、すぐに頭を振って気持ちを持ち直す。

「どうすればいい？」

　秀之は暎那に問い掛けた。

　暎那によると、まずコピーされたＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユはシステム内のＡＩのすべてを掌握したという。そして、ひとつずつ権限はフリーになりつつあるとのことだ。『フェアリーテールシステム』が牟田口の手に落ちるのは、もはや時間の問題であった。

　事態の解決には、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユを消去し、牟田口をシステム内から排除する必要がある。

　言うのは簡単だ。しかし、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユをどう沈黙させればいいのか。そして牟田口の力がどれほどのものなのか。問題は多岐に渡る。勝算なく戦いに臨んでも、勝利は得られない。

「私が、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユを消滅させる」

　暎那が毅然と言い放つ。責任感の伴った声だった。

　それに対して、秀之は不安そうに問う。

「できるの？」

「Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユに掌握される前に、いくつかの最上位権限を使えるようにしてもらってる。相打ちには持ち込めると思う」

「ダメだ！」

　相打ちという単語を聞いた瞬間、秀之はその提案を撥ね付けた。

「誰かを犠牲にした上で、問題を解決するなんて馬鹿げている」

「でも、元々『フェアリーテールシステム』の――私たちの不手際。責任は取らないといけない」

「責任なんて関係ないよ。暎那ちゃんが必ず生き残るという保証がなきゃ認められない」

「………」

　暎那は困った顔をするが、それでも秀之が心配してくれたことが嬉しそうでもあった。だが、現実問題として解決策がない。

　――せめて、どういうプログラムを組んでＮｏ．０ニヒルをコピーしたかがわかれば……。

「やれやれだなー。誰も犠牲にしないって志は立派だけど、意固地になってそれを許容せずにいるといつかヒドいしっぺ返しを食らうよ？」

　いつの間にか――。秀之たちに混ざるようにして、寫取と、そして大仏おさらぎがいた。

「寫取？　それに大仏？　お前ら、どうして……？」

「某それがしは簡単だ。寫取殿に力を貸すことが使命なのだからな！　それに貴殿には裏切った負い目もある。ぜひとも助力の許可を願いたい！」

　以前、秀之を騙したことを気にしていたらしい。真面目な大仏らしい、と変わらない好敵手に神藤は少し安心した。

「こっちとしては牟田口のこともあるし、味方は多い方がいいけど……。寫取は？」

「僕は昔から生きているといっても、今の歴史を生きてきた人間だからねー。それを未来人である牟田口の時代のために良い様にされるというのであれば、ちょっと許せないんだよー。僕を騙した意趣返しするためにも疲れて寝てる場合じゃないよねー」

　そして、寫取は一枚のＳＤカードを取り出した。

「ここに僕が牟田口から受け取って改造したＮｏ．０ニヒルのコピープログラムと――コピーを無効化するプログラムが入ってる」

「なんだって……!?」

「備えあれば憂いなし。基本だよねー。それにＮＯ．８７――暎那。君はシステム内に入った時点でＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユに捕捉されて、支配下に置かれる。違うかなー？」

　そう言われ、暎那は口を噤んだ。

「相打ちまで持っていくのもかなり厳しいはずだよねー。そうだろう？」

「否定は、しない……」

「だったら、もっと確実な手を用意しないと、彼のご希望には添えないよー？」

　寫取はちらりと秀之を見る。その表情は少しだけ得意げだ。

　しかし、寫取の表情はすぐに曇る。

「Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユはこのプログラムを直接侵入させることができれば消滅するよ。だけど、問題は牟田口の方だねー。彼自身は――恐ろしい人間だ。僕がひとりで立ち向かいたくはないと思う程度にはね」

　そうでなければ、『電子妖精』という異能揃いをまとめられはしない。寫取は暗にそう告げていた。

「牟田口をどうにかするための算段はある」

「へぇ？　なら、もう迷うことはないね」

「ああ。みんな、一緒に来てくれ」

　義人も神藤も、寫取も大仏も皆、力強く頷く。

　しかし、暎那だけは秀之の言葉に不吉なものを感じ取ったのか、その表情は暗かった。







　秀之たちはさっそく『フェアリーテールシステム』へと乗り込んだ。Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユは現在『アカシックサーバー』の権限を奪うために、そちらにいるという。

『データが歪んで完全にはわからないけど、近くに牟田口はいないみたい』

　この場に暎那はいない。暎那がシステム内に入れば、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユも牟田口も無視はできない。最優先で支配、あるいは消滅させに来ることが予想されたからだ。そのため、携帯電話を使ったフォローに回っている。

「別行動しているなら運がいいということにしておこう。Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユはどこに？」

　秀之がそう訊くと、

『近い。おそらく秀之たちを消滅させるために具現化するはず。気をつけて』

「了解」

　全員が周囲に気を配る。気配は感じないが、それでも相手が相手だけにどこから来るか気を抜くことはできなかった。

　そこへ――上空から光の雨が降り注いだ。

「上空展開！　闇の虚空！」

　寫取は咄とつ嗟さに腕を上げ、異能を発動させる。秀之たちの頭の上に暗闇が広がり、光の雨は闇の中に消えた。

「お出ましだよー。こっちの異能が理不尽に効かないってことはなさそうだねー」

　緊張感なく寫取が声を出す。他の四人は油断なく、目の前を見据えていた。

　光の雨が降り注いだあと、人の形を模したスライムのような『何か』がそこにいた。

『それが、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユ』

「よーし。なんかひょろそうだし、さっさと終わらせるぞ」

　軽口を叩いた義人が一直線にＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユへと駆ける。チェーンを投げつけ、体を拘束――はできなかった。Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユに触れた瞬間、チェーンは分解される。

「ちっ、一筋縄ではいかないってか！」

　自身の攻撃が通らないと理解した瞬間、義人は高く飛んだ。

　先程まで義人がいたところを炎の弾が通り過ぎる。炎はＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユへと着弾した。神藤の炎だ。義人に上手く合わせ、着弾させている。

「Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユのみを燃やす炎、これでどうですか」

　情報と異能のぶつかり合いは、どちらの概念がより強固かということに尽きる。

　そして、神藤の異能はＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユの概念を上回った。Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユを構成する体の一部が粒になって崩壊していく。

『Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユの有機情報素体そのものは脆弱。やはり完全にはコピーできていない。できているのは権限だけ。これはその権限を入れるだけの器に過ぎない』

　そこへさらなる異能を放たれた。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　折にて白銀の片鱗を賜らん！」

　大仏が巨大な氷柱を放つ。それはＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユを貫き、その部分を崩壊させる。

　しかし、神藤の炎と大仏の氷で壊れた部分は、すぐに再生した。

『それでもシステムの力を使って修復してる。完全に消滅させないと――』

　そのために。

　秀之は上空から攻める。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　携帯電話を右手に持ち、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユに接触させた。

　だが、秀之がプログラムを起動させる前にその腕を弾かれ、秀之の攻撃は失敗。

　秀之は地面に着地するが、目の前ではＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユがその奇怪な腕を伸ばし、光を集束させつつあった。

「有機情報で作られてるのに視界エレメントはひとつだけかー。システムの力を過信してるのかなー。四方に対応できるように視界をつければよかったのにー」

　しかし、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユの背後で寫取が己のスマートフォンをＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユに接触させる。

　その刹那、ボタンは押された。

　Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユがジジジと回路が焼け付くような音と共に崩壊していく。腕、足、体、頭、そして数秒後にはあっさりと消えてしまう。

「終わったのですか……？」

　神藤が恐る恐る呟く。誰に言ったわけでもないが、寫取は頷いた。

「とりあえずはねー。でも、正直に言えばＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユはおそらく役目を終えてるよー」

「役目を終えてるだと？」

　義人が納得がいかないように問う。

「主立った権限を奪い取って、牟田口に譲渡したと思うよー。単純にその権限の中継役っぽいね」

　中継役。つまり、少しの間だけその役目を担うだけ。

　Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユが大した強さを持っていなかったのは、それが原因だろうと寫取は結論づけた。暎那もそれに同意する。権限を中継するだけの器だと。

「まあ、いいさ。元からＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユは前座なんだ。すぐに本命を墜としに行くぞ」

　秀之は気持ちを切り替え、すぐに牟田口を追おうとする。

　そこへ秀之の携帯電話がけたたましくエマージェンシー音を鳴らした。







　秀之たちの目の前で、今まさに武紀が牟田口に消されようとしていた。

「これで、君を守るものはない。これで終わりだ」

「いいや。終わりなのはお前さんだよ」

　牟田口は少々の驚きと共に秀之を見る。

「ほう、高橋秀之か。君の侵入には気を配っていたつもりなんだがね」

「意図せず都筑くんがおとりになってくれたからな。侵入そのものは楽だったさ」

　武紀がアカシックサーバーに来ている理由を秀之は知る由もないが、そのおかげで牟田口の警戒が分散し、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユのみを相手取ることができたのは確かだ。

「貴様の作ったＮｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユももう沈黙させている。残念だったな」

　牟田口はすぐにその場にあった核を操作し、秀之の言ったことを確かめる。

　その隙を見計らって、秀之は武紀たちに近付いた。

「無事か。都筑くん」

「は、はい……」

「君があのプログラムを使ってくれて助かった。おかげでここに来れた。これでヤツを追い詰めることができる」

　武紀と連絡を絶つ前に手渡した携帯電話のソフトウェアは防御異能を展開すると同時に、秀之の携帯電話へと知らせる仕組みになっている。牟田口に襲われた時にそれが使われたことで、武紀の位置を知ることができ、さらに武紀の位置がわかったことで牟田口が傍にいることも暎那が確認した。

　こうして、秀之は武紀を助けると共に、牟田口の所在を突き止めたのだ。

　秀之は武紀たちの体を癒すと、その場にいた普久乃原にも元の世界へ戻れと忠告する。

「で、でも……」

　渋る武紀に、秀之は諭すように言う。

「前も言ったが、これは俺の役目なんだよ。こんな訳のわからないことにかかずらってないで、君は君のやるべきことをやれ。君が理想を成就すれば俺にとっても救いのある世界になるんだ」

『電子妖精』――牟田口を倒すのは自分の役目だと。

　武紀が目的を果たすことは、秀之にとっても重要なことなのだ。

　最悪の事態に備えるために。

　だから、秀之は携帯電話のボタンを押して、彼らを強制的に『アカシックサーバー』から排出する。

「こちらは必ずどうにかする。都筑くん。愛子を、頼む……！」

　武紀の体が少しずつ、消えていく。

「絶対に、戻ってきてください……！　そうじゃないと、高橋が絶対に悲しみますから……！」

　そう言い残して、武紀たちは消えた。

「……都筑くん、携帯残したまま行っちまったぞ」

　武紀が消えるのを見送ったあと、義人が呟くように秀之に言う。

「あいつを倒して、戻ってから返せばいいさ」

　秀之は改めて誓う。

　目の前の男を倒して、元の生活を取り戻すことを。







「まさか、Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユを倒すとはな……。寫取、君の仕業か」

　Ｎｏ．ニヒル・[image: ]ダツシユを調べ終えた牟田口が寫取を睨みつける。

「まあねー。さすがに良い様に使われて捨てられたんじゃ割に合わないしー。それに僕は昔みたいにこれ以上何かを奪われたくもないんだよ」

「……それで高橋秀之と結託して私を倒す、か？　笑えない冗談だ」

「笑えなくて結構だよー。すぐに笑えなくしてやるからさー」

　寫取は両手を前に出し、

「暗き者よ、紡げ！」

　指から牟田口に向かって、闇色の線を射出する。

「無駄だ！」

　牟田口がそれを睨み付けると、その闇は四散した。

「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　この地に、白銀の牢獄を！」

　次に大仏が牟田口の周囲を凍らせる。地面から氷が生成され、牟田口の足へと纏わり付いた。しかし、それもすぐに消えてしまう。

「私に異能エレメントなど効くものか！」

「だったら、物理で殴ればいい！」

　義人が真横から正拳突きを放った。牟田口の脇腹に鋭く突き刺さる。

「がはぁっ……！」

　牟田口が苦しみに呻いた。それを見た義人は「どうした？」と挑発して距離を置く。

　牟田口の意識が義人に向いたところで、背後から神藤の炎が命中した。

「ぐおっ……!?」

　四方からの分散攻撃に牟田口は翻弄される。

　――大いなる風の軍勢トウポーンクラフト！

　そして、トドメとばかりに上空から風の圧力が牟田口に襲いかかった。

　牟田口は体勢を崩すものの、すぐに秀之の異能を無効化する。そして、秀之たちから距離を取った。

　しかし、秀之たちは攻撃の手を緩めない。

「異能は効かないんじゃなかったのか!?」

　秀之が煽るように叫ぶ。だが、秀之たちはすでに牟田口の異能無効化の条件を知っている。

　それは――視界。

　異能を視界に入れることで無効化する。それを暎那から聞き及んでいた。

「油断していたよ……！　だが、遊びはここまでだ！」

　牟田口がニヤリと醜悪な笑みを浮かべる。

　そして、次の瞬間には――。

「ば、か……な……？」

　大仏が背後から光のようなもので貫かれていた。

「……不覚！」

「大仏!?」

　神藤が驚愕したように叫ぶ。だが、大仏の体は情け容赦なく消えていく。そして、その体は完全に消滅した。

「なんだ、今のは……!?」

　牟田口が手に持つ、大仏を貫いた光の剣――有機情報を一瞬にして分解する『ビジター』殺しの異能。しかし、問題はそれではない。

　問題なのは、気付いたときには大仏が貫かれていたということだ。

　そして、大仏が消えたことに、驚き、悲しんでいる暇など秀之たちにはなかった。

「まずはひとり目。次は……」

　さらに次の瞬間、寫取が貫かれる。

「寫取よ。人の寿命を超越し、長い刻を生きてきた貴様の存在はすでに『ビジター』だ。絶望しながら分解されるがいい」

「あ、あ……。く、そっ……！　ＮＯ．８７の言う通りだったのか？　結局、データでしか、ないのか、今の僕は……」

「寫取ーっ!!」

　秀之の叫びも虚しく寫取も――消える。あっさりと。まるで最初からいなかったかのように。

　義人は反射的に神藤に向かって駆けた。

「さて、次に――」

　牟田口が次の標的を定める前に、義人は自身の携帯電話を神藤へと押しつける。そして、躊躇なくボタンを押した。

「何を……！」

「お前は……帰るんだ！　待ってるヤツがいるんだろう……！」

　神藤が、ふっと消える。神藤が何か叫び声を上げる間もなく、凄まじい早業だった。

　義人は神藤を『アカシックサーバー』から排出したのだ。彼女を守るために。

　しかし、その瞬間、義人は光の剣に貫かれた。

「秀之……悪い……。あとは……頼んだぜ……」

　義人も、消える。あっという間の殺戮劇。その場に立っているのは秀之だけだった。

「さて、最後は高橋秀之。君だ――っと、さすがに使いすぎたか」

「今のは……？」

　瞬間移動ではない。異能の発動も、相手に対しての殺気も感じられなかった。

　まるで結果だけが残ったかのように――。

『任意時間停止……』

　携帯電話から暎那の悲痛な声が届く。

「ほう。さすがに知ってたか。私の起こす行動と結果以外の、すべての時間が止まる。相手に干渉できない不完全な時間停止ではない。私の時代にはすでに実用化もされているからな。こんなこともできるぞ」

　そう言うと、牟田口に神藤が的中させたはずの炎による火傷が時間を巻き戻したかのように回復する。

「傷を負った部分だけ時間を巻き戻した。さすがにそう何度も使えない技術だがね」

　平然と言う。秀之は相手が未来人であることを思い知る。

『あなたは、何が目的？』

　暎那が携帯電話口から問い掛ける。

　牟田口は秀之に襲いかかりながら叫んだ。

「貴様らの未来へ至るための道筋に何があったか。忘れたとは言わせん」

　秀之は自身にインストールされた異能を使って、かろうじて牟田口の攻撃を防ぐ。

「様々な不幸があった。様々な死があった。愚かな政治家たちは自身の利権だけを追い求め、民衆に苦を負わせた。そのように紡がれた未来に価値などない！　だから、私が変えるのだ！　誰も苦しまない理想の――世界に！　それが私をこの時代に送ってくれた者たちへの手向けなのだ！」

　鬼気迫る口調だった。真剣に。牟田口は自身の欲望だけで行動しているわけではない。

　自分たちの時代を憂いて、このような行動をしていたのだ。

　しかし――。

「ふざけるな！　何が『誰も苦しまない』だ！　貴様らが起こした事故で、いったいどれだけの人が悲しんだと思ってる！　貴様がそんな綺麗事をほざくな！」

「黙れ！　あの程度の事故、我らの時代に起こっている悲劇に比べれば些細なことだ！」

「悲劇に些細もクソもあるものか！　そこには悲しみが、不幸が――取り返しのつかないすべてがあるんだよ！　それをわからないヤツが、理想を語るなッ！」

「口ではいくらでも語れる。私を――私の時代を否定するのならば私を倒してみせろ！」

　秀之は攻撃を躱かわしつつ、携帯電話を操作する。これを実行すれば、もう後戻りはできない。携帯電話を持つ手が震えた。

　しかし、すぐにその躊躇など吹き飛んだ。

　――義人は俺に託したんだ！　寫取も大仏も……。躊躇してる場合か！

　秀之は携帯電話のボタンを力強く押した。

「レイヤークラス名『キセキ』参照。キャラクターナンバー８。及び、レイヤークラス名『陽炎かげろうの傷きず痕あと』参照、キャラクターナンバー５。及び、レイヤークラス名『Gılgamış Destanı』参照。キャラクターナンバー０。人物クラス多重継承」

　秀之の周囲に青い放電が散り、体を蒼い火花が覆う。

「レイヤークラス名『キセキ』。設定者に人物クラスを追加インストール。設定過多。過重。人物クラス。意識エレメント、及び身体エレメントにエラー」

　放電が消えると、秀之の体から止め処なく血が流れた。血管が破裂し、外へと吹き出していた。

「力を、借りるぜ……！　義人、大仏、寫取！」

　追加インストールと、その巨大な力を受け入れるための素地ができていないが故の負傷。秀之の体に絶えず痛みが襲う。しかし、秀之は歯を食いしばり、痛みを耐え、その満身創痍な体を動かした。

「未熟な体でそんなことをするからだ！」

　牟田口の光の剣が秀之へと突き刺さろうとする――。

「位相断裂！」

　秀之の目の前に裂け目ができあがる。光はその中に吸い込まれた。寫取が使っていた異能だ。寫取自身は『カスタマー』だが、彼が自身に投影していた設定を今の秀之はそのまま引き継いでいる。












「我が内で凍る極氷の女ヘ神ルよ！　折にて白銀の片鱗を賜らん！」

　さらに氷を生成し、牟田口へと放つ。大仏のものよりも巨大で鋭い氷。しかし、牟田口はどうにかそれを避けた。

「この威力……！　貴様、能力設定を弄ったな!?」

「ああ、そうだ！　みんなの能力を何倍にもしている！　チートみたいなものだ！」

　以前、暎那に噓をついて教えてもらった、異能エレメントの設定を操作するチートコードだ。絶対に無理して使わないと言ったが、もはや秀之に手段を選んでいる余裕はなかった。

　ふと『アカシックサーバー』に向かう前の暎那の暗い顔が脳裏を過よぎる。秀之は心の中で暎那に約束を破ったことを詫びた。

「馬鹿な！　そんなことをすれば貴様の体がその設定に耐えきれないはずだ……！」

　著しく能力の高いものをインストールすれば体を傷付け、最悪の場合暴走する。しかし、そんなことは秀之も承知の上だ。

「今、ここで貴様を倒せばすべてが正しく終わる！」

　そんなことを話している間にも、裂傷は秀之の体を蝕んだ。

　体が傷つくだけではない。秀之は記憶も削られていた。

　大事な大事な過去の記憶が、鉋かんなをかけられたように剝がれていく。

　一進一退の攻防を繰り広げるが、それでも牟田口は倒れない。

　そして――秀之の記憶から、そのすべてがこぼれ落ちた。

　――なんで、俺は戦っているんだ？

　――こんな辛い思いまでして、俺は一体何を……。

　頭の中に浮かぶ疑問。それでもやられないために、反射的に防御する。そして、反射的に攻撃。

「くっ……！　せめてもう少し時間が経てば時間を止めることも……」

　牟田口が時間を稼ぐためか、秀之から距離を取った。

「ボロボロではないか。そこまでして何を守る」

「紫乃……。紫乃……」

　その言葉はまるで本能のように紡がれる。

　愛しき人の名前。秀之はその名前がすでに誰だったか――いや、人かどうかすら覚えていない。だが、まるで本能に刻み込まれているかのように、その名を口にした。

　秀之の頭の中に、微かに声がした。それは病院での一幕――。




『秀之……？』

『紫乃。紫乃なのか!?』

『喋れる……。ああ、秀之……』

『紫乃、待たせてゴメン。でも、すぐ。すぐに君を助けるから……』

『ごめんなさい。秀之……。私のせいで……あなたの人生を狂わせてしまった。本当に、私はあなたに迷惑をかけてばかりで……。本当に、……自分が嫌になった』

『謝る必要なんてない。そもそも俺が勝手に呼び出して、君を苦しませているんだ。だから、絶対に助ける。必ず、だ！　自分を嫌いになんてならなくていいんだ！』

『秀之……。ありがとう……。あなたの声、ずっと聞こえてた。ずっとずっと私のために苦しんで……。ああ、でも、秀之……』

『紫乃？』

『無理、しないで……』




「無理するんだよ……！　男ならここでな……！」

　秀之が義人が使う本気の体捌きで牟田口へと向かう。

『秀之、頑張って……！』

　大事な妹の声が届く。ひょんなことから家族になった、大事な大事な可愛い妹。

『秀之、負けんな――――!!』

　大事な妹の声が届く。昔から大事に大事にしてきた、生意気だけど優しい妹。

　携帯から聞こえる声も、秀之に戦う力を与えた。

　自身の力も、インストールした力もすべて込めた拳を牟田口へと振り上げる。

「ふん、そのような攻撃――」

　牟田口が余裕を見せて避けようとしたところで、

『防御結界プロテクシヨン・スフイア』

　牟田口の足下にある携帯電話から、その場にそぐわないアナウンスが響く。防御結界が展開され、その膜が牟田口の体を瞬間的に拘束した。この場にいる者たちは知る由もないが、元の世界に戻った武紀が自身の携帯電話を遠隔操作したのだ。

「くっ！　馬鹿な、なぜ……」

　すぐに視界を下に向けて、防御結界をキャンセルする。そして、その携帯電話を破壊した。

　だが、その一瞬で、秀之は牟田口の眼前に迫る。

　拳が牟田口の顔面へ――突き刺さった。

　そして、牟田口は――沈黙し、意識を失った。




　　　　　◆




『権限、委譲。フェアリーテールシステム再起動』




　　　　　◆




『無理、しないで……』

『……約束はできないかもしれない。でも、必ず戻ってくるから』

『本当に？　絶対だぞ？』

『ああ、約束だ。俺は必ず、紫乃の下に帰るから……』

　記憶がまったくない中で、病院での紫乃との会話だけがループで再生される。

　すべての記憶が削られても、この記憶だけは残った。紫乃への想い。それだけで繋ぎ止めた記憶だ。

　そして、その想いが紫乃を苦しめていた枷を破壊する。

「『関係接続因子』発生。照合チエツク」

「符合因子………………………無しブランク。稀少度Ａ。記録レコード」

「条件照合チエツク。対象キャラクターナンバー１。人物クラス『紅沢紫乃』」

「『関係崩壊因子』の抑制を確認しました」

　そんなアナウンスが秀之の耳に届く。

　だが、すでに秀之にはそれがなんのことかを知る術はない。

　ゆっくりと、ゆっくりと、秀之の意識は落ちていった。

　愛しい人の、優しい言葉に抱かれるように――。




　　　　　◆




　秀之が牟田口を倒した後、武紀によって世界は統合された。

　それは秀之たちも例外ではない。

　しかし、神藤や大仏、寫取は別だ。彼らは本来の世界には存在しない、『例外エクセプシヨナルレイヤー』でのみの存在だ。

　大仏と寫取はアカシックサーバーで消えてしまった。しかし、神藤は義人の機転もあり、アカシックサーバーから脱出している。

　脱出した神藤は、そこから秀之の家に直行した。

「どうなったのですか……？」

　神藤は秀之の家の前で待機していた暎那に尋ねる。

「………」

　暎那は何も答えない。ただ、その表情を険しくするだけだ。

「暎那嬢……」

「何とも言えない……。でも」

「でも？」

「あなたの大事な人は、傍にいる」

　暎那は顔を右に向ける。

　そこにはひとりの男がいた。

「久しぶりだね……。焰ほむら」

　八年ぶりの再開。神藤のよく知る彼は、失踪した時と変わらない姿でそこにいた。

「裕ゆう、悟ご……？」

「そうだよ。紛う事なき南な雲ぐも裕悟、本人だよ。待たせてごめん、焰」

「裕悟っ！」

　飛びつくように抱きついた。すでに社会人だというのに、人目も憚はばからず神藤は泣きじゃくった。

「もう、会えないかと……思って……私……私……」

「うん。何も知らせることができなくてごめん……」

「私、でも、年を取って。あなたは変わらないのに……」

「関係ないよ。これからもずっと一緒だ。もう離さないからな」

「はい……」

　数奇な運命によって引き離されたふたりは、八年越しの再会を果たした。

　ふたりの姿を確認した暎那は、その場を立ち去った。




　　　　　◆




　義人は自分の部屋で目を覚ます。

　気怠そうに布団から這い出て、時間を確認するとまだ朝の六時だった。

「やれやれ、まだこんな時間か……」

　そこへインターホンが鳴り響く。

「なんだなんだ、こんな朝っぱらから」

　着替えもせず寝起きのままで、義人は玄関を開ける。

　外では愛子と、そして暎那が立っていた。

「あれ、愛子ちゃん？　こんな時間にどうしたの？　それにその小さい子は……？」

『例外エクセプシヨナルレイヤー』の義人はアカシックサーバーで牟田口に貫かれ、その有機情報を分解された。

　本来であれば統合された時にひとつになるはずなのだが、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の義人がいなかったため、ここにいる義人は本来の世界に投影された義人であり、そのため『例外エクセプシヨナルレイヤー』の記憶は存在しない。だからこそ、義人は暎那のことをそもそも知らないのだ。

「ちょっと用があってな……」

「何々？　その子にも関わる話？」

「そうだ。お前が、暎那を忘れたままってのも納得のいかない話だからな」

　要領を得ないまま、義人は愛子に「しゃがんで目を瞑つぶれ」と言われ、その指示に従う。

　暎那が右手で義人の頭に触れる。そして、左手で愛子の手を握った。

「記憶抽出。変換。記憶挿入。結合」

　暎那が呟く。愛子から暎那へ、暎那から義人に光が流れていく。

「アカシックサーバーからクラス複写。結合。少しでいい。思い出して、義人……」

　そして、光の軌跡は消えた。

「目を開けていいぞ」

　愛子に言われ、義人は目を開ける。

　そして、自然にその名を口にした。

「暎那ちゃん……？　あれ、オレ確かアカシックサーバーに向かったんじゃ……」

「もう、すべてが終わった。秀之が解決してくれた。気にしなくていい」

　それは暎那が、以前武紀を『例外エクセプシヨナルレイヤー』上に呼び出した時に使ったものだ。親しい者の記憶から、対象者に関する記憶を引き出し、その記憶を補塡する。

　すべてというのはさすがに不可能で、いくつか記憶の欠損はあるだろうが、それでも半分以上は記憶を取り戻しただろう。

「そっか。秀之のやつ、やったのか……」

　義人はしみじみと安あん堵どの溜息を吐きながら、誇らしそうにそう言った。




　　　　　◆




　義人の家から家に戻った愛子と暎那は、リビングに座って何事か真剣な様子で話していた。

「なあ、暎那……。あっちの秀之の記憶は消えたままになっちまうのか？」

　愛子がそう切なそうに問うと、暎那は言いにくそうに答える。

「今の時点ではそうなる……。秀之は『フェアリーテールシステム』のバグを使って能力を行使していた。秀之のプログラムと『フェアリーテールシステム』のプログラムが干渉し合って、未知の現象を生み出している。記憶が削れていったのはそのせい。その現象を抑えることさえできれば、愛子の記憶を使って、少しだけでも記憶は回復できる」

「どうにかする手段はないのか？」

「……私が必ずどうにかする。権限のすべてを行使して秀之を救う。だから、信じて、待ってて……」

「暎那……」

　暎那は頭を下げる。

　愛子はそんな暎那の頭に手をやって、優しく撫でた。

「ああ、信じるよ。いつかきっとあいつがすべてを思い出すことを……。秀之は生きてるし、紫乃さんもちゃんといるんだ。きっと、大丈夫だよな……」

　祈るように、愛子はそう口にした。




　　　　　◆




　秀之はハッと目を覚まし、周囲を見渡した。

　そして、自分の部屋にいることを確認して、ほっと一息つく。

　だが少し頭が重いのか、頭を手で支える。風邪を引いている様子ではないが、調子が悪そうだった。

「大丈夫？」

　すぐ傍らで紫乃が秀之の体を支えた。

「紫乃……？」

「そうよ。何、別の女の方が良かった？」

　冗談のように言っているが目が笑っていない。

「そんなわけないだろう。お前以外に目を向けられるほど器用じゃない」

「ふふ……」

　紫乃は微かに笑う。












「それにしても、うなされていたわよ……。どんな夢見ていたの？」

「……君が眠っている夢を見ていたんだ」

「そう、なの？」

「深い絶望を覚えながら戦って戦って……」

「………」

「君の声を聞いて、また戦って……。はは、夢だから取り留めもないな」

　紫乃は押し黙る。

「紫乃？」

「無理に思い出さなくてもいいわ。でも、きっと夢の中でも、あなたは私を守ってくれたのよ。本当に、命を懸けて……。ありがとう、秀之」

　紫乃が囁くようにそう言うと、自然に秀之の目から涙が溢れた。

「あ、あれ？　どうしたんだ？　勝手に涙が……」

　きっとそれは彼の中に残った、もうひとりの秀之の意思だろう。

　己の記憶を懸けて戦い抜いた男の記憶はもうない。

「もう戦わなくていいの。戻りましょう、日常に……」

　しかし、紫乃は知っている。

　自分のために戦ってくれた、かけがえのない恋人がいることを――。
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　少し感慨に耽ふけっているようで、義よし人ひとさんは呟いて以降、何も語らなかった。

　思うところがあるのかもしれないな……。

「ま、いつまでもこうしてるのも何だしな！　そろそろオレも水の中に入るわ」

「あ、じゃあ僕も」

　そんなふたりに俺もついていく。

「あ、やっときたー！」

　咲さきが嬉しそうに俺たちを迎えてくれる。

　そして、みんなで水に浮かんだり、ウォータースライダーを楽しんだりした。

　ひとしきり遊んで、気付けば夕方だ。

　俺たちは、疲労困憊しつつも、プール施設を出て、帰路につく。

「久しぶりに、めちゃくちゃ楽しかったな」

「そうだねっ」

　咲も同意してくれる。

「また一緒に来ようね！」

　提案した理り恵えも少しテンションが高かった。

　うん。またいつか来たいな。

「わたしが大学に行く前に、もう一度来たいな」

　あ。

　不意に春はる姉ねえが口にした言葉。

　そうだ。

　あと一カ月もしないうちに。

　春姉はうちの高校を卒業するんだ……。
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　まどろみの中、少しずつ意識が浮上する。

　なんか腰の辺りが妙に圧迫されてる気がするんだけど……。

　パッと目を開ける。荷重を感じている辺りの毛布がこんもりと盛り上がっていた。毛布を持ち上げて侵入者を確認する。

「んむ……お兄ちゃん……」

　妹の夏なつ海みだった。久しぶりに潜り込んできたらしい。もぞもぞと動いて妙にくすぐったかった。

　だけど、重みと温もりがとても愛しい。

　そして、もうひとり。

「んん……」

　俺の隣で春はる姉ねえの顔が間近にあった。その小さな口からは可愛い寝息がこちらに微かに届いている。

　そう言えば昨日は春姉に「明日は特別な日だから」と言われて一緒に寝たんだったな。……何もしていないけど。

　特に理由もなく春姉の寝顔をじっくりと見る。幸せそうな表情で、見ているだけでこちらも幸せな気分になる。

　しかし、時計の針が目に入ると、もうそろそろ目覚まし時計の鳴る時間になりそうだとわかった。カーテンの隙間から朝の日射しも差し込んできている。

　本格的な春が近い。そんな予感を抱く。

「おーい、夏海。春姉。そろそろ起きよう」

　学校に行くのに差し支えが出ないよう、姉妹を揺り起こす。

　春姉の言う通り、今日は特別な日なのだから。







　本来の世界と『例外エクセプシヨナルレイヤー』が無事に統合されてから、約二カ月が経った。

　一時期、『例外エクセプシヨナルレイヤー』での記憶を完全に忘れていた俺だったが、今はそちらの記憶も戻り、完全に日常へと戻っていた。

　ゴールデンウィークから始まった非日常も終わりを告げ、平穏な日々が続いている。

　とはいえ、そんな日常の中でも、現実での重要なイベントというのは平等にやってくる。

　今日は三月八日。

　横よこ岸ぎし高校は卒業式を迎える。

　つまり、三年生である春姉が高校を卒業する日だ。

　厳粛な雰囲気の中で在校生代表が送辞を贈り、

「三年生のみなさん、御卒業おめでとうございます。月日が流れるのは早く、また春が巡り――」

　卒業生代表が答辞を紡ぐ。

「例年にない暖冬を終え、梅の花が咲き香る季節になりました。本日、私たちは晴れて卒業の日を迎えることができました。本日は、ご来賓の方々をはじめ保護者の皆様の――」

　つつがなく式は進む。

　俺はちらりと春姉のいる方を見やった。すると、春姉も顔をこちらに向けて、にっこりと微笑んでくれる。

　それを見て、本当に卒業してしまうんだなぁ、と感慨深くなった。







　そして、卒業式が終わり、

「わー、待っててくれたんだ。ごめんねー」

　春姉が卒業証書の筒を持ってぱたぱたと走ってくる。

　春姉のクラスのホームルームが終わるまでみんなで待っていたのだ。

「春さん、卒業おめでとうございます！」「春姉、おめでとう」「お姉ちゃん、おめでとー！」

　みんなから次々とお祝いの言葉が述べられる。

「ありがとうね、みんな」

　これ以上ない満面の笑みで応える春姉。

「おめでとう春姉」

「ありがとたーくん。でも、卒業しちゃうと学校でたーくんに会えなくなるんだよね……」

「そうだね。でも、仕方ないよ」

「お姉ちゃん、心配だよ……。やっぱり今から留年の手続きをしてくるね」

「何言ってんの、春姉!?」

「あははは、冗談だよー」

　冗談だったのか……？　結構、本気に聞こえた気がした。

「もう大学から内定ももらってるからね。ご迷惑はかけられないもの」

「そう言えば大学は体育大学でしたよね？」

　小こ由ゆ奈なが確かめるように春姉に尋ねると、春姉は可愛く拳を握ってウインクしながら頷く。

「ええ。右肘を治しながらテニスをやるつもり。推薦で入ったからね。頑張らないと」

　そこへ、

「頑張ってね。都つ筑づきさん」

　と、大人びた声が届く。

「あ、泉いずみ谷や先生！」

　テニス部の顧問の先生だ。

「私に教えられるものはすべて教えたわ。あなたなら左手で世界へ行くことも夢じゃないでしょう。大学ではあの人から学べば問題ないはずよ。あなたが英国の地でトロフィーを掲げるのを楽しみにしてるわ。遠回りをさせてしまってごめんなさい」

　先生が深く頭を下げる。やはり春姉が肘を壊してしまったことを気に病んでいるようだった。

　だが、春姉は怒るでも悲しむでもなく、晴れやかな顔だった。

「顔を上げてください、先生。おかげでわたしは戦術の方をじっくり考える時間ができましたから。それに右が回復したら両手でテニスができるんです。強そうじゃないですか」

　確かに左と右で戦えたら強そうだな。左はコントロールで右はパワーとかだったら、とても心が躍る設定だと思う。

「ええ。楽しみにしてるわ。じゃあね、都筑さん」

「はい！　お世話になりました！」

　そして、先生は去っていった。







　春姉がクラスメイトたちと遊びに行ったので、やることもなくなった俺たちは帰路についていた。

　進路、か……。

　春姉は必要になったから決めたわけだけど、そう言えばみんな進路ってどう考えてるんだろ？

「夏海は進路は決めてるのか？」

「前にも言ったけど、お医者さんだよ」

「あれ、本気だったのか？」

「当たり前だよー。ちゃんとそのためにどうすればいいのか、調べてるんだよ」

　最初は意外だと感じたが、よくよく考えればこういうことで冗談を言うような妹じゃなかったな。

　それに頭だっていい。きちんと現実を見据えている気がした。

「ゆうきは？」

　近くを歩いていたゆうきに尋ねると、

「ぼんやりとなるべきものは見えているが、まずは大学に行って心理学、脳科学、精神医学を専攻しようと思う」

　という答えが返ってきた。

「そんなに？」

「ああ。元のボクのように、体と心の性別に齟そ齬ごがある人は少なくないと思うしな。なぜそうなるのか、どうすればいいのかというのを正確に知りたい。それで同じ境遇の人を少しでも助けたい」

「なるほどなぁ……」

「君が、ボクを助けてくれたみたいに、な」

　少しだけ頰ほおを赤らめて俺を見るゆうき。照れているようで可愛かった。

「あー！　ゆーちゃん、ずるい！」

「ゆうきさん、いきなりそれは……！」

　咲さきと理り恵えが即座に反応する。ふたりもいつの間にか名前で呼ぶようになっていた。

「咲、理恵。元の世界のボクは容赦できないんだ。隙があれば独占させてもらいたい」

　咲と理恵は「むー」「むー」と唸っている。

　なんだかゆうきも遠慮がなくなってきたな。それだけ信頼してくれるのはありがたいことなんだけど。

「小由奈と拓たく海みは？」

「わたしは図書館の司書になりたいと思ってます」

「オレは設計士っすね。ど派手な家とか建ててみたいと思ってます」

「へぇ……」

　俺の質問に反応よく答えてくれた。小由奈の司書っていうのは実に似合ってるな。拓海の設計士ってのはちょっと意外だ。

「先輩、意外とか思ってるっしょ？」

「まあ、それなりに」

「テレビ番組に影響されたっすけどね。でも、色々調べようと思ってるっすよ」

　そう言うと、小由奈が呆れたような表情を浮かべる。

「一カ月前は整備士だったのに……」

「別にいいじゃん！　まだまだ将来を決めるまで時間あるんだし！　後悔しないようにしたいんだよ」

　まだ一年生だしな。たくさんの仕事を調べるというのもありかもしれない。

　そして、俺は最後のふたりにも話を振った。

「咲と理恵は？」

「ぼんやりとは決まってるけど、まだはっきりと形になってないのっ」

「あたしはまったく決めてないんだよね。何ができるのか、何をしたいのか、それを見つけに大学に行く感じかも」

　高校二年でやりたいことが決まっているという方が希少みたいだしな。

「武たけ紀のりくんはどうするの？」

　すると今度は質問の矛先が俺に向いた。

　実を言うと、俺も決まってはいないんだけど……。

「少しでもお金を稼げる仕事かな」

　と、物欲的なことを口にした。







「年収二千万円稼げる仕事かぁ……」

　俺はすっかり行きつけになった喫茶店に来ていた。俺と同じ『フェアリーテールシステム』の『カスタマー』の武たけ杉すぎさんが経営する喫茶店だ。カウンターの向こうで武杉さんがコーヒーをドリップしている。

「またすごいお金だね」

　少しばかり驚きながら武杉さんの妻である春はる奈なさんが、俺の前にミルフィーユを置いた。また試作品ができたので食べて欲しいとのことだった。

「今すぐに一千万円よりかはまだ現実的だけどね。比較的、という話ではあるがね」

「その節はすいません……」

「いいんだよ。春奈を取り戻すためのお金と思えば安いものさ」

　武杉さんは春奈さんを失ったときの記憶を受け入れている。だからこそ、その時の悲しみは深く深く心に根付いているのだろう。

　だけど、春奈さんとふたりで幸せそうな姿を見ていると、こちらも心が安らぐ。俺もこんな生活がしてみたい。まだまだ先の話だけど、ひとつの夢として。

「五十歳で二千万っていうなら道は幾つもある。ただ、二十五歳までに年収二千万となると……スポーツを除けば起業かな」

「やっぱりそうなりますか……」

「いくら日本が年功序列を少しずつ改めて成果主義が入ってきていても、完全な成果主義にはならないだろうからね。日本人気質的に。年功序列は経済が発展して、労働人口が増え続けている時じゃないとバランスが悪くなるだけだし」

　なんとなくその辺りに不満がありそうな口調だ。

「あるいは弁護士かな。五年目で平均年収二千万になると聞いたことがある。やらせって噂もあるけどね。ただ、仮に事実だとしても司法試験に合格し司法修習を修了しなければ弁護士資格は取れない。最短でも二十三歳ぐらいにようやくって感じだ」

「二十五歳までとなるとやっぱり厳しいですね……」

「しかし、なんでまたそんな約束をしたんだい」

「なんというか、男の甲か斐い性しようというか……」

「まあ、複数の女の子を幸せにするためならそれぐらいはってことか」

　まだ麻ま衣いに約束しただけだけど、それでも俺の親やみんなの親を説得するためにはそれぐらいの気概を見せなきゃいけない。

「とはいえ、お金だけを追い求めていたら僕みたいに大切な何かを見失うからね。きちんと考えて答えを出すといい。儲かりそうな仕事を立ち上げるなら僕が融資しよう。もちろん僕を説得できたら、だけどね」

　武杉さんはそう言って俺にコーヒーを出してきた。

　ブラックで苦かったけど、その苦みが美味しい。試作品のミルフィーユもそんな苦みを包み込むような甘さで舌がとろけそうだった。

　この喫茶店も随分人が増えてきた気がする。







　引き続き、相談タイムだ。

　家で春姉卒業祝いの豪華な晩飯を食い終わったところで、進路の話を切り出す。

「父さんとか、進路はどうやって決めたの？」

「んー？」

　父さんはゆっくりとした動作でこちらに振り返った。

　世界統合以来、父さんや母さんとはもちろん普通に過ごしている。本来の世界でどう過ごしていたかもわかるしな。それは今まで通りのようで、絆を取り戻している感じだった。『例外エクセプシヨナルレイヤー』では死んでいたから……。

「進路ねぇ……。大学時代にバイトをやって、それが偶たま々たま面白かったからそのまま入社したって感じだな」

　父さんの仕事を昔は知らなかったが、話を聞くにブライダル関連の仕事らしい。いわゆるブライダルプロデューサーというものだ。現在は、ゼネラルマネージャーということだけど。

「結婚式を恋人たちに企画して、仕事して、参加した人たちが幸せそうな顔を見るのが楽しいんだよ。今ではひとつの結婚式だけに集中するような形じゃないがな」

　しみじみと語る。

「じゃあ、わたしたちの時もやってくれるんですか？」

　春姉が問い掛けた。改めて春姉も夏海も、父さんと母さんと本当の親子のようだと思う。本来の世界での投影によって、父さんにも母さんにも養子という設定がちゃんと行き渡っているのが大きかったのだけど。

「当たり前だろう。さすがに俺が直接企画することはできないけど、若いやつに納得いくまでやらせるつもりだ」

「えへへ、ありがとうございます」

「……ところで春海はもうそんな当てがあるのか？」

「うーん、どうでしょう？　秘密です」

「……そうか。まあ、なんだ。まだそんな話をする時期でもないだろう。嫁に行くなんてまだ早い」

　そこへ母さんが茶々を入れた。

「そんなことを言ってると行き遅れるんですからね。結婚は早めの方がいいわよ」

「いや、しかしだな母さん」

「父さんは春海と夏海がいなくなるのが寂しいのよ」

「ち、違う！　そういうわけでは……」

「じゃあ、どういうわけなのかしら？」

　母さんに責められ、父さんはしどろもどろになっている。良い様にされてるな。

「ゴホン！　とにかく、武紀！」

　わざとらしく咳払いをする父さんは、少し顔が赤かった。

「進路はよく考えて選ぶといい。父さんは偶々上手くいったが、友人たちの中には納得していないやつもいる。大学に行かなかったばっかりに、行きたい会社に行けなかったやつもいるしな。応募資格に大卒以上という会社は未だに多い」

「大学には行った方がいいってこと？」

「個人的にはそうだな。だが、大事なのは自分が何をしたいか、ということだ。人生にも世間にも流れってものがある。友人の中には大学に行ったがために商売チャンスを逃したやつもいた。……まあ、彼の場合大学に行っててもやりようはあったと思うがな」

　結局は自分のやりたいこと次第ということか。

「武紀も夏海もゆっくり考えればいい。春海も別にテニスだけに執着する必要もない。やりたいことをやってくれ」







　夕飯を食べ終わって、夜。

　春姉の卒業式のあった日でも、俺の部屋で四人での勉強会を行うことになった。

　そもそもこの勉強会ができるのも、あと一カ月ないからな……。

「え……。寮に入るんですか？」

　少し驚いたように理恵は春姉に尋ねる。

「うん。家から通おうかと思ったんだけど、少し考えて寮に入る方がいいかなと思ったから。もう入寮選考も終わってるんだ」

「で、でも、それって四年間、みんなと一緒にいられないってことじゃ……」

「そうなんだよね。すごーく寂しいんだ。でも、朝の時間もずれるし、向かう場所が正反対だからね。思い切って寮住まいに決めました」

「………」

　理恵は少し納得がいっていない様子だ。

「定期的に家には帰ってくるから、そんな顔しないで？」

「あ、うん……。春姉が決めたことなら、あたしがとやかく言えないよ……」

　春姉が諭すように言うと理恵は寂しそうにそう答える。

「だから、そうだなー。もし、わたしの行く大学にやりたいことがあるなら来てほしいな。たーくんも。一緒の大学だったら嬉しいな」

「一緒の大学かー。それいいですね」

　理恵が少し気持ちを持ち直したように明るく同意する。

　とはいえ、俺はまだちょっと進路が決まってないしな。

「俺はまだちょっとなんとも言えないな」

「うふふふ。よく考えて決めてね？」

　そこでふと夏海が春姉の袖を引っ張る。

「お姉ちゃん、寂しかったらいつでも戻ってきてね」

「あはははは。夏海ちゃんを見たくなったら、すぐに戻ってくるからね」

　そんな会話をして、今日の勉強会は終わりの時間になった。

「それじゃ、あたしは帰ります。また明日ね」

　そう言って理恵は窓を開けて帰っていった。

　春姉と夏海も部屋を出て行こうとする。

　が、部屋を出る前に春姉の足が止まり、俺の方へ振り返る。

「たーくん。一緒の大学は嫌？」

　そして、そんなことを訊いてきた。少し冗談めかしているような、そんな表情だ。

「そうだね。春姉に限らず、安易にみんなと一緒の大学に行くのは嫌かな。ちゃんと――」

「ならよしです。全部言わないでもいいよ。それじゃ、おやすみ、たーくん」

「おやすみ、春姉」

　進路か。俺もちゃんと考えないとな……。







　三年生の卒業式が終わっても、在校生の終業式まではまだ少し日数がある。期末テストは終わってるから気楽だけど。

「行ってらっしゃーい。おやつ作りながら待ってるねー」

　春姉が玄関まで送ってくれる。

　ああ、本当に今日から春姉と一緒に登校しないんだなぁと思うと、さすがに少し切なくなった。

　いつまでも同じように――。

　そんな状態がいつまでも続くわけがない。周りも俺たちもどんどん変わっていくのだから。

　そんなわけで今日は「あたし、ちょっと日直だから先行くね」と、理恵も先に家を出て行ってしまったので夏海とふたりだ。

「わーい。お兄ちゃん、ひとりじめー」

「ははは、元気だな」

　夏海と手を繋いで学校へ向かう。所々で視線を感じるが、もう余り気にならない。

　それよりも夏海の小さな手を守らないと、という気持ちになる。夏海の温もりがそうさせるのかもしれない。

「でも、やっぱりふたりだけだと寂しいね」

「そうだな……」

「理恵ちゃんもなんだかよそよそしかったし」

「………」

　さすがによく気がつく妹である。

　理恵は朝から妙に戸惑っているようだった。よそよそしいと言うよりも、無理して俺らに目を合わせなかった感じ。

「どうしたんだろうね」

「わからないな……」

　昨日の進路の話辺りから妙に不安そうな表情をしていたけど。

　そんな中、咲がいつものように後ろから走ってやってくる。

「おっはよー！　あれ、春さんがいないのは当然だけど、理恵ちゃんは？」

「用事があるっつって先に行った」

「ふーん？　大変だねぇ。それにしても、やっぱり春さんがいないと、いつも通りって感じがしないな」

　咲もやはり寂しいらしい。その表情は少ししょんぼりとしていた。

「でも、来年には夏海ひとりになるんだよ」

「あうー。それは寂しいよね」

　夏海も咲も困った顔をしている。夏海は妙な話題を振ってしまったという後悔が、咲は咲でどう返したものか迷っている、それぞれがそんな顔色だ。

「……だからこそ今日から一年、精一杯過ごせばいいんだよ」

　俺がそう言うと、夏海も咲も笑顔になって、

「「うん！」」

　と頷いてくれた。







　昼休みになって、教室がにわかに騒がしくなる。

　学食や購買で目的を果たすためにダッシュで教室を出て、その背中に担任から「走るな！」と制止がかかるが、そんなことは構わずだ。

　まあ、少し授業が終わるのが遅れたからな。学食の席取りや購買での人気なパンを買うには致命的だ。

「まあ、俺には春姉の弁当があるけど」

　春姉が寮生活になったらもう昼に食べることはできなくなる。家に戻った時にまた作ってくれるとはいえ、この味はしっかり味わっておきたい。

　咲やゆうきも来て一緒に弁当を、というところで、

「まったくあいつらめ……。ところで神楽かぐら、すまないが職員室に来てくれるか？」

　俺の真正面に座ろうとした咲が教師から声をかけられる。

「なんでしょう？」

「大事な話がある。昼ご飯を食べる時間ぐらいは残るはずだ。放課後にしたかったんだが用事があってな。伝えるのは早い方がいいだろう」

「わかりました。それじゃ、ゆーちゃん、武紀くん、行ってくるね」

「おー、行ってらっしゃい」

　咲は先生について、教室を出て行った。

「何の話だろうな？」

「おそらく進路だろう。先生に進路のことについて相談していたからな」

　俺が何気なく呟くと、ゆうきが答えらしきものを口にした。

「いつの間に……」

「君が記憶を取り戻す前の話さ」

　そういうことか。そう言えば咲自身はぼんやりと進路が決まってるって言ってたしな。

「ゆうきは何か聞いてる？」

「いや、ほとんど聞いてないな……。咲なりに考えていることもあるんだろう。それはそうと、そろそろ食おう」

「ん。そうだな」

　ふたりで弁当を出して蓋を開ける。

「……どうだ？」

　ゆうきが自信なさげに尋ねてくる。

「すげー美味そうに見えるけど」

　元々ゆうきは購買派だったのだが、俺の記憶が戻ったのを境に自炊をし始めていた。弁当も自分で作っている。

　理由を訊いたら、

「ボクだけできないのも癪だしな……。喜んでもらいたいってのもあるし……。君に」

　と、顔を赤くして囁いてきた。

　その時は正直、心臓が止まるかと思ったぐらい驚いたものだ。

「こっちのおかずを渡すから、春海さんの弁当を分けてくれ。二個以上あるものでいい」

「了解」

　春姉の味がしばらく味わえないのはゆうきも一緒だからな。気兼ねなく、おかずを交換していく。

　そして、準備も整ったところでゆうきにじっと見つめられた。

　言外に「喰え」と言われている気がする。

　そんな視線を受けながら、俺はまず一口サイズのロールキャベツに箸をつけた。摘んで口に入れる。

　おお……。これはなかなか。口の中に風味の充分な汁が溢れてくる。見た目は水っぽくないのに、汁が漏れないように上手く封じ込めているようだ。これは繊細な味わいで、今までゆうきが作ってきた中では抜群に美味い。

「うん。これ美味いわ。完璧だと思う」

「そ、そうか。自信作だったんだ。よかったよ」

　そんな風に他のものも食べていく。日々、レベルが上がっていることがわかった。

　最初の頃から普通の味だったのだけど、少しずつ味が複雑になっている。味わい深くなっていた。

「春はる海みさんのおかずも美味いな。さすがにこの味にはまだまだ遠い」

「でも、色んな味が楽しめて嬉しいよ」

　記憶を取り戻して以降、咲や理恵たちが俺のために弁当を作ってくれるのだ。

　ひとりひとり、同じおかずでも味が変わっているのが面白かった。

　……とまあ、幸せに過ごしているのを自覚してしまうほどなわけだが、何人かのクラスメイトからの視線が痛いことも自覚している。

　とはいえ、このぐらいは享受して然るべきだろう。これからずっとなわけだしな……。

　そんな視線を意識の外に追いやって俺は弁当を平らげた。

「うん、どれも美味かったよ。ごちそうさま」

「……ありがと。春海さんのも相変わらず美味しかった。そう伝えてくれ」

「了解」

　こうなってくると俺も自分で弁当を作って来た方が公平かもしれないな。と言っても、春姉が寮に入るまではこのままの状態でいいか。

　それから少しして、咲が教室へと戻ってくる。

「お、戻ってきた。なんだった？」

　咲の表情は少し引きつっていた。困っているようにも見える。

　どうしたんだ？　と尋ねようとしたところで、

「海外の大学紹介されちゃった」

　咲は衝撃の言葉を口にした。







　見聞を広めて、写真を学びたい。

　咲が担任に伝えたのは、そんな一言だったらしい。

「イギリスの大学なんだけどね。先生の古い友人がそこの教授、海外だとプロフェッサー？　をやってるらしくてね。本格的に写真を学びたいならここに行けって」

　学校からの帰り道、そう補足してくれた。

　咲は英語も結構できるしな。留学そのものはおそらく問題ないだろう。

　問題は……。

「やっぱり海外って話になると少し躊ちゆう躇ちよしちゃうよね」

　というごく自然な感情だ。悩みが強いのか、咲は小さく溜息を吐いた。

「どうするんだ？」

「……武紀くんはどうしてほしい？」

「その聞き方はずるくないか？」

「えへへっ」

　いたずらっぽく笑う。

　イギリスの大学へ留学ということであれば、数年は傍にいられなくなる。

　春姉のように時々帰ってくるようなことも軽々しくはできない。

　俺としてもそんな人生の一大事を軽々しく「こうしてほしい」などとは言えなかった。







『あいつ、海外の大学行くんだって？』

　電話口から聞こえてくるのは、少し気け怠だるそうな声。相手は愛あい子こだ。

　突然電話をかけてきたと思ったら、咲の進路についてだった。

「まだ決まってはいないみたいだけどね」

『海外に行くことになったら、数年会えないんじゃないのか？　いいのかよ』

「寂しいけど……。咲のためにはいいと思ってる」

『へぇ。結構、ドライだな。お前』

「そうか？」

『てっきり離れたくないから行くな！　とか言うと思ったけど』

「んー……。そういう気持ちもないって言ったら噓になるけどな」

『ふーん……』

「愛子こそ、咲が海外行ったら寂しくないのか？」

『ん……。……まあ、その辺りはお前の考えと同じだな』

　寂しいとは口にしない辺り、愛子の意地を感じなくもない。

『まあ、あたしもあいつと一緒に行くって手もあるんだけどな。イギリスには、あたしのやりたいやつがやれるカレッジもあるし』

「そうなのか。何？」

『ヘアメイクだよ。まだなんとなく、だけどな』

　初めて聞いたな。まあ、愛子がなんとなくと言う以上、まだ考え中ということなのだろう。

『でも、あたしの頭じゃ海外に行くのはなぁ。英語もできねぇし』

「これから死ぬ気で頑張ればいいんじゃないか？」

『そこまでするほど、これが天職だ！　って確信もないしな。もう少し考えるさ』

「まあ、行く行かないは別にして勉強はした方がいいぞ？」

『またそれか……。いいじゃねーかよ。三学期の点数見ただろ』

　二学期の期末の結果が無残だった愛子は、三学期でどうにか持ち直している。

『いや、お前にも、その……感謝はしてる、けどよ……』

　以前交わした約束があった。




「あー、もう！　うるせぇな！　黙れ黙れ！　だったら、お前があたしに勉強を教えてみろ。もし、それで三学期に平均八十点以上が取れたら何でもしてやる！」




　咲が消えそうになった時にど忘れしたことを指摘したら返ってきた答えだ。

　俺が記憶を取り戻したあと、すぐに期末テストに向けて愛子と一緒に勉強をし始めたわけだが、見事に平均八十点以上を取っている。

　まあ、咲が教えていたこともあったし、ゆうきが教えていた時もあったから、俺だけの手柄ではないので、ちょっとその辺りを言及しづらかった。愛子も忘れてそうだしな。

『まあ、なんだ。あの時の――』

　そんな会話の最中に、

「おーい、タケくん、ご飯よー。春海ちゃんと夏海ちゃんも下りてきなさーい」

　と母さんから呼ばれた。

「悪い。飯だから切るわ。また今度な」

『お、おう。この話はまた改めてな。忘れてもいいぞ』

　何かよくわからないことを言っている愛子との電話を切って、俺は階下に向かった。







　今日も昨日と同じように勉強会をしていたのだが、理恵が断りの電話を入れてきたので春姉と夏海と俺の三人だけとなった。

「理恵ちゃんどうしたのかな？」

　夏海が心配そうに呟く。

　風邪ではなさそうだけど、朝の時といい少し心配だ。

　勉強会を終え、風呂から上がってひとり自分の部屋で椅子に座ってくつろいでいると窓がコンコンとノックされた。次いで窓が開いて、侵入者が姿を現す。こんなことをするのはひとりしかいなかった。

「どうした、理恵」

　窓から入ってきた理恵は寝間着姿だった。丁寧に窓を閉めてからベッドの縁に座る。

　その表情は少し不安げだ。

「咲ちゃんが海外に行くかもって、メールが来たの……」

「ああ。先生から紹介されたらしいな。行くにしてもまだまだ先の――」

「……武ちゃん、それでいいの？」

「え？」

「また離ればなれになっちゃうんだよ？　しかも、長い間……！」

「まだ確定したわけじゃないだろ？」

「あたしは確定したらのことを言ってるんだよ……！　それに春姉に言ってた、みんなと一緒の大学に行くのは嫌って、どういうことなの？」

　理恵は少し苛立ったように言う。その上で困惑みたいなものも感じ取れた。それにあの時の春姉との会話、聞いてたのか。

「どうしたんだよ、理恵。朝から少し変じゃないか？」

　俺がそう尋ねると、理恵は失望したような表情となる。信じられないとでも言わんばかりだ。

「……もういい。夜中にごめんなさい」

　来た時と同じように理恵は窓を開けて帰ろうとする。俺は咄とつ嗟さにその肩を摑んだ。

「どうしたんだよ。一体何が不満なんだ？　もっとはっきりと言ってくれないとわからないぞ」

「……武ちゃんにはわからないよ」

「聞かないとわからないだろ」

　それでも理恵は言おうとしない。

「あたしも少し混乱してるから……。上手く言えないから……。言えるようになったら言うから今日は帰して。外はまだ寒いよ……。ふたりで風邪引いちゃう……」

「あ、悪い……」

　俺が手を離すと、理恵は

「ごめんなさい」

　と先程と同じ謝罪を呟いて、自分の部屋まで戻ってしまった。

「はぁ……」

　俺もまだまだ全然駄目だな……。理恵の気持ちをわかってやれない。

　いや……。理恵の悩みはなんとなくわかる。

　だけど、こればっかりは依存せずに、自分で考えなきゃ駄目なんだ。

　答えも、決断も、自らの手で――。







　次の日、理恵はまたしても朝早くひとりで行ってしまった。

　昨日はどうだったかはわからないけど、今日は用事があるわけでもないだろう。

「むー。お兄ちゃん、理恵ちゃんと喧嘩したの？」

「……そうなるのかなぁ」

「駄目だよ、早く仲直りしないと……」

　妹に諭されてしまった。

　心配もかけたくないしな。理恵とちゃんと話さないといけない。その時に俺の考えも伝えておこう。それを踏まえてどう考えるかは、理恵次第なんだけど……。

　そして、いつもの通学路に差し掛かったところで咲がやってくる。

「おっはよーっ！」

　彼女は今日も元気だ。

「おはよ。海外の件はなんか決めたりしたのか？」

「一応、親に話したらオッケーとは言ってくれたよ。ただ……」

「ただ……？」

「理恵ちゃんにメール送ったら、遠くに行く必要はないんじゃないの？　って返ってきて。まー、確かにそうかもなんだよねっ。まだ資料とか調べきってないから、どんな授業をやるのかもわからないし。日本で学べることだったら日本でいいからね。海外に行った方が見聞は広がると思うけど、大学を卒業してからでもいい気がするし」

　……理恵は咲からメールをもらって知っていたんだったな。

「早くてもいいと思うけどな」

「えー。武紀くん、そんなにあたしに海外行って欲しいの～？」

　寂しそうな口調、だけど楽しそうな表情だ。すぐにからかっているのだとわかる。

「お兄ちゃん、ろくでなしー」

　夏海まで俺を責める。でも、その顔はにこやかだ。小悪魔さんめ。

「俺だって意味なく離ればなれにはなりたくないぞ」

「あはっ。そうだよね」

「けど、それが咲の未来に繋がるなら行ってほしい。会おうと思えばいつだって会える」

　そりゃ海外だし、行くのは難しい。

　でも、行くための手段はあるし、行くことさえできれば会えるのだ。世界を隔てられているわけじゃないんだ。あんな状況に比べたらたかだか物理的な一万キロメートルぐらい、どうってことない。

「うんっ、了解。だから、もう少し調べるつもり。高校卒業で行く必要があるのか、そもそも行ってメリットがあるのかどうかとかねっ」

「ああ。何かあれば協力するよ」

「夏海も協力するからね！」

「ありがとねっ！　ふたりともっ！」

　そんな会話をしながら、俺たちは学校へ向かった。







　結局、学校内で理恵と遭遇することもできなかった。会おうと思っても教室からいなくなるようで、完全に避けられている。

　……理恵、思い詰めやすいからな。なんとなく誤解をしている気もするし、早く話をしないと。

　その帰り、みんなして用事があるようで、俺は久しぶりにひとりで学校を出た。

「やっほー」

　そこへ別の学校の制服を着る見知った顔の女の子がやってくる。もうひとりの幼おさな馴な染じみ、佐さ崎さき恵めぐ奈なだった。

「おー。どうしたんだ？」

「別に。最近、顔合わせてなかったから寂しくなっただけだよ」

　あっけらかんと言う。

「そう言えば藤ふじ田たたちは元気か？　最近、時間が合わなくて会ってないんだよな」

「元気元気。藤田くんと普ふ久く乃の原はらくん、バイト始めたみたいだしね」

「へぇ、マジで？」

「うん。普久乃原くんがコンビニの店員やってるのを見て、悪いんだけど笑っちゃった」

　……ヤバイ。あいつがコンビニの店員とか想像できない。すごく無愛想にレジを打ってそうだ。

「あいつ、金持ってるし、やる必要ないだろ」

「社会経験だってさ。長々とはやらずに他にも色々やるみたいだよ。藤田くんと一緒に。知とも世よは最近は料理にかかりっきりだけど。最近、五〇〇グラム太ったって泣いてた」

　五〇〇グラムぐらい誤差だと思うんだけどなぁ……。

　それにしても藤田も普久乃原も色々考えてるんだなぁ。

　そんな近況を話し合った後、不意にめぐは俺の顔を覗き込んできた。

「それで、武ちゃんは何を悩んでるのかな？」

「わかるのか？」

「表情でなんとなくね」

　さすが幼馴染。

「ちょっと理恵に誤解されててな。早く解消したいんだけど、どうも避けられてて」

「ダメダメだなぁ」

「……ほっといてくれ」

　ホント、昔からズバッと言うよな、こいつ。

「まあ、相談には乗ってあげましょう。ほら、公園行こ。ソフトクリームで手を打つよ」

「……たかりに来たんじゃないだろうな」

「まっさかー。ちゃんと真面目に言ってるから」

　まあ、ソフトクリームぐらいで相談に乗ってくれるなら安いものだ。

　公園近くの喫茶店でソフトクリームをふたつ買い、ふたりで公園に行く。思えばこの公園で、色んなことがあったよなぁ。なんとなく感慨深い。普通の公園にしか見えないけど。

　落ち着いたところでめぐが急かすので、俺は起こったことを話した。

「ふーん。なるほどねぇ……」

　ソフトクリームを舐めながら納得のいったような声を上げる。

「武ちゃんも理由はわかってるんでしょ？」

「まあ……。単純に離れたくないってことだと思う」

「甘いなー。それだけじゃないんじゃないかなー」

「え？」

「たぶんだけど、焦ってるんだと思うんだよね」

「焦ってる？」

「春海さんも咲さんも、夏海ちゃんも。他の人もちゃんとやりたいことが定まってるわけでしょ？　でも、理恵さんだけまだ迷ってるわけじゃん。離れたくないっていうのは、置いて行かれたくないとも言えるわけで」

　そうか。確かに理恵以外は大体やりたいことが定まってたな……。

　俺もまだ決まってないけど……。

「よくわかったな」

「まあ、あたしも決まってなかったからね。話聞いて、少し焦っちゃったし」

「自分の話かよ！」

「で、でも、それだけに説得力はあるでしょ？」

　まあ、なくはないな。

「話しておくことは重要だけど、理恵さん自身の問題だからね。その辺りも含めて言っておかないと解決しないよ？」

「そうだな。うん、サンキュ、めぐ」

「どーいたしまして。で、次のデートいつにする？」

　そんなことを満面の笑みで言うめぐ。敵わないと思いました。







　夜。今日も理恵は勉強会に来なかった。

　少し早めに勉強会を切り上げ、俺は窓の外を見る。理恵の部屋の電気は付いていない。

　俺は窓を開け、屋根伝いで理恵の部屋に向かった。靴下が少し滑るが、さすがに何回かやると慣れてくる。

　理恵の部屋の窓に張り付きノックする。反応なし。勝手に開けようとしたが鍵がかかっていた。

　完全に籠城モードだな……。とはいえ、中に誰かいる気配はある。微かに毛布の音が聞こえた。

　仕方ない。

「理恵。開けないでいいから聞いてほしい」

　俺は窓に向かって語りかける。多少、部屋の中に届かせるために声量は大きめだ。近所迷惑かもしれないが、外で誰かがくっちゃべってる程度で済むだろう。ごめんなさい。

「離れることが不安なのはわかる。俺もできることであれば離れたくはないよ。だけど、意味もなくただ一緒にいるだけじゃ、いつか絶対に後悔すると思ってる」

　あの時、これができていれば。

　あの時、こうしていれば。

『フェアリーテールシステム』に巻き込まれて以降、ずっとそんな後悔ばっかりしていた。

「でもさ。どんなに遠くてもあの時みたいに世界が隔てられるわけじゃない。会おうと思えば会えるんだ。電話だってできるし、今ならビデオチャットもできる。世界を隔てて別れた時は本当にいつ会えるのか不安だったけど、今はそんなこともないだろう？　あの時、いつかきっと会えると信じていたからこそ耐えられた。もし、二度と会えないってことになってたら、どうなってたかわからない」

　会うための筋道を探して、それに縋って、今のこの状況がある。

「数年離れたぐらいで俺の――俺たちの想いは変わらないって信じてるから。だから、いつか来る時のために、自分の未来を、そこに至るための自分の道を、自分で選んで欲しいんだ。手を繋いで一緒に道を歩くのでも、視野を広げた方がずっといい」

　だけど……。

「それでも決められないのなら、俺と一緒の大学に行こう。一緒にやりたいことを探す手伝いをするからさ。一緒の大学に行くのが嫌と春姉に言ったけど、それは安易な考えでそうするのが嫌ってだけだしな」

　とりあえず、言いたいことはちゃんと言った。

　俺は理恵の部屋に背を向けて、自分の部屋に戻るべく足を踏み出す。

　その瞬間――足が滑った。

　久しぶりで油断した！　靴下を履いてるせいで！　慣れてるとか思っててごめんなさい！

　落ちたら痛そうだなー、などとまるで他人事のように考えつつ、どうにか四つん這いになって屋根にしがみついた。ギリギリセーフ。心臓止まるかと思った。

「だ、大丈夫、武ちゃん!?」

　ばたばたと音を立てて、部屋の窓から理恵の心配そうな顔が覗く。

「あー、大丈夫。落ちずにすんだ」

　下にネットもあるし、落ちても大事には至らなかったと思うけど。

　そして、理恵は安あん堵どの息を吐くと共に、気まずい関係になっていることを今思いだしたかのように慌てて窓を閉めてしまった。

　……今の俺たちの状態を忘れるぐらい心配してくれるなんて、本当に理恵は優しい。

　とりあえず、俺の思いは伝わったはず。

　あとは理恵がどう考えるか、だ。







　次の日。この日も理恵と一緒に登校はできなかった。夏海とふたりでの登校だ。

「まだ仲直りできないのー？」

「面目ない……」

　頻繁にあれこれ言っても理恵を追い詰めるだけだと思うし、少しは待つ時間も必要だよな。押して駄目なら引いてみろ、じゃないけど、突っ走りすぎるのもよくはない。

　ここで理恵の肩摑んで強引に説得じゃ、今までと同じだ。

　直近の危機があるわけじゃない。少しは遠くの未来を見据えないと。

　……とは言うものの自己弁護の詭弁な気もするし、不安は不安だ。

　でも、なんというか、大丈夫なんじゃないかと思う。

　理恵の近くにいるのは、俺だけじゃないしな。







　学校で授業を終えた俺はバイトに行き、それが終わったら武杉さんの喫茶店へと向かった。

　秀ひで之ゆきさんに会うためだ。今は定期的にプログラムのことを教えてもらっている。

　喫茶店の中に入ると、秀之さんはすでにテーブルで待機していた。

「遅れてすいません」

「いいんだよ。バイトだったんだろう？」

　すぐにノートパソコンを開いて、授業さながらに進めていく。

　家でもできるし、メッセンジャーを使えば直接会わずともいいんだけど、秀之さんとしてはこれが一番教えやすいらしい。

　秀之さんのあれからについては詳しい話を俺は聞けていない。愛子に聞いても、暎えい那なちゃんに聞いてもだんまりだ。

　知っていることと言えば、本来の世界と『例外エクセプシヨナルレイヤー』の秀之さんは統合されたはずなのだが、『例外エクセプシヨナルレイヤー』の秀之さんは記憶を失ってしまったらしいということ。

　記憶を失ったといってもエピソード記憶のみで、手続き記憶や意味記憶は保持しているらしく、そのプログラミング知識は俺がよく知っている秀之さんそのものだ。今の秀之さんは、それが棚ぼた的に降って湧いたものだと思っているようである。

　エピソード記憶の回復もやっているらしく、いつかは必ず取り戻すと暎那ちゃんは誓うように言っていた。

「ま、今日はこんなもんかな」

　一通りの授業を終え、俺は秀之さんに礼を言う。

「それにしても記憶力いいよね、都筑くんは。一度教えたことは間違えないし」

「これでも集中してやってますからね」

「まあ、ギャルゲー一本全部記憶できるぐらいだから、これぐらいは当然ってところかな？」

「あれは、なんというか、愛が為せる業というか」

　今にして思えば、我ながらとんでもない話だ。

「とはいえ、好きなものじゃないと発揮できないでしょうし」

「都筑くん、それは単純に甘えだよ」

　秀之さんは少し手厳しい言葉を紡いだ。

「一度やった以上、それはできるんだ。あとは本当に集中力の問題だよ」

「そうでしょうか……？」

「プログラムをギャルゲーほど好きになれってのも難しいかもしれないが、一度本気でやってみるといい。君のプログラミングセンスは悪くないんだ。そして、その記憶力を十全に活かすことができれば、超高度なプログラムソフトを作っていくらでも稼ぐことができるはずだよ」

　稼ぐことが、できる？

「まあ、そのためにはプログラム知識だけじゃなくて、物理、化学、数学、あらゆる知識が必要になってくるけどね」

　秀之さんの言葉を心に刻む。

　少しだけ――。

　将来への道筋が見えてきた気がした。







　秀之さんと話し込んでいたら結構遅い時間になってしまった。明日が休みとはいえ、みんなもう寝てるだろうな。

　音を立てずにそろりそろりと自分の部屋へと戻る。

　そこで少し話し声が聞こえてきた。

　春姉の部屋からだ。夏海と話してるのか？

　少しだけ耳を澄ます。

「どうして、寮に入るんですか？」

　理恵の声だった。

「そう遠いわけでもないし、家からでも充分通えるじゃないですか。なんで武ちゃんと離れたりするんです？」

　その声はいつもに比べたら、少しきつめかもしれない。理恵にしては本当に珍しいことだった。

　そんな理恵へ、春姉が優しい声で諭す。

「本当はね。わたしも離れたくはなかったよ。でも、集中したいの。テニスに」

「武ちゃんよりもテニスが大事ってことなんですか？」

「そんなことあるわけないよ、理恵ちゃん。たーくんかテニスかで問われたら、わたしは絶対にたーくんを選ぶもの」

「だったら……！」

「でも、今回のことはそんな二択じゃないからね。テニスをしていてもたーくんとは会えるし。前みたいに絶対会えないわけじゃないもの」

「………」

「わたしが大学に入って、でもたーくんと一緒にいたくてテニスが疎かになったとするでしょう？　だけど、それからまた少ししてテニスがしたくなったら、わたしは絶対に後悔するから。そして、後悔しているわたしを見て、きっとたーくんは責任感が強いから自己嫌悪するだろうし。だから、わたしはやりたいことをやろうと思ったの」

「武ちゃんが、自己嫌悪……」

「それにこれはわたしの独断なんだけど……。たーくんが年収二千万円を目指しているって話は聞いてるでしょ。もし、それが怪我とかで無理になった場合、みんなを諦めますって言われて納得できる？」

「……そんなの絶対嫌……」

「だから、その時までに絶対にプロになって、一杯稼いで。『ここにお金はあります。たーくんのおかげで稼げたお金だから、これはたーくんのお金です！』って言おうと思ってるんだ」

「そ、そんなこと考えてたの!?」

「考えてたんだよー。でも、これたーくんには内緒ね」

「でも、プロになってお金を稼ぐなんて……」

「うん。今のわたしの実力じゃすごく難しいと思う。でも、わたしに期待してくれてる人がいる。わたしが世界の舞台で活躍することを信じてくれる人がいる。わたしのテニスが好きだって言ってくれた人がいる。みんなの信頼に応えるためにも、わたしは絶対にプロになるって誓ったから」

「………」

「そういう風に、色んなことを考えて出した結論なんだよ。寮生活は」

　理恵は何も言わない。黙っているようだった。

「数年会わないぐらいでわたしたちの絆は決して切れない。この程度で切れるようだったら、今まで遭った事件の中で切れていたと思う。切れてたらこの世界がどうなっていたかわからないし……。理恵ちゃんもそこは自信を持っていいところだと思うよ？」

　結局最後まで聞いてしまった。盗み聞きなんてするつもりはなかったんだけど。

　でも、春姉がそんなことを考えていたとは意外だった。内容も含めて……。

　だけど、それは俺との信頼の上になり立っている話だ。

　これからも精進したい。

　そして、理恵にも、俺の気持ちが伝わってくれれば嬉しいな。







　今日は休日だった。

　とはいえ、いくつかバイトも入れているので朝からバイトである。

「あー、朝から疲れたな……」

　家に戻ってプログラムの勉強をしてからまたバイト――という予定だったのだが、家に帰る途中、咲と理恵を見つけた。

　ふたりで遊びに行くことが珍しいわけじゃないが、最近の理恵のことを考えるとどことなく違和感がある。

　特に何が起こるってわけでもないだろうけど、少々気になった。小走りして追いつき、俺はふたりに声をかける。

「よー。理恵に咲も。どうしたんだ？」

「あれ、武ちゃん？」

「武紀くん、妙なところで会ったねっ！　わたしたちはこれからウィンドウショッピングして、喫茶店でお喋りする予定なんだ」

「武ちゃんも一緒に行く？」

「ああ。じゃあ、ふたりがいいなら」

「オッケー！　それじゃ、レッツゴーッ！」

　咲がテンション高く先導する。俺と理恵はそれについていった。







　喫茶店にてみんなが注文し、待っている間、気になったことを尋ねる。

「そう言えばなんでまたふたりとも買い物を？」

「わたしは理恵ちゃんに誘われただけだよっ」

　そうだったのか。

「うん。あたしが誘ったの。聞きたいこともあったから」

「そうだったの？　何々？」

　理恵が少し不安そうな表情となる。

　しかし、決心をしたような顔で咲に問い掛けた。

「どうして、海外なの？」

「えっ…‥」

「一緒にいたいって思わない？　武ちゃんと離れたくないって思わない？」

　そう問われ、咲は少々面食らったようだが、すぐに理恵の意図を悟ったかのようにその表情を緩めた。

「思うよ。すごく。もし、海外に行くんだったら一緒についてきて欲しいぐらい」

「だったら、我慢しなくても……、いいんじゃないの？」

「我慢とは違う気がするんだけどね。わたしたちはもう運命共同体だと思ってるから、みんながみんな、同じことをするだけじゃ駄目だと思ってるんだ」

「同じことをするのが、駄目？」

「そうだよ。ずっと同じままじゃいられない。だったら、今は無理でも、ずっと同じままでいられるようにするにはどうしたらいいのかって考えるんだ」

「………」

「わたしの出した結論はね。自立すること。自分で立つこと。みんながそれぞれ、誰かに依存せずに立ってること。でも、みんなで手は繋いでるんだ。だから、誰かが倒れてもすぐに支えることができるように……」

「咲ちゃん……」

「前に自己嫌悪に陥っちゃった時、わたしは理恵ちゃんに叱られて立ち直ったけど……。あの頃は本当に武紀くんに依存してて……。だから、わたしはもっと自立したいって思った」

「でも、でも……。みんなで同じ道を歩くって決めたのに……」

「同じ道を歩くっていうのは、同じ場所に留まるって意味じゃないと思うよ、理恵ちゃん。それに少しぐらい分かれても、わたしたちの絆があればまたいつか必ず巡り会う。どんな道を歩いていても、みんなと同じ空は見えてるもの」

　俺は咲の言葉に感銘を受けていた。

　ああ、いいな。『絆があればまたいつか必ず巡り会う』『みんなと同じ空は見えてる』か。

「それにわたしは病弱を理由にろくに世界を見ようとしなかったから、みんなに比べてまだまだ視野が狭いんだ。みんなと同じ目線になるためには海外に行くぐらいの気概がないとね」

　そう言いきった咲の顔はとても晴れやかだった。

「でも、海外に行くかどうかは、もっともっと調べて決めるつもりだよっ」

　……確定してたわけじゃないのか。







　喫茶店からの帰り道、途中で方向の違う咲と別れて、俺と理恵がふたりきりになる。

「みんな、偉いよね」

　そんな中、理恵はそんなことをぽつりと漏らした。

「あたし、自分のことしか考えてなかった。みんなと一緒がいいって考えを押しつけるみたいに……」

「できることなら離れたくないっていうのは当たり前だと思うぞ。あんまり大事に考えなくてもいいさ」

「武ちゃん……」

「お前が傍からいなくなったら寂しいけど、どういう事情があっても必ず戻ってくるって信じられるから怖くはないよ。レイヤー分割した時に比べれば雲うん泥でいの差だ」

「そうだね。あの時は本当に怖かったもんね……」

　もう二度とみんなと一緒になれないかもしれないという恐怖があった。でも、もう今は違う。『フェアリーテールシステム』が何かをしてくることもないし、世界をどうこうしようと考えているやつもいない。

　こんな平和な日々がずっと続けばいいと思ってる。

「ねぇ……」

　理恵がそう呟くと同時に――。

　俺に抱きついてきた。理恵の手が、俺の背中に回る。

「ずっと……。一緒がよかった……。ずっとこんな日が続けばいいって、思ってた……」

　理恵は泣いていた。俺も理恵の体をそっと抱きしめる。

「変わるのは怖い……。今の状態から一歩踏み出すのも……」

「怖いのは当たり前だと思う」

「うん……」

「でも、止まったままじゃ風景は同じままだ。一歩踏み出して、違う風景を見てみたいって思う。もっとすごい風景があるかもしれない。どんな風景があるんだろうって想像もしてみたい。他の人が見てきた風景を聞いて、そこに行ってみたいと思いたい」

「うん……！」

「俺は、みんなにそれぞれの未来を、自分だけの未来を摑んでほしい。その上で、俺はみんなを迎えに行く。その時までに全員を養えるだけの甲斐性も身につけてみせるから……。そしたら、みんなで一緒に暮らそう。みんなで、いつも通りの日々を作り出そう」

「うん……！　うん……！」

　理恵が感極まったようにしゃくり上げている。

「だから、一緒に未来を摑むために頑張ろう。少しぐらい離れていても、必ず支えるから……」

「うん、ありがとう、武ちゃん……！」












　泣き止んだ理恵の表情は、憑き物が落ちたように可愛かった。







　三学期も終わり。

　春休みを経て。

　俺たちは進級し、新たな年度を迎えた。

　今日は俺たちが始業式で、春姉は大学の入学式だ。

　春姉は今日から寮に入る。

「何かあったらすぐに連絡するんだぞ」

「いつでも戻ってきていいからね？　無理しないのよ」

　父さんと母さんは春姉に何度も同じようなことを言っている。可愛い娘が実家を出るのを認めたとはいえ、不安で仕方ないのだろう。

「それじゃ、行ってきます。ほら、たーくん、行こう？」

　春姉と共に外へ出る。

　外では、みんなが待っていた。

　夏海と理恵が、春姉の手を握って言う。

「お姉ちゃん、元気でね！　絶対にいっぱい帰ってきてね！　夏海も遊びに行く！」

「春姉、最後まで迷惑かけてごめんなさい。もうあんまり悩まないようにするね」

　そして、咲とゆうきも。

「春さん、お世話になりました。大学でも頑張ってくださいねっ！」

「春海さん。戻ってくる時は言ってください。また料理を習いたいです」

　小由奈や拓海、愛子まで集まっていた。

　それぞれ、春姉に別れを告げている。

　このままみんなで春姉を家の前で見送り、そして、俺たちはそのまま登校するのだ。

「ありがとうね、みんな。それじゃあ、たーくん、夏海ちゃん、みんな。またね！」

　春姉が『またね』と再会を約束する別れの挨拶をし、何ひとつ不安のない笑顔をこちらに見せてから、その足を高校とは逆方向に向けた。

　変わっていく。

　変わらずにはいられない。

　少しずつ少しずつ。

　みんなが、それぞれの道を歩むことになる。

　一年後、二年後、きっとそれぞれ立っている位置は違っているだろう。

　でも、向かっている先はすべて一緒だ。

　少しばかり迷っても、俺が必ず迎えに行く。

　春姉の後ろ姿も見えなくなり、

「さて、じゃ俺たちも行こうか。学校に」

　これからみんながどういう結論を出すのか、それはその時になってみないとわからない。

　だけど――。

　その時を笑顔で迎えられればいいと思う。

　そして、俺たちは――その一歩を踏み出した。
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　あとがき




　おはようございます。読者さまの中で、初めての方はおられますか？　田た尾お典のり丈たけです。




　これにて本当に『ギャルゲヱ』シリーズは終幕です。そして、これであとがきを書くのも最後かと思うと物寂しいですね。毎度毎度ネタに困ってたはずなんですが。

　最終巻の今回は謝辞を中心にお送りしたいと思います。

『ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！』は絵を担当して下さった有あり河かわさんの力も大きく、私の書いた文字たちが絵としてあがってくるたびにテンションが上がって悶もだえながら執筆していました。きっと読者の皆さんと同様に、私も有河さんの描くキャラクターたちに魅せられ、待ち望んでいたのです。キャラクターたちが生き生きしていると思ったのならば、それは間違いなく有河さんのおかげです。

　そして、担当の川﨑さんがいたからこそ、『ギャルゲヱ』シリーズで私がやりたかったことができ、またストーリーを盛り上げることができたのだと思います。私が気付いていなかったことや不足している箇所を的確に補っていただいたことで、完成度を一段も二段もあげることができました。右も左もわからぬ新人だった私が川﨑さんに担当してもらえたのは非常に幸運としか言い様がありません。

　メディアミックスもしていただきました。『コミッククリア』でモリタカタカシ先生に漫画として描いていただき、私自身も漫画ではどうなるのか？　と毎月心待ちにして読んでおりました。ネームや原稿が来るたびに、チェックするという役目を忘れ、見入るように熟読しチェックが疎おろそかになったりしたこともありました。

　最後に。ここまで書ききることができたのは、読者の皆様のご支持とご声援のおかげです。何度も何度も皆様のおかげで立ち直り、何度も何度も励まされました。作品を、キャラクターたちを、愛していただいてありがとうございました。皆様が憶えている限り、皆様の中で生き続けると思います。




　この本を出版するにあたって関わった皆様。本当にお世話になりました！

『ギャルゲヱの世界よ、ようこそ！』という作品を書くことができて、完結させることができて。私は最高に幸せでした!!





二〇一一年一〇月二六日























著者

田尾典丈

Noritake Tao




第10回えんため大賞優秀賞受賞にてデビュー。『風来のシレン』で合成の壺を使い、地道に地道に最強の武器を作り、さあできた！　と壊して取り出そうと壺を投げたら遠投の腕輪をつけていたことを忘れて最強武器を悲しみの向こうへと投げ飛ばしてしまうほどのうっかり侍。呆然自失になるのが得意です。







イラスト

有河サトル

Satoru Arikawa




兵庫県神戸市在住の絵描き修行僧。ついに『ギャルゲヱ』シリーズも完結！　思えば数々の修羅場に見舞われた本作のお仕事……乱れる体調、止まるマシン……！　ちなみに今使用しているマシンは三代目である。

http://activemover.harisen.jp/
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本書に関するお問い合わせ先
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